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 1.　平成21年11月28日（土） 
 　講　師　 仕田原　猛　氏（高 7回）    

 　演　題　「古代地名の語源を解く」

　2.　平成22年 2月27日（土） 
 　講　師　 田中　睦之　氏（高 23 回）   

 　演　題　「包丁から考えた文明史」

　時　間　  PM　2：00～4：00　

　会　場　薬業年金会館
　　　　　会場地図は9頁をご覧ください

新 年 互 礼 会
〈予算総会〉

総会・懇親会 第28回 公 開 セ ミ ナ ー

会　場　ホテルグランヴィア大阪20階 
　　　　　　会場地図は9頁をご覧ください 

会　費　 10,000円

締切り　平成21年12月25日（金）

申込先　―清友会事務局―
     　毎週火・金　10：00～16：00
     　  TEL・FAX 06・6768・4159

創立時の教室と最近の校舎正面写真・清友会行事案内 
理事長挨拶・東京支部だより 
校長挨拶・東海支部だより 
在校生活動報告 
清友幼稚園・創立110周年記念募金趣意書 
総会報告 
公開セミナー案内 
前年度講演要旨・会場地図（ホテルグランヴィア大阪・薬業年金会館） 
 

平成22年1月24日（日） 
　PM　0:30～3:00

　平成22年4月24日（土） 
　　　　PM　2：30～4：00
会　場　清水谷高校「済美館」3階

　平成22年6月19日（土） 
             PM　0：00～2：30
　　　      総会後、懇親会を行います。 

会　場　ホテルグランヴィア大阪20階
　　　　     会場地図は9頁をご覧ください

会　費　8,000円
申込先　各回生代表または清友会事務局
締切り　平成22年5月中旬
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海外旅行・寄贈書籍の紹介・会費納入状況 
こんにちは先輩！・済美館と西園寺公望 
回生だより 
文化講座 
回生代表会だより・訃報 
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〈決算総会と懇親会〉

清水谷清水谷はひとつ ～深～深める絆、次代次代に繋ぐ～ 清水谷はひとつ ～深める絆、次代に繋ぐ～ 
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東
京
支
部
だ
よ
り

110
周
年
の
祝
い
に
向
け
て
 

理
事
長
　
 

　
日
根
野
　
文
三

　
　
　
　
　
（
高
22
回
）
 

　
　
　
　
高
10
回
　
中
島
　
汎
仁

　
会
員
の
皆
様
に
は
ご
盛
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
清
友
会
に
種
々
ご
高
配

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
去
る
6
月
21
日
の
総
会
に

於
き
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
お
預

り
し
ま
し
た
年
会
費
に
基
づ
く

平
成
20
年
度
事
業
報
告
・
決

算
等
並
び
に
本
年
度
事
業
計
画
・

予
算
等
の
承
認
、
任
期
満
了
に

伴
う
新
役
員
の
選
任
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
役
員
一
同

新
た
な
る
志
を
持
っ
て
任
務
を

遂
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

す
。 

　
さ
て
、
公
益
法
人
制
度
改
革

へ
の
社
団
法
人
清
友
会
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
12
月
1
日
よ
り

改
革
へ
の
手
続
法
令
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
5
年
間
の
期
間
に
、

A
、
一
般
社
団
と
し
て
申
請
し

法
人
組
織
を
継
続
す
る
か
、
Ｂ
、

任
意
団
体
た
る
同
窓
会
に
一
本

化
し
て
教
育
委
員
会
管
理
・
監

督
等
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
、
に

つ
い
て
理
事
会
・
評
議
員
会

に
諮
り
鋭
意
検
討
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
A
を
選
択

し
た
場
合
、
社
団
が
保
有
す

る
申
請
時
の
純
資
産
を
数
年

間
に
亘
り
「
公
益
目
的
支
出

計
画
」
に
沿
っ
て
費
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制

約
が
あ
り
苦
慮
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
等
の
影
響
も
勘

案
し
な
が
ら
、
今
後
最
終
案

を
取
り
ま
と
め
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

　
次
に
平
成
23
年
に
清
水
谷

高
等
学
校
は
創
立
110
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
「
創

立
110
周
年
記
念
事
業
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

　
本
委
員
会
は
全
体
を
統
括

す
る
委
員
会
を
中
心
と
し
て

①
記
念
誌
発
行
②
記
念
式
典
・

祝
賀
会
・
講
演
会
③
記
念
イ

ベ
ン
ト
④
済
美
館
改
修
・
在

校
生
支
援
⑤
広
報
・
記
念
募

金
活
動
、
の
5
分
科
会
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成
員

は
清
友
会
・
学
校
・
P
T
A

か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
が
今
回
の
周
年
事
業
に
重
要

な
意
義
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

当
初
清
友
会
は
過
去
の
例
に
倣

っ
て
単
独
で
記
念
事
業
の
遂
行

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
・

P
T
A
よ
り
大
い
な
る
協
力

の
申
し
出
が
あ
り
、
話
し
合
い

を
続
行
す
る
内
に
、
三
者
の
清

水
谷
高
等
学
校
に
対
す
る
愛
情

が
一
体
と
な
っ
て
結
実
し
、「
オ

ー
ル
清
水
谷
」
の
精
神
が
醸
成

さ
れ
、
創
立
110
周
年
記
念
事

業
は
三
者
の
共
催
で
行
う
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
運
営
の
主
体
と
し
て
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
は
清
友
会
に
委
ね
ら
れ
、

委
員
長
は
私
が
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
記

念
事
業
の
具
体
的
内
容
は
次
年

度
総
会
ま
で
に
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
第
三
に
、
本
誌
掲
載
の
清
友

会
各
種
事
業
へ
の
積
極
的
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
公

開
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
清
友
・

文
化
講
座
・
観
劇
会
・
ゴ
ル

フ
会
・
新
年
互
礼
会
等
の
楽
し

い
事
業
で
、
大
い
に
清
友
会
ラ

イ
フ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
私

も
コ
ー
ラ
ス
創
部
10
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
に
特
別
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
新
た
な
友
人
が

増
え
ま
し
た
。
又
、
在
校
生
の

活
躍
に
も
大
い
に
注
目
・
応
援

し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度

よ
り
、
同
窓
生
・
在
校
生
の
活

躍
に
対
す
る
事
業
活
動
奨
励
金

支
給
規
定
を
制
定
し
、
活
動

の
一
助
と
な
る
事
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
第
四
に
、
東
京
支
部
・
東

海
支
部
と
の
組
織
的
一
体
性

を
持
っ
た
、
よ
り
一
層
の
相

互
交
流
を
続
行
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
毎
年
の
清

友
会
総
会
に
は
中
島
汎
仁
東

京
支
部
長
・
三
堀
　
俶
東
海

支
部
長
様
に
は
遠
路
お
越
し

い
た
だ
き
誠
に
嬉
し
く
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
第
五
に
、
昭
和
21
年
4
月

よ
り
先
輩
方
の
ご
尽
力
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
清
友
幼
稚
園

に
つ
い
て
で
す
が
、
本
年
度

よ
り
高
23
回
の
向
井
容
子
氏

に
園
長
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。
着
任
早
々
か

ら
意
欲
的
に
行
動
さ
れ
、
園

の
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
尽
力

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

清
水
谷
精
神
に
則
っ
と
り
理

想
の
幼
児
教
育
を
目
指
し
て

精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

　
最
後
に
、
清
友
会
活
動
は

皆
様
の
会
費
に
よ
り
資
金
的

に
支
え
て
い
た
だ
き
深
く
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

清
友
会
事
業
へ
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
参
加
に
よ
る
精
神

的
な
ご
支
援
も
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支

援
の
下
、
清
友
会
全
体
の
よ

り
一
層
の
活
性
化
に
努
め
る

所
存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
、
東
京
支
部
で
は
こ
れ

ま
で
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
り
ま

し
た
高
３
〜
9
回
生
の
方
々
の

代
表
選
出
を
終
え
て
、
高
校
回

生
の
各
代
表
が
出
揃
う
形
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
科
生
の
方
々

に
は
回
生
代
表
選
出
の
お
願
い

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
各
回

生
の
皆
様
の
強
い
絆

の
も
と
、
支
部
総
会

へ
の
ご
出
席
を
は
じ

め
こ
れ
ま
で
同
様
ご

支
援
・
ご
指
導
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
年
会
費
に

つ
き
ま
し
て
は
、
以

前
は
東
京
支
部
に
納

入
い
た
だ
き
、
そ
れ

に
よ
り
運
営
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成

17
年
の
同
窓
清
友
会

発
足
に
よ
り
組
織
統

合
さ
れ
る
と
同
時
に
、

本
部
で
全
会
員
対

象
に
年
会
費
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
期
に
東
京
支

部
会
員
の
皆
様
方
は
全
員
、
本

部
（
同
窓
清
友
会
）
に
納
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東

京
支
部
で
は
支
部
活
動
費
を
毎

年
本
部
に
予
算
要
求
し
支
弁
さ
れ
、

活
動
後
の
決
算
を
報
告
す
る
形

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
支

部
総
会
の
開
催
時
期
が
10
月
で

あ
る
た
め
、
本
部
へ
は
決
算
予

定
と
し
て
そ
の
年
の
3
月
に
報

告
し
て
お
り
ま
す
。
年
会
費
は
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
お
か
げ

さ
ま
で
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続

き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
東
京
支
部
総

会
は
、
10
月
25
日
（
土
）
に
、

東
海
大
学
校
友
会
館
（
霞
が
関

ビ
ル
３３
階
）
に
て
、
ご
来
賓
と

し
て
母
校
校
長
の
南
太
一
郎
様
、

本
部
か
ら
新
任
会
長
（
社
団
法

人
理
事
長
）
の
日
根
野
文
三
様

（
高
22
回
）
、
幹
事
（
同
理
事
）

の
岩
田
三
左
様
（
高
10
回
）
、

東
海
支
部
か
ら
幹
事
の
山
本
恭

子
様
（
高
25
回
）
を
お
迎
え
し

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南

校
長
か
ら
は
、
母
校
の
近
況
と

活
躍
の
状
況
、
と
く
に
コ
ー
ラ

ス
部
の
国
内
外
で
の
ご
活
躍
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ご
持
参
下

さ
い
ま
し
た
Ｃ
Ｄ
に
よ
り
清
ら

か
な
合
唱
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に

ご
披
露
下
さ
い
ま
し
た
。
日
根

野
会
長
か
ら
、
新
任
の
ご
挨
拶

と
共
に
会
員
相
互
の
一
層
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

は
か
る
な
ど
を
中
心
に
、
さ
ら

に
110
周
年
記
念
会
に
向
け
た
取

り
組
み
を
含
め
、
今
後
の
同
窓

会
活
動
に
つ
い
て
の
ご
方
針
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岩

田
幹
事
か
ら
は
、
お
生
ま
れ
が

母
校
の
目
の
前
（
東
雲
町
）
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
も
ず
っ

と
清
水
谷
に
囲
ま
れ
て
こ
ら
れ

た
な
ど
、
清
友
会
に
対
す
る
思

い
を
熱
く
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

東
海
支
部
の
山
本
幹
事
か
ら
は
、

三
堀
支
部
長
の
長
文
の
心
の
こ

も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　 

　
平
成
20
年
度
東
京
支
部
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
の
後
、
支

部
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旧
役
員
の
全
員
の
再
選
と
、

新
し
く
副
支
部
長
と
し
て
高
３２

回
の
中
村
知
司
様
、
始
関
尚
子

様
お
よ
び
高
33
回
の
藤
田
正
数

様
の
3
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
、
ご
出
席
の

最
先
輩
の
加
藤
礼
子
様
（
本
41

回
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親

に
入
り
ま
し
た
。
座
席
の
移
動

も
自
由
ス
タ
イ
ル
で
会
場
は
に

わ
か
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
中
ほ
ど
、
堤
眞

也
様
（
高
33
回
）
の
ギ
タ
ー
と

ご
友
人
の
フ
ル
ー
ト
の
素
敵
な

コ
ラ
ボ
演
奏
が
ひ
と
時
会
場
を

別
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
支
部
総
会
は
、
平
成

21
年
10
月
17
日
（
土
）
、
東
京

都
『
清
澄
庭
園
』
に
て
13
時
30

分
よ
り
開
催
の
予
定
で
す
。
こ
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東
海
支
部
だ
よ
り

ご
挨
拶
 

校
長
　
 

 

南
　
太
一
郎

　
社
団
法
人
清
友
会
、
同
窓

清
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
母
校
清
水
谷
に
対

し
ま
し
て
暖
か
い
ご
援
助
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
「
清
水
谷
百
年
史
」
の
90

ペ
ー
ジ
に
、
「
大
正
7
年
、

世
界
的
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
日

本
に
伝
わ
り
、
翌
年
に
か
け

て
大
流
行
と
な
り
、
15
万
人

の
死
者
が
出
た
。
…
」
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
記
事
は
続
け
て
、

教
育
委
員
会
へ
の
罹
病
者
数

報
告
、
休
校
措
置
の
経
緯
等
、

当
時
の
緊
迫
し
た
状
況
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
5
月
に
は
、
メ
キ
シ

コ
で
発
生
し
た
豚
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
）
が
日
本
に
上
陸
、
大

阪
府
、
兵
庫
県
を
中
心
に
若

者
の
間
に
感
染
者
が
広
が
っ
た
。

電
車
の
中
や
街
を
歩
く
多
く

の
人
々
が
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
と
い
う
異
様
な
状
況
の
中
、

全
て
の
府
立
高
校
で
は
1
週

間
の
臨
時
休
校
措
置
が
取
ら

れ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
沈
静

化
し
ま
し
た
が
、
今
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
の
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
教
師
に
な
っ
て
36

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
教
職

に
就
い
た
昭
和
40
年
代
後
半

と
比
べ
、
経
済
的
発
展
に
よ

る
物
質
的
豊
か
さ
に
は
格
段

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
生
徒
た
ち
は
電
子
辞
書
を

持
ち
、
エ
ア
コ
ン
の
完
備
し

た
教
室
で
学
習
し
て
い
る
。

家
庭
で
は
個
室
を
与
え
ら
れ
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
巧

み
に
操
り
生
活
し
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
れ
で
社
会
の
発
展

の
結
果
で
あ
り
異
議
を
唱
え

よ
う
と
も
思
わ
な
い
。
し
か
し
、

人
は
物
質
的
に
恵
ま
れ
過
ぎ

る
と
、
我
慢
す
る
力
、
耐
え

る
力
が
劣
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、
人
の
迷
惑
も
お

構
い
な
し
の
傍
若
無
人
に
振

舞
う
よ
う
に
な
る
。
 

　
本
校
で
は
、
生
徒
た
ち
は

そ
の
よ
う
な
時
代
の
風
潮
に

流
さ
れ
ま
い
と
、
諸
先
輩
た

ち
が
築
き
上
げ
た
自
主
、
自

律
の
精
神
の
後
継
者
足
る
べ

く
必
死
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
執
行
部
役
員
を
中
心

に
早
朝
か
ら
挨
拶
運
動
を
実
施
、

朝
の
挨
拶
は
も
と
よ
り
、
一

日
中
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
。
清
水
谷
高
校
生

の
爽
や
か
で
元
気
な
挨
拶
は

保
護
者
を
始
め
多
く
の
来
校

者
に
も
評
判
が
良
い
。
ま
た
、

多
く
の
生
徒
が
部
活
動
に
励

み
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
武
両
道
の
気
風
を
現
在
に

引
き
継
ぎ
、
学
業
だ
け
で
な

く
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
こ
の
3
月
に
は
高
校
61
期

生
が
清
友
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
友
会

の
益
々
の
ご
発
展
、
並
び
に

会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

清
水
谷
高
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
　
　
副
支
部
長
 

　
　
　
高
8
回
　
蜂
谷
　
博
彦

同
窓
清
友
会
東
京
支
部
 

支
部
長
　
　
中
島
　
汎
仁
（
高
10
回
） 

副
支
部
長
　
岡
本
　
和
夫
（
高
10
回
） 

　
〃
　
　
　
森
　
　
正
行
（
高
19
回
） 

　
〃
　
　
　
　伊
部
千
代
子
（
高
19
回
） 

　
〃
　
　
　
　吉
田
　
　
順
（
高
22
回
） 

　
〃
　
　
　
　久
川
　
和
彦
（
高
24
回
） 

　
〃
　
　
　
　浜
口
　
一
恵
（
高
25
回
） 

　
〃
　
　
　
　福
本
　
和
生
（
高
31
回
） 

　
〃
　
　
　
　中
村
　
知
司
（
高
32
回
） 

　
〃
　
　
　
　始
関
　
尚
子
（
高
32
回
） 

　
〃
　
　
　
　藤
田
　
正
数
（
高
33
回
） 

監
査
役
　
　
河
合
　
良
臣
（
高
11
回
） 

　
〃
　
　
　
　藤
田
　
光
雄
（
高
11
回
） 

　
〃
　
　
　
　繁
田
賢
太
郎
（
高
15
回
） 

 

支
部
長
　
　
三
堀
　
　
俶
（
高
6
回
） 

副
支
部
長
　
蜂
谷
　
博
彦
（
高
8
回
） 

幹
　
事
　
　
山
本
　
恭
子
（
高
25
回
） 

監
査
役
　
　
橋
本
　
隆
子
（
高
20
回
） 

　
東
海
支
部
総
会
は
、
清
友
会

本
部
よ
り
藤
田
哲
男
理
事
様
、

東
京
支
部
か
ら
は
浜
口
一
恵
副

支
部
長
様
を
お
迎
え
し
、
例
年

ど
お
り
６
月
の
第
４
日
曜
日
（

２８
日
）
に
、
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
「
涵
梅
舫
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
来
賓
２
名
、
会

員
１１
名
、
合
計
１３
名

と
な
り
、
昨
年
よ
り

２
名
多
く
な
り
ま
し

た
。
本
科
の
方
は
、
年

年
少
な
く
な
り
ま
す
が

、
今
年
も
下
坂
伸
子
さ

ん
（
本
科
４４
回
）
が
お

元
気
な
顔
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
去
年

初
参
加
の
池
端
正
明
さ

ん
（
高
３３
回
）
も
昨
年

同
様
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
新
制
２
回
生

の
国
原
ま
ち
子
さ
ん
、

３
回
生
の
駒
沢
栄
子
さ

ん
も
例
年
ど
お
り
お
元

気
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
総
会
は
、
来
賓
の
藤
田
清
友

会
理
事
様
か
ら
は
、
母
校
創
立

１１０
周
年
の
記
念
式
典
の
内
容
、

祝
賀
会
が
平
成
２３
年
１１
月
６
日

に
大
阪
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
の

で
、
清
友
会
会
員
の
み
な
さ
ん

の
参
加
と
募
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
の
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
浜
口
東
京

支
部
副
支
部
長
様
か
ら
は
、
東

京
支
部
長
様
か
ら
の
ご
祝
辞
と

東
京
支
部
の
現
状
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
総
会
の
議
事
に
入

り
、
三
堀
支
部
長
か
ら
、
平
成

２０
年
度
活
動
報
告
と
決
算
案
、

平
成
２１
年
度
の
予
算
案
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
現
役
員

の
４
名
の
任
期
満
了
に
伴
う
再

任
案
が
提
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
９
月
２７
日

開
催
の
フ
ェ
ス
タ
清
友
に
西
村

和
子
さ
ん
（
高
１１
回
）
が
、
去

年
同
様
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

今
年
の
悲
し
い
出
来
事
と
し
て
、

長
年
東
海
支
部
の
例
会
に
参
加

さ
れ
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
菊
田
愛
子
さ
ん
（
本
科

３９
回
）
が
今
年
の
３
月
に
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
一
番
若
手
の
池
端

君
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま

し
た
。
中
華
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
懇
談
の
中
で
、
里
山

の
保
全
活
動
、
ホ
タ
ル
の
飼
育

の
話
な
ど
、
身
近
な
話
題
や
、

面
白
い
体
験
談
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後
の
茶
話
会
で
も
、

個
人
的
な
昔
話
が
話
題
に
な
り
、

同
じ
中
学
の
出
身
で
あ
っ
た
り
、

子
供
の
こ
ろ
近
所
に
住
ん
で
い

た
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
話
で

盛
り
上
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い

の
楽
し
い
３
時
間
で
し
た
。 

　
古
い
歌
謡
曲
の
一
節
に
「
思

い
出
し
た
ら
祈
ろ
じ
ゃ
な
い
か
、

つ
き
ぬ
え
に
し
を
身
の
幸
を
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
実
感
し

て
確
認
す
る
場
所
が
同
窓
会
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

来
年
の
支
部
総
会
は
、
平
成
２２

年
６
月
２７
日
（
日
）、
今
年
と
同

じ
「
涵
梅
舫
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
　
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
に

お
住
ま
い
の
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
で
も

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、

来
年
の
総
会
で
、
お
会
い
出
来

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。 

同
窓
清
友
会
東
海
支
部
役
員

こ
は
、
紀
伊
國
屋
文
左
衛
門
の

屋
敷
跡
の
一
部
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
、
落
ち
着
い
た
庭
園
の

散
策
も
で
き
ま
す
の
で
秋
の
ひ

と
時
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご

出
席
下
さ
い
ま
す
様
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

　
昨
年
の
当
番
幹
事
の
高
36
回

の
高
瀬
詩
子
様
、
原
田
真
一
様

他
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
今

年
は
、
幹
事
グ
ル
ー
プ
の
皆
様

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
昨
今
の
社
会
環
境
の
急
激
な

変
化
や
自
然
環
境
の
変
化
は
私

達
の
日
常
生
活
に
も
顕
著
に
影

響
が
感
じ
ら
れ
、
と
も
す
れ
ば

い
や
が
上
に
も
緊
張
が
強
い
ら

れ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
せ
め
て

同
窓
会
、
同
期
会
な
ど
の
心
を

許
し
あ
え
る
、
肩
の
力
を
気
に

せ
ず
に
利
害
を
超
え
た
楽
し
い

心
の
交
流
が
、
明
日
へ
の
元
気

の
素
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。 



平成21年10月1日 （4） 府立清水谷高女・高校同窓会会報 

在
校
生
の
活
動
報
告

教
頭
　
一
色
 
千
賀
子

◎陸上競技 
　第61回大阪高校陸上競技対抗選手権大会（H20.5.31） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　3000m障害　　　 8位 
　大阪総体地区予選会（H20.7.20―21）男子400ｍハードル　2位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　男子400ｍ　　　 　6位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子400ｍ　　　 　 1位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子200ｍ　　　 　 3位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子走高跳　　　 4位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子400ｍリレー　　 6位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子1600ｍリレー 　 4位 

◎男子硬式テニス 
　大阪総体テニス大会（H20.8.18）　個人シングルス/ダブルス　1位 
　高体連秋季団体戦（H20.9.28）　　　テニス団体戦　 予選1位 
　第3学区テニストーナメント（団体の部）（H20.11.15） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テニス団体戦　 予選1位 

◎女子硬式テニス 
　第22回大阪高校サマーテニストーナメント（H.20.8.15） 
　　　　　　　　　　　　　　女子シングルス予選ブロック優勝 

◎女子軟式テニス 
　大阪高校春季大会団体戦（H20.4.13）団体戦ブロック予選　1位　 
　第63回大阪総体（H.20.10.25）　　　団体戦　ブロック　　1位 

◎女子バレーボール 
　大阪高校新人大会（H20.11.29）　　　　　　　　　3部優勝 

◎水泳 
　大阪府高校対校選手権水泳競技大会（Ｈ20.7.31―8.2） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　男子100ｍ平泳ぎ　　8位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子50ｍ背泳ぎ　　 8位　 
　第28回南大阪高等学校水泳競技会（H20.8.30） 
　　　　　　　　　　　　　　　男子100ｍ/200ｍ平泳ぎ　1位 
　　　　　　　　　　　　　　　女子50ｍ/100ｍ背泳ぎ　　1位　 

◎卓球
　第14回オープンチャレンジカップ（H20.4.2）　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　Aランクトーナメント　優勝
　オープンチャレンジカップ（H20.8.11）　 1位トーナメント　 準優勝
　オープンチャレンジカップ（H21.1.6）　 Aランクトーナメント準優勝 

◎男子バドミントン部 
　第2回大阪府公立高等学校バドミントン競技大会（H20.11.24）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　男子団体の部　　　3位 
　第3学区高等学校バドミントン競技会（H21.3.28）男子ダブルス2位 

◎女子バドミントン 
　第3学区高等学校バドミントン北地区競技会（H21.3.14） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子ダブルス1部 　優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　女子シングルス1部　3位 
◎オーケストラ・アンサンブル
　近畿総合文化祭　徳島大会（H20.11.22） 
　　器楽・管弦楽部門出演　　ストラヴィンスキー「火の鳥」 

◎合唱
　第63回関西合唱コンクール（H20.9.23）高校Bグループ　　金賞 
　第61回全日本合唱コンクール全国大会（H20.10.25） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　高校Bグループ　　銅賞 

◎ダンス
　ミスダンスドリルチーム全国大会（H20.7.29）　　　　　　　出場 
　第3回若者ダンスカーニバル（H21.2.15）　　　　　　　　 1位 

◎華道
　学生いけばな競技会（H20.7.22）　　 団体賞　　　　　　2位 
　　　　　　　　　　　　　　　　　個人賞　　　　　 優勝

◎美術
　第60回大阪府高等学校美術・工芸展（H20.8.12―17）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画の部　　　 奨励賞 

◎書道
　大阪府高等学校芸術文化祭（H20.11.30）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　書道部門　　　入選3点 

平成20年度　部活動記録

硬式野球部日誌 

オーケストラ・アンサンブル部 

コーラス部 

ダンス部 

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
昨
年
春
に
清
水
谷
高
校

の
桜
を
初
め
て
目
に
し
て
以
来

一
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
校

の
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
も
ご
支
援
い
た
だ
く
方
々

の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

　
平
成
21
年
と
な
り
、
3
月
に

は
274
名
の
卒
業
生
が
母
校
を
巣

立
ち
、
年
度
が
替
わ
り
280
名
の

新
入
生
が
高
校
生
活
を
始
め
て

い
ま
す
。
卒
業
式
、
入
学
式
で

は
体
育
館
壇
上
に
美
し
い
緞
帳

が
下
が
り
、
晴
れ
の
日
を
飾
り

ま
す
。
緞
帳
に
込
め
ら
れ
た
清

友
会
の
皆
さ
ま
の
母
校
に
対
す

る
深
い
思
い
を
心
に
刻
み
、
式

は
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
日
々
の
学
校
生
活
も
、

授
業
、
部
活
動
、
行
事
の

三
つ
を
充
実
し
た
も
の
と

す
る
よ
う
心
が
け
着
実
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

19
年
度
か
ら
50
分
授
業
と

な
り
、
月
曜
日
と
火
曜
日

は
7
限
ま
で
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
午
後
4

時
を
す
ぎ
た
学
校
敷
地
内

の
至
る
所
で
部
活
動
が
熱
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
5
月
に
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
7
日
間
の
休
校
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
の
行
わ
れ
な

い
教
室
、
生
徒
の
姿
が
無
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
主
人
公
の
い
な
い
学

校
は
寂
し
い
も
の
で
し
た
。
学

校
再
開
ま
で
の
日
々
を
自
宅
で

耐
え
た
生
徒
達
は
、
一
度
授
業

が
始
ま
る
と
浮
つ
く
こ
と
な
く

普
段
通
り
の
生
活
に
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
週
間

程
の
短
い
準
備
期
間
で
体
育
祭

を
迎
え
、
例
年
通
り
思
い
出
に

残
る
体
育
祭
を
創
り
あ
げ
ま

し
た
。
全
て
の
競
技
に
ひ
た

む
き
に
参
加
す
る
生
徒
、
仲

間
の
出
場
を
熱
心
に
応
援
す
る

生
徒
、
体
育
祭
の
準
備
・
実

施
・
後
片
付
け
を
し
っ
か
り
支

え
て
く
れ
る
生
徒
、
こ
の
よ
う

な
生
徒
が
現
在
の
清
水
谷
高
校

で
学
ん
で
い
ま
す
。
 

　
次
に
、
平
成
20
年
度
全
校
生

徒
の
前
で
表
彰
さ
れ
た

部
活
動
で
の
活
躍
は
表

の
通
り
で
す
。
又
、
そ

の
他
、
授
業
の
書
道
選

択
者
の
8
名
が
第
33
回

全
大
阪
高
等
学
校
書
道

コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
を

受
賞
、（
財
）福
山
職
業
指

導
学
振
興
財
団
平
成
20

年
度
高
校
生
論
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
2
名
が
優
秀

賞
受
賞
、
第
17
回
ス
ノ

ー
ボ
ー

ド
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
磐
梯
第

一
位
と
い
う

表
彰
も
行
い

ま
し
た
。
 

　
2
0
0
3
年

度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
国
際

交
流
活
動
と

し
て
、
昨
年
度

は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
高
校

生
が
13
名
清
水
谷
を
訪
問
し
ま

し
た
。
9
月
9
日
か
ら
16
日
の

期
間
、
本
校
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
授
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
 

　
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
お

父
さ
ん
に
よ
る
「
南
京
玉
す
だ

れ
」
と
い
う
見
事
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
視
聴
覚

教
室
は
大
喝
采
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
あ
た
り
ま
え
の
事
を
ば
か
に

せ
ず
真
面
目
に
行
う
多
く
の
生

徒
と
支
援
し
て
く

だ
さ
る
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
、
本
年

度
6
月
の
第
一
回

学
校
見
学
会
に
は

500
人
を
超
え
る
見

学
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
を

体
育
館
に
急
遽
変

更
し
、
緞
帳
と
Ｂ

Ｇ
Ｍ
で
お
客
さ
ま

を
迎
え
ま
し
た
。

蒸
し
暑
い
会
場
で

し
た
が
、
校
長
挨
拶
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
学
校

紹
介
と
1
時
間
以
上
の
話
を
皆

さ
ん
熱
心
に
聴
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
内

を
自
由
に
見
学
さ
れ
ピ
ロ
テ
ィ

ー
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄

ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
す
。
 

　
見
学
者
に
は
同
窓
生
の
方
も

多
く
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
「
い

こ
ま
せ
ん
せ
い
、
お
か
た
け
（
お

か
ち
く
）
せ
ん
せ
い
」
と
い
う

楽
し
そ
う
な
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。
 



　
伝
統
の
教
育
方
針
の
「
心
身

共
に
健
康
な
子
ど
も
に
育
て
る
。

誰
と
で
も
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て

い
け
る
子
ど
も
に
育
て
る
。
物

を
大
切
に
生
か
し
て
使
え
る
子

ど
も
に
育
て
る
。
人
の
話
を
し

っ
か
り
聞
け
る
子
ど
も
に
育
て

る
」
を
守
り
、
給
食
が
無
く
お

弁
当
の
み
、
バ
ス
が
無
く
保
護

者
の
送
迎
の
み
に
て
、
経
営
し

て
い
ま
す
。 

　
理
事
長
よ
り
「
ま
ず
、
園
児

の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
注
力
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
に
、
園
の
教
育
方

針
が
実
行
で
き
る
よ
う
な
教
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」 

園
長
よ
り
「
生
き
る
力
の
も
と

と
な
る
、
し
っ
か
り
し
た
か
ら

だ
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
、
思
い
切
り

走
り
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
の

で
き
る
子
に
育
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
色
々
な
試
み
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
同
窓
の
皆
様
の

ご
支
援
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」 

平成21年10月1日 （ 5）  府立清水谷高女・高校同窓会会報 

清
友
幼
稚
園
 

学
校
法
人
清
友
学
園
 

園
長
　
向
井
　
容
子
（
高
23
回
） 

〒581－0022　八尾市柏村町1－57　TEL 072－922－2023 
　　　　　　（近鉄大阪線高安駅から徒歩10分） 
理事長　　　日根野文三（高22回） 
在籍園児数　3歳児89人（4クラス）　4歳児79人（3クラス） 
　　　　　　5歳児73人(3クラス)

大阪府立清水谷高校創立110周年記念募金趣意書
清水谷はひとつ～深める絆、次代に繋ぐ 

創立110周年記念事業実行委員会

　本校は、1901年（明治 34年）に「大阪府立清水

谷高等女学校」として開校されました。 

1948年（昭和23年）4月に男女共学の全日制普通科

高校「清水谷高等学校」として新たにスタートし、2001

年（平成 13年）には100周年記念事業が実施されま

した。 

　この度、清水谷高校創立以来の歴史に思いを馳せ、

さらなる躍動を願い、様々な記念事業を通じて、母校で

学ぶ生徒たちに卒業生の清水谷に寄せる熱き思いを伝

えるなど、「清水谷はひとつ～深める絆、次代に繋ぐ」

をめざして、2011年（平成 23年）に創立 110周年記

念事業を実施することが決定されました。 

　現在、清友会、PTA・後援会、学校が一体となって

各事業委員会を設立し、下記の事業計画案を機軸に具

体的な計画案を進めております。 

　つきましては、この機会に募金をお願いし、創立110

周年記念事業を盛大に実施いたしたいと存じますので、

何卒趣旨にご理解賜り、ご協力いただきますよう切にお

願いする次第でございます。 

　　　　　　　　　〈事業計画案〉
 

1　平成23年度（2011年4月～2012年3月）を「創立

110周年事業年」とする。 

2　記念式典並びに祝賀会の開催（平成23年11月6日

を予定） 

3　記念誌の発行 

4　済美館改修並びに在校生支援事業 

5　その他創立110周年記念イベントの実施 

6　創立110周年記念募金概要 

　①一口　　　1,000円 

　　恐縮ながら、できましたら清友会会員は10口以上

　　お願い致します。 

　②募金期間　平成21年10月～平成23年12月末日 

　③送金方法　氏名、回生を明記の上、郵便局でお

　振込み下さい。 

　④口座番号　00920-5-254549 

　⑤口座名称　大阪府立清水谷高等学校110周年記念

　　　　　　募金委員会 
　 

　　　　　　　　平成21年10月吉日 
 
社団法人清友会理事長・同窓清友会会長　日根野　文三 
大阪府立清水谷高等学校PTA会長　　　　大喜多　正己 
大阪府立清水谷高等学校清援会会長　　　荒木　　康史 
大阪府立清水谷高等学校長　　　　　　　南　　太一郎　 
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平成21年度 社団法人清友会総会報告 

　
平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
す

る
総
会
が
平
成
21
年
4
月
18
日
（
土
）
14
時
30
分

か
ら
濟
美
館
3
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

委
任
状
181
名
を
含
む
219
名
の
出
席
で
活
発
な
審
議

が
行
わ
れ
、
別
掲
の
平
成
21
年
度
事
業
計
画
案
及

び
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
挙
手
多
数
に
て
承

認
さ
れ
た
。
 

　
ま
た
、
指
名
委
員
長
の
白
井
理
事
よ
り
、
次
の

通
り
指
名
委
員
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

　
原
　
前
理
事
長
が
ご
体
調
不
良
の
た
め
、
任
期

を
一
年
残
し
て
辞
任
さ
れ
た
後
、
日
根
野
理
事
長

が
急
遽
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
ご
活
躍
ぶ
り
を

拝
見
し
異
議
無
く
続
投
を
お
願
い
す
べ
く
推
薦
し

た
。
日
根
野
新
理
事
長
を
加
え
理
事
候
補
の
選
出

を
諮
っ
た
が
、
も
う
暫
く
時
間
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
理
事
長
に
一
任
し
、
委
員
会
を
終
了
し
た
。

今
後
、
理
事
会
で
検
討
、
審
議
を
重
ね
る
。
な
お
、

社
団
法
人
清
友
会
の
理
事
長
、
理
事
は
、
同
窓
清

友
会
の
会
則
に
よ
り
、
同
窓
清
友
会
の
会
長
、
幹

事
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
回
生
代
表
会
議

長
と
ク
ラ
ブ
代
表
会
議
長
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
議
で
選
出
さ
れ
る
。
 

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
、
平
成
21
年

6
月
21
日
（
日
）
12
時
半
か
ら
、
来
賓
の
先
生
方

17
名
、
新
入
会
員
6
名
と
委
任
状
41
名
を
含
む
、

237
名
の
出
席
で
盛
大
に
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開

会
の
辞
の
後
、
日
根
野
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

学
校
関
係
者
、
並
び
に
東
京
・
東
海
各
支
部
代
表

ご
出
席
へ
の
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、
昨
年

の
会
報
発
行
以
降
の
状
況
説
明
が
詳
細
に
行
わ
れ

た
。
次
に
議
事
に
入
り
、
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、

本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
に
岡
本
・
安
江
両
副
理

事
長
が
選
任
さ
れ
た
。
議
案
書
に
刷
り
別
掲
の
平

成
20
年
度
事
業
報
告
（
案
）
並
び
に
、
決
算
報
告

（
案
）
が
、
各
担
当
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
監

査
に
つ
い
て
は
、
担
当
監
事
欠
席
の
た
め
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
報
告

が
代
読
さ
れ
た
。
続
い
て
理
事
長
、
理
事
候
補
が

提
案
さ
れ
、
拍
手
多
数
で
承
認
、
可
決
さ
れ
、
監

事
が
紹
介
さ
れ
て
本
総
会
は
終
了
し
た
。
 

予
算
総
会
報
告

決
算
総
会
報
告

社団法人清友会　平成20年度事業報告 

１ 総会と各種会議     
　①平成19年度決算総会　：　平成20年6月15日（日）  
　　　〈ホテルグランヴィア大阪：266名〉     
　②平成21年度予算総会　：　平成21年4月18日（土）   
　　　　　　　　〈済美館：219名〉 
　③理 事 会  ：  9回 
　④評議員会  ：  2回 
　⑤合同会議  ：  1回     
２ 各種事業の実施     
　①公開セミナーの開催〈薬業年金会館〉 
　　・平成20年11月29日（土） ： 36名参加 
　　　「私の医薬分業」加地　章　氏（高4回） 
　　・平成21年2月28日（土） ： 52名参加 
　　　「アンティーク見聞録」 
　　　　　服部　　保　氏（高12回） 
　②会報の発行 
　　・平成20年10月1日 ： 16,700部 
　③文化講座・コーラス部の毎月定期開催 
　④創立110周年記念事業 
　　・実行委員会 ： 6回 
　⑤教育・文化等振興援助事業 
　　・在校生支援、クラブ活動奨励 
　⑥清友会事業活動奨励金支給規程の制定 

科　　　　　　目 

Ⅰ.一般正味財産増減の部 
　1　経常増減の部 
　　（1）経常収益 
　　　　①　基本財産運用益 
　　　　②　受取入会金 
　　　　③　事業収益 
　　　　　　　文化講座 
　　　　④　会合費収入 
　　　経常収益計 
　　（2）経常費用 
　　　　①　事業費 
　　　　　　　文化講座 
　　　　　　　セミナー 
　　　　　　　会報印刷費 
　　　　　　　通信費 
　　　　　　　人件費 
　　　　②　管理費 
　　　　　　　総会費 
　　　　　　　会合費 
　　　　　　　旅費交通費 
　　　　　　　通信費 
　　　　　　　水道光熱費 
　　　　　　　事務費 
　　　　　　　消耗品費 
　　　　　　　転退職員記念品料 
　　　　　　　新入会員記念品料 
　　　　　　　備品費 
　　　　　　　修繕費 
　　　　　　　システム関連費 
　　　　　　　教育・文化等振興援助費 
　　　　　　　雑費 
　　　経常費用計 
　　　　　当期経常増減額 
　２　経常外増減の部 
　　（1）経常外収益 
　　　　①　運用財産利息 
　　　　②　雑収入 
　　経常外収益計 
　　　当期経常外増減額 
　　　当期一般正味財産増減額 
　　　一般正味財産期首残高 
　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ.正味財産期末残高 

56,190 
1,375,000 

 
1,572,000 
49,000 

3,052,190 
 
 

1,572,000 
149,192 
1,093,910 
873,614 
998,500 

 
880,987 
110,958 
249,944 
218,404 
54,239 
105,475 
87,225 
20,000 
287,000 
211,694 
391,860 
91,200 
537,375 
70,208 

8,003,785 
△ 4,951,595 

 
 

4,900 
56,330 
61,230 
61,230 

△ 4,890,365 
34,573,069 
29,682,704 
29,682,704

平成20年度 

（単位：円） 

社団法人清友会
平成20年度収支決算書
正味財産増減計算書

(平成20年5月1日から平成21年4月30日まで） 

Ⅰ．資産の部 
 　1　流動資産 
 　　　現金預金 
  　　流動資産合計 
 　２　固定資産 
 　　　基本財産 
 　　基本財産合計 
 　　資産合計 
Ⅱ．正味財産の部 
     1　一般正味財産 
 　　　（うち基本財産への充当額） 
 　正味財産合計 
 　負債及び正味財産合計 

科　　　　　　目 

平成20年度 
（単位：円） 

社団法人清友会
貸借対照表
(平成21年4月30日現在） 

監査報告書 
　私たちは平成20年5月1日から平成21年4月30日までの事 
業年度の業務執行状況、貸借対照表、正味財産増減計 
算書及び財産目録並びに関係諸帳票、証拠書類につい 
て監査しました結果、適法かつ正確であることを認めます。 
　　平成21年2月21日　 
　　　　　　社団法人　清友会　監事　綛谷　英子   
　　　　　　社団法人　清友会　監事　松宮　清隆 

9,682,704 
9,682,704 

 
20,000,000 
20,000,000 
29,682,704 

 
29,682,704 
(20,000,000) 
29,682,704 
29,682,704 

 

１ 総会の開催     
　①平成20年度決算総会 
　　・平成21年6月21日（日）     
　　・場　　所　：　ホテルグランヴィア大阪 
　②平成22年度予算総会 
　　・平成22年 4月24日（土）     
　　・場　　所　：　済美館　３階     
２ 会報の発行（１回）     
　　９月中旬予定     
３ 公開セミナーの開催 （２回）     
　　　場　　所　 ： 　薬業年金会館     
　　・平成21年11月 28日（土）14時～16時     
　　・平成22年 2月 27日（土）14時～16時 
４ 文化講座の継続開催     
５ 各種会議の開催     
　　① 理事会 （原則毎月）     
　　② 評議員会 （年2～3回）     
　　③合同会議 （平成21年7月25日〈土〉）  
６ 創立１１０周年記念事業    

社団法人清友会　平成21年度事業計画 

科　　　　　　目 予　算　額 
基 本 財産運用収入  
新 入 会員会費収入  
文 化 講 座 会 費 
運 用 財 産 利 息 
そ の 他 雑 収 入 
当 期 収 入 合 計  

30,000 
1,600,000 
1,500,000 

1,000 
50,000 

3,181,000 

2．支出の部 
科　　　　　　目 予　算　額 

文　　化　　講　　座 
セ　　ミ　　ナ　　－ 
会　報　印　刷　費 
通　　　信　　　費 
教育・文化等振興援助費 
人　　　件　　　費 
総　　　会　　　費 
交　　　通　　　費 
通　　　信　　　費 
水　道　光　熱　費 
事　　　務　　　費 
転 退 職員記念品料  
新 入 会員記念品料  
備　　　品　　　費 
修　　　繕　　　費 
シ ス テム関連費用  
1 1 0周年記念事業費 
雑　　　　　　　費 
予　　　備　　　費 
当 期 支 出 合 計  
当 期 収 支 差 額  

1,500,000 
400,000 
1,200,000 
1,000,000 
1,700,000 
1,000,000 
300,000 
200,000 
300,000 
40,000 
120,000 
40,000 
350,000 
100,000 
350,000 
150,000 
200,000 
30,000 
300,000 
9,280,000 

△6,099,000

　（単位：円） 

1．収入の部 

社団法人清友会
平成21年度収支予算書
(平成21年5月1日から平成22年4月30日まで） 

総会で挨拶する一色教頭 
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平成21年度同窓清友会総会報告 

総
会
報
告

懇
親
会
報
告

　「
同
窓
清
友
会
」
の
第
4
回
総
会
が
、
平
成
21

年
6
月
21
日
（
日
）
に
、
大
阪
駅
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
、
社
団
法
人
清
友
会
の
決

算
総
会
に
引
き
続
き
委
任
状
41
名
を
含
む
237
名

の
出
席
で
行
わ
れ
た
。 

　
議
案
書
に
沿
っ
て
、
別
掲
の
平
成
20
年
度
の
事

業
報
告
（
案
）
並
び
に
決
算
報
告
（
案
）
が
各
担

当
幹
事
よ
り
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
、
監
査
報
告
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
出
席
者
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

拍
手
多
数
に
て
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。
引
き
続
き

平
成
21
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
承
認
さ
れ

た
。
会
長
及
び
幹
事
選
出
の
件
に
つ
い
て
は
、
社

団
の
理
事
長
、
理
事
を
も
っ
て
あ
て
る
と
の
報
告

が
あ
り
、
監
事
の
選
出
と
あ
わ
せ
承
認
さ
れ
た
。 

　
社
団
法
人
清
友
会
総
会
及
び
同
窓
清
友
会
総
会

終
了
後
、
ご
来
賓
19
名
を
含
む
196
名
ご
出
席
の

も
と
で
、
懇
親
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
高
等
女

学
校
、
並
び
に
、
高
等
学
校
の
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
た
後
、
一
色
教
頭
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
、

乾
杯
の
後
に
会
食
と
な
っ
た
。
宴
も
た
け
な
わ
の

頃
、
清
友
コ
ー
ラ
ス
（
湯
浅
富
士
郎
氏
指
揮
、
同

氏
及
び
田
中
友
輝
子
姉
独
唱
、
中
村
佳
世
子
姉
ピ

ア
ノ
伴
奏
）
の
日
頃
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
拍
手

喝
采
の
う
ち
に
懇
親
会
を
終
了
し
た
。 

 

同窓清友会　平成20年度事業報告 

１ 総会と各種会議     
　①総会・懇親会 ： 平成20年6月15日（日）     
　　　〈ホテルグランヴィア大阪：２６6名〉     
　②幹事会 ： 9回 
　③諮問委員会 ： 2回 
　④合同会議 ： 1回     
２ 各種事業の実施     
　①第4回フェスタ清友の開催 ： 平成20年9月28日（日） 
　　　〈清水谷高校 ： 143名〉 
　②新年互礼会の開催 ： 平成21年1月25日（日） 
　　　〈ホテルグランヴィア大阪 ： 126名〉 
　③観劇会の開催〈松竹座〉 
　　・平成20年11月19日（水） ： 47名参加 
　　　　「なおみまつり」 
　　・平成21年2月18日（水） ： 43名参加 
　　　　「花形歌舞伎」 
　④ゴルフ会の開催 
　　・平成20年10月15日（水） ： 24名参加 
　　　　　　〈花屋敷ゴルフ倶楽部ひろのコース〉 
　　・平成21年4月15日（水） ： 27名参加 
　　　　　　〈伏尾ゴルフ倶楽部〉 
　⑤東海支部総会 
　　・平成20年6月22日（日） 
　⑥東京支部総会 
　　・平成20年10月25日（土） 
　⑦清友会事業活動奨励金支給規程の制定 
 
 

科　　　　　　目 

Ⅰ.　一般正味財産増減の部 
 　１　経常増減の部 
 　　（1）経常収益 
 　　　　①　受取会費 
 　　　　②　事業収益 
 　　　　　　　観劇会 
 　　　　　　　ゴルフ会 
 　　　　③　会合費収入 
 　　　　④　寄付金収入 
 　　　　⑤　総会費収入 
 　　　経常収益計 
 　　（2）経常費用 
 　　　　①　事業費 
 　　　　　　　観劇会 
 　　　　　　　フェスタ清友 
 　　　　　　　ゴルフ会 
 　 　　　②　支部活動費 
 　　　　　　　東京支部 
 　　　　　　　東海支部 
 　　　　③　管理費 
 　　　　　　　会合費 
　　　　　　　総会費 
 　　　　　　　雑費 
 　　　経常費用計 
 　　　　当期経常増減額 
 　２　経常外増減の部 
 　　（1）経常外収益 
 　　　　①　雑収入 
 　　　経常外収益計 
 　　　　当期経常外増減額 
 　　　　当期一般正味財産増減額 
 　　　　一般正味財産期首残高 
 　　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ.　正味財産期末残高 

4,952,000 
 

1,226,984 
204,000 
1,260,000 
24,000 

1,433,000 
9,099,984 

 
 

1,226,984 
299,467 
236,904 

 
490,000 
70,000 

 
1,301,942 
1,433,000 
37,473 

5,095,770 
4,004,214 

 
 

11,958 
11,958 
11,958 

4,016,172 
15,543,639 
19,559,811 
19,559,811

平成20年度 
（単位：円） 

同窓清友会
平成20年度収支決算書
正味財産増減計算書
(平成20年5月1日から平成21年4月30日まで） 

Ⅰ.　資産の部 
　　1　流動資産 
　　　　   現金預金 
      　 　  流動資産合計 
         資産合計 

Ⅱ.　正味財産の部 
　　　正味財産 
　正味財産合計 
　負債及び正味財産合計 

19,559,811 
19,559,811 
19,559,811 

 
19,559,811 
19,559,811 
19,559,811

科　　　　　　目 平成20年度 
（単位：円） 

同窓清友会
貸借対照表
(平成21年4月30日現在） 

監査報告書 
　私たちは平成20年5月1日から平成21年4月30日までの 
事業年度の業務執行状況、貸借対照表、正味財産増 
減計算書及び財産目録並びに関係諸帳票、証拠書類 
について監査しました結果、適法かつ正確であることを 
認めます。 
　　平成21年5月21日　　 
　　　　　同窓　清友会　監事　矢倉　裕章   
　　　　　同窓　清友会　監事　松宮　清隆 

同窓清友会　平成21年度事業計画 

１ 総会（決算・予算）の開催       
　　平成21年6月21日（日）     
　　場所：ホテルグランヴィア大阪 
２ 懇親会の開催     
　　平成21年 6月21日（日）     
　　場所：ホテルグランヴィア大阪    
３ 第5回フェスタ清友の開催     
　　平成21年 9月27日（日）     
　　場所：清水谷高校　各施設     
４ 新年互礼会の開催     
　　平成22年 1月24日（日）     
　　場所：ホテルグランヴィア大阪    
５ 観劇会の開催（２回）     
　　第１回：平成21年11月18日（水） 
　　第2回：平成22年春 
６ ゴルフ会の開催（２回）     
　　秋期：平成21年10月21日（水） 
　　春期：平成22年4月 
７ 各種会議の開催     
　　①幹事会（原則毎月） 
　　②諮問委員会（年2～3回） 
　　③回生代表会（随時） 
　　④クラブ代表会（年4回） 
　　⑤合同会議（平成21年7月25日土）） 
８ 支部総会     
　　①東海支部：平成21年6月28日（日） 
　　②東京支部：平成21年10月17日（土） 
９ 創立110周年記念事業 
 

科　　　　　　目 予　算　額 
会 　 費 　 収 　 入  
ゴ ル フ 会 収 入 
観　劇　会　収　入 
総 　 　 会 　 　 費  
会 　 　 合 　 　 費  
寄 　 　 付 　 　 金  
雑 　 　 収 　 　 入  
当 期 収 入 合 計  

5,000,000 
200,000 
1,400,000 
1,500,000 
1,200,000 
100,000 
1,000 

9,401,000

2．支出の部 
科　　　　　　目 予　算　額 

フェスタ清友 支 出 
ゴ ル フ 会 支 出  
観　劇　会　支　出 
各種事業支援金支出 
東 京 支 部  
東 海 支 部  
総　  会　  費 
会　  合　  費 
慶　　　弔　　　費 
雑　　　　　　　費 
予　　　備　　　費 
当 期 支 出 合 計  
当 期 収 支 差 額  

300,000 
200,000 
1,400,000 
300,000 
490,000 
70,000 

1,500,000 
1,300,000 
100,000 
30,000 
100,000 
5,790,000 
3,611,000

　（単位：円） 

1．収入の部 

同窓清友会
平成21年度収支予算書
(平成21年5月1日から平成22年4月30日まで） 

61回生と本科大先輩 

創立110周年記念募金にご協力お願い致します。
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公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

平
成
21
年
11
月
28
日（
土
）

高
7
回
　
仕
田
原
　
猛

古
代
地
名
の
語
源
を
解
く

　
1
9
1
0
年
は
日
韓
併
合
の
年

で
あ
る
が
、
東
京
帝
国
大
学
の
金

澤
庄
三
郎
博
士
が
「
日
韓
両
国
語

同
系
論
」
を
発
表
し
た
年
で
も
あ

っ
た
。
博
士
の
説
は
、
日
本
語
主
、

韓
国
語
従
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
日
本
語
と

韓
国
語
が
兄
弟
語
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
、
当
時
の
言
わ
ば
常
識
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
戦
争

へ
の
反
省
か
ら
、
こ
の
説
は
同
博

士
の
主
張
し
た
「
日
鮮
同
祖
論
」

と
共
に
タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
無
視
さ

れ
た
。 

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年
前
の

1
9
8
9
年
8
月
、
韓
国
の
女

流
作
家
、
李
寧
煕
（
イ
ヨ
ン
ヒ
）
は
、

文
藝
春
秋
社
か
ら
『
も
う
一
つ
の

万
葉
集
』
を
出
版
し
た
。
雄
略
天

皇
の
作
と
さ
れ
、「
籠
（
こ
）
も

よ
み
籠
（
こ
）
持
ち
…
」
と
訓
ま

れ
た
と
さ
れ
る
も
の
を
は
じ
め
、

九
首
の
歌
を
古
代
韓
国
語
で
解
読

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
現
代
韓
国
語
も
知
ら
な
い
日

本
の
万
葉
学
者
や
国
語
学
者
た
ち

は
、
一
斉
に
反
撥
し
た
。 

　
し
か
し
日
本
人
の
中
に
は
、
こ

れ
は
李
寧
煕
の
説
の
方
が
正
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
た
ち

も
数
多
く
い
た
。
私
も
そ
の
一
人

で
あ
っ
た
。
1
9
9
0
年
1
月
、

「
も
う
一
つ
の
万
葉
集
を
読
む
会
」

が
発
足
し
、
月
刊
会
員
誌
『
記
紀
・

万
葉
の
解
読
通
信
』
が
発
行
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
李
女
史
が
そ
の

後
出
版
し
た
『
枕
詞
の
秘
密
』『
天

武
と
持
統
』『
日
本
語
の
真
相
』

な
ど
の
解
説
も
な
さ
れ
、
1
9
9
 

8
年
8
月
の
第
92
号
ま
で
続
い
た
。
 

　
私
は
そ
の
間
、
日
本
語
語
源
に

関
す
る
国
内
外
の
文
献
を
渉
猟
す

る
と
共
に
、
鶴
橋
に
あ
っ
た
韓
国

朝
鮮
語
学
塾
で
韓
国
語
を
学
び
、『
三

国
史
記
』
な
ど
を
読
ん
で
韓
国
古

代
史
の
理
解
を
深
め
、
何
度
か
韓

国
を
旅
し
た
。 

　
1
9
9
9
年
5
月
に
「
李
寧

煕
後
援
会
」
が
発
足
、
隔
月
発
行

の
会
員
誌
『
ま
な
ほ
』
が
創
刊
さ

れ
た
。
こ
の
会
員
誌
は
今
年
で
満

10
年
、
5
月
末
に
は
第
60
号
が

発
行
さ
れ
た
。 

　
李
女
史
は
、『
万
葉
集
』
を
月

に
一
首
の
ペ
ー
ス
で
解
読
し
、
こ

の
20
年
間
で
約
2
5
0
首
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
古

代
史
の
多
く
の
謎
が
解
か
れ
、
あ

る
い
は
古
代
史
の
常
識
が
覆
さ
れ

た
。 

　
や
ま
と
言
葉
の
語
源
は
、
既
に

2
千
数
百
語
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
韓
国
語
か
ら
日
本
語
に

変
わ
る
変
転
の
法
則
も
確
立
し
た
。

地
名
に
つ
い
て
は
2
0
0
語
余

り
が
解
か
れ
て
お
り
、
私
は
そ
れ

を
昨
年
、『
李
寧
煕
が
解
い
た
古
代

地
名
』
と
題
し
て
出
版
し
た
。 

　
今
回
は
、
時
間
の
制
約
も
あ
る

の
で
、
ア
ス
カ
・
イ
カ
ル
ガ
・
ウ

ズ
マ
サ
・
カ
ス
ガ
・
ク
ダ
ラ
な
ど
、

不
思
議
な
や
ま
と
言
葉
の
い
く
つ

か
の
古
代
地
名
に
絞
っ
て
、
李
寧

煕
の
説
を
で
き
る
だ
け
解
り
や
す

く
解
説
し
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
5
年
　
清
水
谷
高
校
卒
業
 

1
9
6
0
年
　
京
都
大
学
法
学
部

　
　
　
　
　
　卒
業
、
住
友
金
属

　
　
　
　
　
　
工
業
㈱
に
入
社 

1
9
9
7
年
　
同
社
を
退
職
 

　
現
　
在
　
　李
寧
煕
後
援
会
会

　
　
　
　
　
　
員
 

平
成
22
年
2
月
27
日（
土
）

高
23
回
　
田
中
　
睦
之

（
一
文
字
厨
器
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
） 

包
丁
か
ら
考
え
た
文
明
史

　
原
始
時
代
、
人
類
の
祖
先
は
先

を
尖
ら
せ
た
石
の
矢
じ
り
で
、
獣

を
仕
留
め
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
皮
を
剥
が
し
た
り
、
硬
い

木
の
実
を
砕
く
の
に
一
方
の
へ
り

を
薄
く
そ
ぎ
、
残
り
の
へ
り
を
握

り
や
す
い
ふ
く
ら
み
に
し
た
石
器

や
、
石
斧
が
、
包
丁
の
原
型
と
い

え
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
人
類
が
使

っ
た
最
古
の
石
器
と
さ
れ
る
も
の

は
、
1
9
6
0
年
に
ア
フ
リ
カ

の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
発
見
さ
れ
た

1
8
0
万
年
前
の
打
製
石
器
で
す
。

人
類
の
祖
先
で
あ
る
彼
ら
は
、
発

見
者
の
リ
ー
キ
ー
博
士
か
ら
ホ
モ
・

ハ
ビ
リ
ス
（
道
具
を
使
う
人
）
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
他
の

動
物
と
の
区
別
は
利
器
（
手
で
使

う
道
具
）
を
つ
く
り
ま
た
使
用
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　
手
で
柄
を
握
っ
て
刃
で
切
り
裂

く
、
ナ
イ
フ
包
丁
類
は
古
代
文
明

ど
こ
に
も
存
在
し
て
ま
し
た
し
、

お
そ
ら
く
人
類
の
科
学
技
術
文
明

が
こ
の
先
ど
ん
な
に
、
発
展
し
て

い
っ
た
と
し
て
も
刃
物
は
欠
か
せ

な
い
道
具
と
し
て
存
在
し
続
け
る

で
し
ょ
う
。
現
在
の
包
丁
素
材
と

し
て
は
、
石
、
青
銅
、
鉄
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
、
超
合
金
と
進
化
し
続
け

て
い
ま
す
。
石
か
ら
金
属
へ
と
変

わ
る
に
は
人
類
文
明
史
上
、
大
変

重
大
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
火
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
す
。
人
類
が
火
を
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
約
4
万
年

前
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
銅
の

溶
解
温
度
は
約
1
2
0
0
度
で

5
0
0
0
年
ほ
ど
前
か
ら
つ
か

わ
れ
（
青
銅
器
文
明
）、
鉄
の
溶

解
温
度
は
1
5
0
0
度
で
、
最

近
の
発
見
で
は
4
0
0
0
年
前

の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ク
ス
や
溶
鉱
炉
の
な
い
時
代
、

金
属
を
精
錬
す
る
に
は
大
変
な
工

夫
と
労
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
金
属
を
手
に
入
れ
た
人
類

は
加
速
度
的
に
文
明
を
発
展
さ
せ
、

人
口
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
あ
る

時
は
　
刀
や
槍
、
鉄
砲
と
し
て
、

あ
る
い
は
鋤
、
鍬
な
ど
農
器
具
、

そ
し
て
釜
、
鍋
、
包
丁
な
ど
調
理

道
具
と
し
て
人
と
の
生
活
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。 

　
台
所
の
片
隅
で
、
裏
方
と
し
て

あ
る
一
本
の
包
丁
か
ら
の
文
明
考

察
を
切
り
開
き
ま
す
。。 
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清友会のＨＰアドレス 
 http://www12.ocn.ne.jp/ s̃eiyukai/

seiyukai@carrot.ocn.ne. jp
学年会の周知なども検索することができますので、ご活用とともに
ご意見もお寄せ下さい。 

メールアドレス 

第
一
回
　
 

　
平
成
21
年
11
月
18
日（
水
） 

　
　
　
　
　
午
前
11
時
開
演
 

　
場
所
　
大
阪
松
竹
座
 

　
演
目
　「
反
逆
児
」
 

　
出
演
　
中
村
獅
童
　
ほ
か
 

 第
二
回
は
未
定
で
す
が
、
観
 

劇
会
未
登
録
の
方
で
参
加
ご
 

希
望
の
方
は
清
友
会
事
務
局
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

観
劇
会
の
お
知
ら
せ
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高
4
回
　
加
地
　
　
章

わ
が
国
の
医
薬
分
業

前
年
度
の
講
演
要
旨
（
第
２７
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
） 

　
平
成
20
年
11
月
29
日（
土
）

　
欧
米
で
は
1
2
0
0
年
代

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
の
時

代
に
医
薬
分
業
を
取
り
入
れ
、

先
進
国
44
ヵ
国
が
数
百
年
以

上
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
医
薬
分
業
が
実
際

に
始
ま
っ
た
の
は
、
約
30
年

前
の
昭
和
49
年
で
あ
り
、
こ

の
年
が
分
業
元
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
文
字
通
り
医
と

薬
を
各
々
医
師
と
薬
剤
師
が

業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
す
。

元
来
、
我
が
国
の
医
業
は
中

国
か
ら
漢
方
薬
と
共
に
発
展

し
た
も
の
で
、
医
師
は
別
名

薬
師
（
く
す
し
）
と
も
云
わ
れ
、

医
師
が
診
断
し
、
医
師
自
ら

お
薬
を
患
者
に
渡
し
て
い
ま

し
た
。
長
い
長
い
習
慣
の
う

ち
に
医
師
も
患
者
も
何
の
不

自
由
も
感
じ
ず
、
自
然
に
わ
が

国
に
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
1
9
7
6
年
（
昭
和

49
年
）
政
府
主
導
で
医
薬
分

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は

医
師
も
患
者
も
医
薬
分
業
制
度

に
馴
染
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
績
を
重
ね
薬
暦
管
理
に
よ
る

服
薬
指
導
、
お
薬
手
帳
の
実
用

化
な
ど
、
分
業
に
よ
る
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
皆
さ
ん
も
す
で
に
よ
く
ご
存

知
の
事
と
思
い
ま
す
が
、
医
薬

分
業
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

ま
し
ょ
う
。
医
薬
分
業
と
は
医

師
が
診
断
し
、
患
者
さ
ん
の
病

状
に
最
も
適
し
た
お
薬
を
「
院

外
処
方
箋
」
に
処
方
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
そ
の
院
外
処
方
箋

を
持
っ
て
街
の
保
険
薬
局
で

お
薬
を
貰
い
ま
す
。
そ
の
際
、

薬
剤
師
は
薬
暦
（
薬
剤
服
用

暦
管
理
記
録
：
お
医
者
さ
ん

の
カ
ル
テ
の
よ
う
な
も
の
で

貴
方
が
過
去
に
使
用
し
た
薬

を
記
載
し
た
記
録
と
注
意
事

項
付
記
）
を
基
に
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
飲
み
合
わ
せ
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
た
上
で
調
剤

を
し
、
使
用
方
法
の
説
明
等
、

い
わ
ゆ
る
服
薬
指
導
を
行
い

ま
す
。 

　
病
院
の
前
に
在
る
薬
局
を

門
前
薬
局
と
い
い
ま
す
が
、

お
薬
は
門
前
薬
局
で
な
く
と

も
ど
こ
で
貰
っ
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
ご
自
分
の
行

き
つ
け
の
薬
局
の
ほ
う
が
、

貴
方
の
過
去
に
使
用
し
た
薬

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
薬
暦

が
そ
の
薬
局
で
管
理
さ
れ
て

お
り
、
使
用
上
の
注
意
な
ど

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

総
合
す
る
と
か
か
り
つ
け
薬

局
は
あ
な
た
の
家
の
近
く
、

ま
た
最
寄
り
の
駅
近
く
の
薬

局
が
一
般
的
に
便
利
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

と
同
じ
考
え
方
で
、
あ
な
た

の
信
頼
す
る
薬
剤
師
の
い
る

薬
局
が
ベ
ス
ト
で
す
。 

　
医
療
内
容
が
細
部
に
わ
た

り
高
度
化
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、

薬
剤
師
教
育
も
数
年
前
か
ら

薬
学
6
年
制
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
薬
だ
け
で
な

く
薬
と
身
体
と
の
関
係
な
ど
、

よ
り
細
や
か
な
知
識
を
持
っ

た
薬
剤
師
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
近
未
来
、「
医

療
人
で
あ
る
薬
剤
師
」「
医
療

提
供
施
設
で
あ
る
薬
局
」
と

し
て
患
者
さ
ん
に
よ
り
身
近

な
存
在
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

高
12
回
　
服
部
　
　
保

総会・懇親会会場　新年互礼会会場 

・JR大阪駅内南側 

N

セミナーは清友会会員以外の方も参加できますので、
お誘いあわせのうえ多数ご参加下さい。

公開セミナー会場 

長堀通 

谷
町
筋
 

空堀通り商店街 

至天王寺 

至天満橋 

至
長
堀
橋
 

至
上
本
町
一
丁
目
 

谷町六丁目 
交差点 

車
専
用
地
下
道
 

 

近畿大阪銀行 

日建技術コンサルビル 

大阪市中央区谷町6丁目5-4 
TEL.06-6768-4451

・谷町6丁目交差点、近畿大阪銀行から南へ150ｍ 
・地下鉄谷町線「谷町6丁目」C階段④番口、すぐ 

デイリーヤマザキ 

トヨタレンタカー 

COSMOスタンド 

地下鉄2番出入口 地下鉄1番出入口 

地下鉄3番出入口 地下鉄4番出入口 

三井住友銀行 

薬業年金会館 

② 

④ 

① 

③ 

N

JR大阪駅改装工事中 

JR線 
大丸 

アクティ大阪 

ホテルグランヴィア大阪 御
堂
筋
 

四
ツ
橋
筋
 

地
下
鉄
四
ツ
橋
線
西
梅
田
駅
 

地
下
鉄
御
堂
筋
線
梅
田
駅
 

阪急百貨店 
（工事中） 

至なんば 至なんば 

ヨドバシ梅田 

工事中 

中央 
郵便局 

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
見
聞
録

　
平
成
21
年
2
月
28
日（
土
）

　
1
9
4
5
年
の
終
戦
、
50

年
代
の
復
興
期
を
経
て
、

1
9
6
0
年
代
に
入
り
、
世

界
中
の
国
々
で
落
ち
着
き
が

感
じ
ら
れ
る
様
子
が
観
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
日
本
も
経
済
復
興
の
お
か

げ
で
、
1
9
6
4
年
、
一
般

人
の
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
、

小
田
　
実
氏
の
「
何
で
も
見

て
や
ろ
う
」
に
影
響
を
受
け

た
若
者
が
、
ど
ん
ど
ん
旅
に

出
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
講

演
会
で
は
旅
の
道
筋
を
お
話

し
し
た
だ
け
で
、
放
浪
で
何

を
感
じ
た
の
か
と
言
う
肝
心

の
お
話
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

貴
重
な
紙
面
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
要
約
し
て
発

表
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

　
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
事
に

し
ま
す
。
私
と
私
の
仲
間
は

1
9
6
4
年
か
ら
1
9
6
9
年

迄
の
旅
の
先
々
で
第
二
次
世
界

大
戦
の
余
韻
を
見
聞
き
し
、
大

戦
時
の
犠
牲
が
産
ん
だ
平
穏

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
極
楽

蜻
蛉
よ
ろ
し
く
漂
流
し
ま
し
た
。

鉄
の
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
た

東
西
の
緊
張
も
、
ア
ラ
ブ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
の
抗
争
も
、
イ
ン
ド

と
パ
キ
ス
タ
ン
の
紛
争
も
、
直

接
私
達
の
旅
程
に
影
響
は
与
え

ま
し
た
が
、
大
戦
の
記
憶
が
人
々

に
凄
惨
な
殺
戮
を
自
制
さ
せ

て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
の
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
人
々
に
出
会
っ
て
来

た
旅
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

　
1
9
6
4
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
は
、
元
ド
イ

ツ
軍
兵
士
だ
っ
た
ら
し
き
老
人

達
が
、
当
時
は
未
だ
め
ず
ら
し

い
日
本
の
学
生
旅
行
者
の
私
達

を
「
偉
大
な
る
兄
弟
よ
」
と
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
1
9
6
5
年
、
ト
ル
コ
の
ア

ン
イ
ラ
大
学
の
学
生
宿
舎
で
雪

解
け
待
ち
の
一
ヵ
月
程
、
居
候

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
時
の
話

で
す
。
ス
ー
ダ
ン
や
ヨ
ル
ダ
ン

か
ら
の
留
学
生
達
の
間
で
は
、

大
戦
の
責
任
者
は
米
英
両
国
で

日
本
に
は
全
く
責
任
は
無
い
の

だ
と
言
う
曲
解
に
思
え
る
程
の

日
本
贔
屓
の
皆
さ
ん
に
囲
ま

れ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
人
々
の

多
く
が
、
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し

く
な
る
位
、
日
本
好
き
が
多
い

事
も
知
り
ま
し
た
。
 

　
1
9
6
6
年
、
エ
ジ
プ
ト
か

ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
そ
し
て
カ

ダ
フ
ィ
大
佐
が
現
れ
る
前
の
リ

ビ
ア
を
走
っ
て
い
た
時
に
は
、

何
度
か
、
砂
に
埋
ま
り
か
け
て

い
る
ロ
ン
メ
ル
将
軍
の
置
き
忘

れ
の
戦
車
を
見
ま
し
た
。
 

　
1
9
6
9
年
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
カ
ラ
チ
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ル
へ

向
か
う
夜
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。

初
老
の
車
掌
さ
ん
は
昔
イ
ン
ド

で
日
本
軍
に
勤
め
て
い
た
と
の

事
で
、
彼
は
私
の
事
を
日
本
語

で
「
キ
サ
マ
」
と
呼
び
、
「
キ

サ
マ
、
寒
ク
ナ
イ
カ
」
と
毛
布

を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
「
我
が
青
春
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
」

の
あ
ち
こ
ち
で
流
さ
れ
た
血

に
胸
を
痛
め
、
鹿
児
島
の
知

覧
の
特
攻
隊
員
の
写
真
に
涙

を
流
し
、
戦
争
反
対
に
一
票

を
投
ず
る
為
に
元
気
で
働
こ
う
。

若
い
人
に
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
っ
た
と
し
て
も
爆
弾
を
持

っ
て
、
相
手
を
殺
せ
と
命
令

す
る
人
が
出
て
来
た
ら
「
止

め
と
き
」
と
言
う
勇
気
を
持

ち
続
け
よ
う
と
、
放
浪
の
果

て
に
人
並
み
の
生
き
方
に
辿

り
着
け
た
か
な
と
想
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。
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緑
の
美
し
い
国
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
世
界
遺
産
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡
っ
て
 

高
8
回
　
江
口
　
善
之

　我々は高校の世界史で「サラミスの海戦」や、アレクサンダーの東征による「ペ
ルセポリスの炎上」などを学んだ記憶があると思います。 
　また正倉院宝物に見られる「白瑠璃の碗」（カット・グラス）、染織の「獅子狩文」
「生命の樹」など、法隆寺金堂の天蓋の怪獣などは古代ペルシャ起源で日本と
も関係が深く、テヘランの考古学博物館の展示物に見ることが出来ます。 
　時を経てイスラム教化したペルシャはモスクを中心とした見事なイスラム建
築を生み出しました。その最高傑作をイスファファンのイマーム広場に見ること
が出来ます。特にイマーム・モスクは彩色タイルに覆われまばゆいばかりの美し
さです。 
　イランの各都市には大きなバザール（市場）があって各地の伝統工芸品が売
られています。それは銅細工品、陶磁器、ミーナー・カーリー、染織品、カーペッ
ト等で見るだけでも楽しいものです。 
　経由地のドバイもイスラム教の国ですがイランとは異なったイスラム建築が
見られます。 
　右記要項をご覧の上、ふるってご参加下さい。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・案内　江口　善之（高8回） 

　　　　　　　　　　　　 募　集　要　項 
期　　日　　平成22年5月15日～22日 
行　　先　　ドバイ（旧市街）、ザバーム、モールオブジェミレーツ等）、テ
　　　　　　ヘラン（考古学博物館、ガラス博物館、宝石博物館、カーペ
　　　　　　ット博物館、バザール）、イスファファン（イマーム・モスク、シ
　　　　　　ェイク・ロトフォラー・モスク、アリカブ宮殿、バザール）、シラ
　　　　　　ーズ（コーランゲート、エラム・ガーデン、ハーフェズ）、ペル
　　　　　　セポリス 
費　　用　　38万円程度（五つ星ホテル利用、全食事付き、添乗員同行、
　　　　　　入場料等を含む） 
募集人員　　20名　定員になり次第締め切ります。 
申込期日　　平成22年3月31日 
申込先　　　日本旅行京都海外旅行支店　清友会係（担当：伊藤成親） 
　　　　　　京都市下京区四条通り柳馬場西入　 
　　　　　　ニッセイ四条柳馬場ビル2階　　ＴＥＬ075-223-2511㈹ 

古代ペルシャの栄光とイスラム建築の美を訪ねて 
金のゴブレット 

ワルシャワのサロンにてピアニストと共に 

　
風
薫
る
五
月
、
緑
の
豊
か
な

国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
行
は
好
天

に
恵
ま
れ
快
適
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本

に
も
飛
び
火
し
て
旅
行
を
危
惧

し
て
参
加
を
取
り
止
め
た
方
も

あ
っ
た
か
ら
だ
。
我
々
は
む
し

ろ
日
本
か
ら
避
難
す
る
よ
う
な

か
た
ち
で
出
発
し
た
が
全
員
無

事
に
帰
国
し
た
。 

　
今
回
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
行
の

狙
い
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、　

　
第
一
は
、
第
二
次
大
戦
で
完

膚
無
き
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
ワ

ル
シ
ャ
ワ
旧
市
街
の
復
元
さ
れ

た
姿
を
見
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ

れ
に
は
十
八
世
紀
の
イ
タ
リ
ア

の
風
景
画
家
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
作

品
を
参
考
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
民

が
総
力
を
揚
げ
て
昔
の
姿
に
戻

し
た
も
の
だ
っ
た
。
我
々
は
タ

イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
で
も
し
た
か

の
よ
う
に
近
世
の
市
街
を
散
策

し
た
。 

　
第
二
は
、
幸
い
に
も
第
二
次

大
戦
の
破
壊
を
免
れ
た
古
都
ク

ラ
ク
フ
の
旧
市
街
を
訪
れ
る
こ

と
だ
っ
た
。
近
世
の
市
街
全
体

が
400
年
以
上
も
変
わ
ら
ず
存
続

し
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
と
も
い

え
る
。
特
に
名
建
築
が
あ
る
訳

で
は
な
い
が
、
街
全
体
に
統
一

感
が
あ
り
落
ち
着
い
た
気
持
ち

の
い
い
街
だ
っ
た
。 

　
第
三
の
目
的
地
は
、
二
十
世

紀
の
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
見
学
だ
っ
た
。

高
圧
電
流
の
流
れ
る
鉄
条
網
に

囲
ま
れ
て
無
骨
な
レ
ン
ガ
造
り

の
建
物
が
い
く
つ
も
並
び
、
今

は
そ
の
一
部
が
博
物
館
と
し
て

遺
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
110
万
人
以
上
の
犠
牲
者

の
毛
髪
、
メ
ガ
ネ
、
義
手
、
義
足
、

ト
ラ
ン
ク
、
靴
等
が
、
大
き
な

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
山
積
み

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
近
く
の
ビ

ル
ケ
ナ
ウ
に
は
木
造
の
厩
舎
の

よ
う
な
粗
末
な
建
物
が
い
く
つ

も
並
ん
で
い
た
。
そ
の
内
部
は

三
段
に
組
ん
だ
ベ
ッ
ド
が
並
ん

で
い
た
。
戦
争
や
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
が
如
何
に
無
惨
な
結
果
を
招

く
も
の
か
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

　
そ
の
他
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
小

貴
族
の
館
の
サ
ロ
ン
で
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
持
っ
た
。

シ
ョ
パ
ン
の
国
で
の
彼
の
ピ
ア

ノ
曲
を
聴
い
た
の
は
楽
し
か
っ
 

た
。 

　
世
界
最
古
の
岩
塩
坑
と
さ
れ

る
ヴ
ィ
エ
リ
チ
カ
の
見
学
も
興

味
深
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
地
下

130
メ
ー
ト
ル
ま
で
続
く
坑
道
は

全
長
200
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
。
し
か
し
、
そ
の
採
掘
の
作

業
は
佐
渡
の
金
山
の
よ
う
に
悲

惨
で
な
く
坑
夫
は
優
遇
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
。 

清
友
会
所
蔵
 

卒
業
生
刊
行
書
籍
紹
介
（
今
回
寄
贈
分
）

貸
出
も
し
て
お
り
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
清
友
会
事
務
局
ま
で
。 

彗
星
大
衝
突
　
　
　
　
　
　
　
　
高
13
　
磯
部 

李
寧
煕
が
解
い
た
古
代
地
名
を
歩
く
　
高
7
　
仕
田
原
　
猛 

食
料
環
境
経
済
学
入
門
　
　
　
　
高
16
　
岡
部
　
　
守
 

農
を
「
生
命
」の
産
業
と
し
て
考
え
る
　
高
16
　
岡
部
　
　
守 

日
本
　
　
概
　
　
　
　
　
　
　
　
高
16
　
岡
部
　
　
守
 

日
本
の
農
業
　 

　
　
　
　
　

高
16
　
岡
部
　
　
守
 

21
世
紀
水
危
機
　
農
か
ら
の
発
想
　
高
16
　
岡
部
　
　
守
 

農
と
食
の
現
段
階
と
展
望
　
　
　

高
16
　
岡
部
　
　
守
 

食
料
環
境
経
済
学
を
学
ぶ
 
　
　
高
16
　
岡
部
　
　
守
 

文
豪
だ
っ
て
漢
詩
を
よ
ん
だ
　
　
本
33
　
森
岡
ゆ
か
り
 

詩
集
　
風
の
舞
　
昭
和
か
ら
平
成
へ
　
本
44
　
草
野
　
創
子
 

傘
寿
記
念
　
紫
苑
会
　
　
　
　
　
本
44
　
生
駒
　
節
子
 

ろ
う
け
つ
染
　
河
井
喜
代
子
　
染
色
画
集
 
本
37
　
河
井
喜
代
子
 

　
　
　
　
書
　
　
　
名 

　
　
　
回
生
　
　著
　
　
者 

平成20年度会費納入状況

2,478人の方から 
4,952,000円の会費納入 

ご協力ありがとうございました。 

お　願　い

平成17年度から年会費2,000円を納入して頂いており 

ますが、財政的に厳しい状況にあります。 

同窓会活動を活性化させていくために、会員皆様方の 

一層のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

同封の払込み用紙で平成21年度分を納入して下さるよ 

うお願いいたします。 
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済
美
館
と
西
園
寺
公
望
 

こ
ん
に
ち
は
　
先
輩
！
 

　
2
年
後
に
創
立
110
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
今
日
の
清
水

谷
高
校
を
築
い
て
下
さ
っ
た
先

輩
方
を
訪
ね
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
第
1
回
目
は
、
今
年
2
月
「
い

づ
み
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
た
清

友
コ
ー
ラ
ス
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

で
全
曲
目
を
暗
譜
で
歌
わ
れ
た

と
い
う
す
ば
ら
し
い
先
輩
、
本

科
38
回
の
三
枝
妙
子
さ
ん
に
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。「
女
学

校
時
代
に
は
高
齢
の
音
楽
の
先

生
が
出
征
さ
れ
た
り
、
私
た
ち

女
生
徒
が
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ

れ
る
と
い
う
日
常
で
な
い
体
験

を
し
ま
し
た
が
、
清
水
谷
で
の

音
楽
会
や
雛
祭
り
は
本
当
に
楽

し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
三
枝
さ
ん
の
表

情
は
、
い
ま
な
お
夢
見
る
乙
女

の
よ
う
で
す
。 

Ｑ
１
　「
清
友
コ
ー
ラ
ス
」
に
は

平
成
10
年
発
足
当
初
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
最

年
長
の
三
枝
さ
ん
が
楽
譜
な
し

で
歌
わ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
が
。

 　
清
水
谷
女
学
校
を
卒
業
後
、

大
阪
の
女
専
（
3
年
）・
家
政
科

を
卒
業
。
そ
の
あ
と
香
川
県
に

疎
開
し
た
時
に
香
川
大
学
で
元
々

大
好
き
な
音
楽
の
勉
強
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、

65
歳
の
定
年
退
職
ま
で
家
庭
科

と
音
楽
の
教
職
に
就
い
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
暗
譜
は
苦
に
な

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
楽
し
く
歌

っ
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ
２
　
清
友
会
文
化
講
座
「
英

語
教
室
」
に
も
参
加
さ
れ
英
語

も
達
者
、
そ
の
上
、
ド
イ
ツ
語

も
話
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
も
度
々

行
か
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

 　
英
語
は
好
き
で
若
い
頃
か
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
語
と

の
関
わ
り
は
、
40
年
ほ
ど
前
に

な
り
ま
す
が
、
奈
良
市
「
日
独

協
会
」
の
会
長
さ
ん
か
ら
ド
イ

ツ
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
依
頼

さ
れ
自
宅
に
泊
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
一
般
の
ド
イ
ツ
人

に
英
語
だ
け
で
は
通
じ
に
く
か

っ
た
の
で
本
格
的
に
習
い
ま
し
た
。 

定
年
退
職
後
で
す
か
ら
65
歳
で

し
た
よ
。
こ
の
夏
に
も
ま
た
ド

イ
ツ
に
行
く
予
定
で
す
。 

Ｑ
３
　
６５
歳
か
ら
勉
強
さ
れ
た

の
で
す
か
？
若
い
人
た
ち
も
ま

だ
ま
だ
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
ね
。
お
伺
い
し
て
い
る
と

本
当
に
お
元
気
で
今
も
現
役
！

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

 　
現
在
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
、
コ
ー
ラ
ス

や
お
茶
会
に
も
出
向
き
毎
日
忙

し
く
し
て
い
ま
す
。
時
々
ピ
ア

ノ
を
弾
き
ま
す
が
、
最
近
は
聴

く
方
が
好
き
で
す
。「
元
気
」
の

た
め
に
一
番
気
を
配
る
の
は
食
事
。

家
政
科
で
勉
強
し
た
よ
う
に
一

日
30
品
目
を
摂
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。 

Ｑ
４
　
女
学
校
時
代
に
一
番
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
？
　
ま
た
そ

の
時
代
に
戻
れ
た
ら
何
を
し
た

い
で
す
か
。

 　
当
時
は
学
区
制
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
清
水
谷
高
等
女
学
校

へ
の
入
学
は
大
変
で
し
た
。
10

人
に
一
人
し
か
合
格
し
な
い
と

言
わ
れ
た
名
門
校
だ
っ
た
だ
け

に
合
格
発
表
の
日
、
自
分
の
名

前
を
見
つ
け
た
時
は
天
に
も
昇

る
心
地
で
し
た
。
も
う
一
度
女

学
校
に
戻
れ
た
ら
…
ま
た
大
好

き
な
音
楽
を
や
り
た
い
で
す
。 

Ｑ
５
　
三
枝
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
後
輩

へ
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
私
は
清
水
谷
の
校
風
が
大
好

き
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も
、

「
愛
と
恕
」
の
清
水
谷
精
神
を
受

け
継
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
日
々
常
に
向
上
心
を
も

っ
て
努
力
し
前
進
し
て
欲
し
い
、

ま
た
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
の
好
き
な
言
葉
は
「
誠
」。

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
誠

実
に
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

　
い
つ
も
後
輩
の
皆
さ
ん
が
支

え
て
く
だ
さ
る
の
で
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
 

 　
　
　
　
　
恕
…
思
い
や
り
。 

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
す
こ
と
。 

高
17
回
　
杉
本
　
末
雄

西
園
寺
公
望
の
揮
毫
　
 

　
済
美
館
は
現
在
「
清
友
会
」

の
同
窓
会
館
で
あ
り
本
部
事
務

局
棟
で
あ
る
。
ま
た
母
校
に
唯

一
残
る
旧
制
高
等
女
学
校
時
代

の
建
物
で
あ
る
。
済
美
館
の
1

階
に
、
と
き
の
総
理
大
臣
、
西

園
寺
公
望
（
1
8
4
9
〜
1
9
4
0
）

（
敬
称
略
、
以
後
西
園
寺
と
記

す
）
に
よ
る
『
濟
美
館
』
の
揮

毫
が
あ
る
。
な
ぜ
西
園
寺
の
揮

毫
が
母
校
清
水
谷
に
存
在
す
る

の
か
、
西
園
寺
と
母
校
と
の
接

点
は
い
か
に
、
と
い
う
の
が
本

稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
 

　
『
濟
美
館
』
の
字
の
横
に
、

丁
未
初
夏
、
侯
爵
西
園
寺
公
望

書
、
と
あ
る
。
「
丁
未
」
は
十

干
・
十
二
支
で
命
名
す
る
旧
の

暦
で
あ
り
、
「
丁
未
」
の
年
は
、

1
9
0
7
（
明
治
40
）
年
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
は

明
治
40
年
の
初
夏
に
揮
毫
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
済

美
館
が
1
9
0
7
年
に
建
設
さ

れ
、
1
9
2
5
（
大
正
14
）
年

に
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
3
階
建
て
に
改
築
さ
れ
た

と
い
う
事
実
と
一
致
す
る
。
西

園
寺
は
京
都
生
ま
れ
。
父
は
右

大
臣
徳
大
寺
公
純
で
あ
る
が
、

後
に
西
園
寺
師
季
の
養
子
と
な

る
。
1
9
0
6
年
1
月
7
日
か

ら
、
1
9
0
8
年
7
月
14
日
ま

で
第
1
次
西
園
寺
内
閣
を
組
閣

し
、
こ
の
間
総
理
大
臣
で
あ
っ

た
。
 

　
ち
な
み
に
「
済
美
館
」
は
直

接
的
に
は
教
育
勅
語
の
「
世
世

美
厥
濟
」（
よ
よ
そ
の
び
を
な
せ
）

（
よ
り
古
く
は
、
中
国
春
秋
時

代〈
紀
元
前
4
0
0
年
以
上
前
〉）

「
春
秋
左
氏
伝
」
で
の
「
世
濟

其
美
、
不
隕
其
名
（
世
々
そ
の

美
を
済
し
、
そ
の
名
を
お
と
さ

ず
）
」
「
子
孫
が
先
祖
の
業
を

受
け
継
い
で
、
よ
い
行
い
を
す

る
」
の
意
）
に
由
来
し
て
い
る
。

西
園
寺
は
そ
の
長
い
生
涯
に
お

い
て
、
文
部
大
臣
と
し
て
の
閣

僚
を
3
度
、
内
閣
総
理
大
臣
を

2
度
務
め
、
最
後
の
元
老
と
呼

ば
れ
た
（
岩
井
忠
熊
著
、
岩
波

新
書
「
西
園
寺
公
望
」
）
。
長

く
政
府
の
中
枢
に
あ
り
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
政
治
を
支
え
た
。

多
感
な
22
才
か
ら
31
才
ま
で
の

ほ
ぼ
10
年
近
く
フ
ラ
ン
ス
（
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
大
学
）
に
留
学
、
自

由
主
義
は
彼
の
真
髄
で
あ
る
。

西
園
寺
は
最
後
ま
で
、
日
独
伊

三
国
同
盟
の
締
結
に
反
対
し
続

け
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
 

 大
村
忠
二
郎
と
成
瀬
仁
蔵

　
さ
て
、
西
園
寺
と
清
水
谷
を

結
び
つ
け
た
人
物
は
、
大
阪
府

立
第
一
高
等
女
学
校
（
清
水
谷

高
等
女
学
校
初
代
校
長
大
村
忠

二
郎（
1
8
6
2
〜
1
9
2
1
）

と
成
瀬
仁
蔵（
1
8
5
8
〜
1
9
1
9
）

お
よ
び
中
川
小
十
郎
（
1
8
6
7

〜
1
9
4
4
）
で
あ
る
。
成
瀬

は
当
時
、
母
校
清
水
谷
の
敷
地

を
入
手
し
、
新
た
な
女
子
高
等

教
育
機
関
の
設
立
を
準
備
し
て

い
た
が
、
日
本
女
子
大
学
校
の

敷
地
と
な
り
か
け
た
母
校
の
敷

地
は
、
1
8
9
9
年
2
月
に
公

布
の
「
高
等
女
学
校
令
」
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

大
阪
府
立
初
の
高
等
女
学
校
と

し
て
開
校
が
決
ま
っ
た
（
1
9
0
0

年
）
。
こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、

同
じ
く
、
女
子
高
等
教
育
の
促

進
に
熱
意
を
燃
や
す
、
清
水
谷

初
代
校
長
・
大
村
と
成
瀬
と
の

親
交
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
中
川
・

西
園
寺
に
結
び
つ
く
こ
と
と
な

っ
た
。
 

大
村
は
1
8
6
2
年
（
文
久
2

年
）
11
月
27
日
津
山
藩
（
現
・

岡
山
県
津
山
市
）
に
生
ま
れ
た
。

1
8
8
3
（
明
治
16
）
年
、
東

京
師
範
学
校
（
後
の
東
京
高
等

師
範
学
校
、
現
・
筑
波
大
学
）

中
等
師
範
学
科
を
卒
業
、
福
島

県
師
範
学
校
、
山
口
師
範
学
校
、

岡
山
県
尋
常
師
範
学
校
、
兵
庫

県
師
範
学
校
教
諭
を
歴
任
し
、

1
9
0
0
年
、
大
阪
市
立
大
阪

第
二
高
等
女
学
校
の
校
長
に
就

任
、
1
9
0
1
年
、
大
阪
府
第

一
高
等
女
学
校
の
校
長
に
就
任

し
、
市
立
大
阪
第
二
高
女
を
統

合
す
る
。
1
9
2
1
（
大
正
10

）
年
、
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等

女
学
校
校
長
退
任
後
の
9
月
3

日
に
急
逝
す
る
。
1
9
2
9
（
昭

和
4
）
年
に
「
清
友
会
」
会
員

ら
が
遺
徳
を
偲
び
、
大
村
の
愛

し
た
清
水
谷
高
女
を
一
望
で
き

る
「
済
美
館
」
の
そ
ば
に
銅
像

を
建
立
、
こ
の
銅
像
は
い
ま
も

残
っ
て
い
る
。
 

 中
川
小
十
郎
 

　
西
園
寺
が
最
初
の
文
部
大
臣

（
1
8
9
4
年
）
と
な
っ
た
と

き
に
、
文
部
省
入
省
（
1
8
9
3

年
）
か
ら
わ
ず
か
2
年
後
の

1
8
9
5
（
明
治
2
8
）
年
に
、

西
園
寺
の
秘
書
官
と
し
て
異
例

の
抜
擢
を
受
け
て
い
る
。
ま
た

中
川
は
、
叔
父
謙
二
郎
が
女
学

校
の
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
女
子
教
育
の
充
実
に
熱
心

で
あ
り
、
後
の
1
9
2
9
（
昭

和
4
）
年
に
「
女
子
教
育
の
拡

充
」
と
題
す
る
演
説
を
行
い
、

「
公
娼
全
廃
の
英
断
」
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
「
婦

選
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て
は

時
期
尚
早
と
し
た
上
で
、
「
女

子
教
育
が
不
在
で
あ
り
一
般
女

子
に
公
民
と
し
て
の
自
覚
が
乏

し
い
と
し
、
ま
ず
は
女
子
教
育

の
充
実
が
先
決
と
主
張
。
さ
ら

に
「
昭
和
新
政
の
最
も
大
な
る

眼
目
」
は
、
女
子
に
対
す
る
高

等
教
育
の
拡
充
に
あ
る
と
断
じ
、

「
男
女
同
権
」
こ
そ
が「
文
化
社

会
の
最
高
理
想
」と
い
う
徹
底
的

な
両
性
平
等
論
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
も
、
成
瀬
・
大
村
と

の
交
流
が
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
字
数
の
制
限
も
あ
り
、
以
上

で
済
美
館
と
西
園
寺
の
揮
毫
を

巡
る
旅
を
終
え
る
が
本
拙
稿
は

現
在
、
私
が
、
西
園
寺
が
学
祖

で
あ
る
立
命
館
大
学
（
工
学
部

教
授
）
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

と
清
水
谷
高
校
の
卒
業
生
と
い

う
合
併
事
象
が
な
け
れ
ば
生
ま

れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
が
、

偶
然
と
必
然
の
な
せ
る
わ
ざ
で

あ
る
。
 

 　
尚
、
こ
の
リ
ポ
ー
ト
は
、
一

部
フ
リ
ー
百
科
事
典『
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア（
W
i
k
i
p
e
d
i
a
）』

よ
り
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

―
　
86
歳
　
い
ま
な
お
女
学
生
の
よ
う
　
―
 

元老　西園寺公望公の筆 

じ
ょ
 

制服姿の三枝さん 

現在の三枝妙子さん 

さ
い
　
お
ん
　
じ
　
き
ん
　
も
ち 
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回
生
だ
よ
り 

み
の
り
会 

　
　
　
　
本
40
回
　
本
田
　
博
子

八
潮
會 

　
　
　
　
本
41
回
　
岩
川
　
文
子

総
会
に
出
席
し
て
 

　
　
　
　
本
42
回
　
城
口
多
嘉
子

　
私
達
は
卒
業
60
年
記
念
学
年

会
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
有
志
の

学
年
会
を
春
3
月
「
弥
生
の
会
」。

秋
10
月
「
神
無
の
会
」
と
二
回
。

会
場
は
一
定
。
個
人
的
に
通
知

は
出
さ
な
い
が
、
各
ク
ラ
ス
の

世
話
人
が
連
絡
。
ま
と
め
て
、

15
人
前
後
集
ま
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
。 

　
昨
年
10
月
は
お
互
い
高
齢
に

な
り
、
独
居
の
人
も
あ
り
、
何

時
ど
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
も
困

ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
時
に
備

え
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
」

を
持
つ
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。 

①
作
製
年
月
日
　
氏
名
　
生
年

月
日
（
西
暦
も
）
満
年
齢
　
住

所
　
電
話
（
ケ
ー
タ
イ
も
）
血

液
型
　
写
真
貼
付
（
本
人
確
認

の
た
め
） 

②
緊
急
連
絡
先
　
氏
名
　
続
柄

電
話
　
ケ
ー
タ
イ
番
号
　
住
所

電
話
　
住
所
　
血
液
型
　
等
 

③
か
か
り
つ
け
医
　
内
科
　
歯

科
　
整
形
外
科
そ
の
他
　
医
師

名
　
電
話
　
住
所
　
カ
ル
テ
番

号
　
そ
の
他
 

④
健
康
保
険
証
番
号
　
介
護
保

険
証
番
号
　
介
護
度
 

⑤
現
在
治
療
中
病
名
　
既
往
症

⑥
服
用
中
の
薬
　
特
別
な
治
療

透
析
中
　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
　

ス
テ
ン
ト
　
ニ
ト
ロ
そ
の
他
　

義
歯
　
難
聴
等
 

⑦
献
体
登
録
　
終
末
期
に
自
分

が
望
む
こ
と
な
ど
（
自
署
） 

等
を
記
入
し
て
何
時
も
身
近
に

持
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
上
自

宅
玄
関
の
ド
ア
の
内
側
の
見
や

す
い
所
に
も
貼
っ
て
お
く
こ
と

と
話
し
あ
っ
た
。
牧
田
さ
ん
に

新
し
い
歌
の
歌
唱
指
導
を
う
け

て
散
会
。 

　
11
月
　
茨
木
ク
リ
エ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
で
関
西
芸
術
座
の
河
東

け
い
（
西
川
紫
洲
江
）
さ
ん
の

一
人
芝
居
「
母
」
を
観
劇
。
83

才
で
一
時
間
半
。
一
人
で
堂
々

と
円
熟
し
た
演
技
に
感
動
。 

　
今
年
の
「
弥
生
の
会
」
は
、

3
月
3
日
お
ひ
な
祭
り
の
日
。

ホ
テ
ル
の
好
意
で
お
白
酒
で
乾

杯
。
蛤
の
お
吸
い
物
。
ひ
な
ず

し
。
そ
の
他
お
ひ
な
祭
り
の
ご

馳
走
を
楽
し
み
、
日
本
民
謡
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
ひ
な
あ
ら

れ
を
お
土
産
に
散
会
。 

　
4
月
6
日
ひ
ま
わ
り
ク
ル

ー
ズ
に
よ
る
お
花
見
。
1
月
か

ら
予
約
し
、
案
じ
て
い
た
が
当

日
は
快
晴
。
あ
た
た
か
く
な
り
、

桜
は
満
開
。
船
で
桜
の
宮
か
ら

淀
屋
橋
を
の
ぼ
り
下
り
。
船
中

で
両
岸
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
帝

国
ホ
テ
ル
の
特
別
ラ
ン
チ
を
頂
き
、

上
甲
板
に
登
り
、
さ
え
ぎ
る
も

の
の
な
い
満
開
の
桜
。
大
阪
に

も
こ
ん
な
雄
大
で
美
し
い
お
花

見
が
出
来
る
こ
と
に
長
生
き
し

て
よ
か
っ
た
と
口
々
に
感
動
感

謝
し
素
晴
ら
し
い
一
日
を
過
ご

し
た
。 

　
6
月
21
日
午
後
1
時
よ
り

N
H
K
テ
レ
ビ
、
BS
で
河
東
け

い
さ
ん
出
演
の
演
劇
の
放
映
が

あ
る
と
の
こ
と
。
皆
に
連
絡
し

て
見
ら
れ
る
人
だ
け
見
た
。

D
V
D
に
も
と
っ
て
も
ら
っ
た
。

丁
度
小
林
多
喜
二
は
昭
和
の
は

じ
め
か
ら
戦
中
戦
後
。
私
達
の

青
春
時
代
そ
の
ま
ま
。
そ
の
き

び
し
さ
も
身
に
し
み
る
思
い
で

久
し
振
り
に
感
銘
を
う
け
た
と

い
う
人
が
多
か
っ
た
。 

　
今
年
の
秋
の
神
無
の
会
は
10

月
6
日
で
す
。 

　
今
年
か
ら
満
85
才
以
上
を

超
高
齢
者
と
い
う
そ
う
で
、
私

達
は
来
年
か
ら
仲
間
入
り
。 

　
と
り
あ
え
ず
、
米
寿
迄
「
病

気
に
な
ら
な
い
」「
認
知
症
に

な
ら
な
い
」「
ウ
ツ
に
な
ら
な
い
」

「
こ
ろ
ば
な
い
」。
自
分
の
身
体

は
自
分
し
か
わ
か
ら
な
い
。
大

事
に
自
己
管
理
を
よ
く
し
て
、

努
力
し
て
、
出
来
る
だ
け
仲
良

く
、
楽
し
く
、
頂
い
た
生
命
を

大
事
に
し
ま
し
ょ
う
と
話
し
あ

っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
卒
業
65
周
年
と
云
う

記
念
す
べ
き
八
潮
會
を
桜
の
花

が
咲
き
誇
る
4
月
16
日
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

　
出
席
者
38
名
の
方
々
の
中
に

は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
付
き
添
い
の

車
椅
子
で
の
岡
様
も
参
加
下
さ

り
、
大
中
様
の
乾
杯
後
、
石
見

様
が
金
屏
風
の
前
で
三
番
叟
を

舞
っ
て
此
の
目
出
度
い
集
い
を

一
層
引
き
立
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
83
才
と
云
う
想
像
も
し
な
か

っ
た
年
月
を
様
々
な
人
生
を
乗

り
越
え
て
何
処
か
に
体
の
不
調

は
あ
っ
て
も
懐
か
し
い
皆
様
と

出
逢
え
る
幸
せ
を
か
み
し
め
な

が
ら
、
紅
白
リ
ボ
ン
で
結
ば
れ

た
升
の
中
の
赤
飯
や
鶴
亀
を
型

ど
っ
た
大
根
が
汁
物
の
中
で
祝

っ
て
く
れ
て
い
る
様
な
料
理
に

和
気
あ
い
あ
い
と
会
食
い
た
し

ま
し
た
。
最
後
に
雛
祭
り
、
幸

の
花
、
校
歌
を
合
唱
し
て
今
橋

様
の
手
造
り
の
梅
と
水
の
校
章

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
小
銭
入
れ
の

記
念
品
を
手
に
「
楽
し
か
っ
た

ワ
又
ネ
」
と
言
葉
を
交
わ
し
て

お
別
れ
い
た
し
ま
し
た
。 

　
恒
例
の
昨
年
の
七
夕
旅
行
は

17
名
で
7
月
1
日
か
ら
二
泊

三
日
で
浜
松
の
龍
潭
寺
の
お
庭

を
拝
観
し
舘
山
寺
温
泉
で
泊
ま

り
、
二
日
目
は
茶
摘
み
を
体
験

し
て
か
ら
長
島
温
泉
の
ホ
テ
ル

花
水
木
で
お
い
し
い
食
事
の
後

い
ろ
ん
な
温
泉
で
体
を
癒
や
し
、

三
日
目
は
信
楽
焼
に
絵
付
け
を

し
、
琵
琶
湖
博
物
館
を
見
学
し

楽
し
い
旅
行
で
し
た
。
今
年
は

北
陸
方
面
で
一
日
目
は
山
中
。

二
日
目
は
芦
原
温
泉
。
近
江
八

幡
島
巡
り
で
毎
年
年
相
応
な
旅

行
を
企
画
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　「
よ
う
そ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
」

と
驚
か
れ
る
程
毎
年
盛
大
に
八

潮
會
を
開
催
出
来
ま
す
の
も
会

当
日
御
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
戦
争
戦
争
の
厳
し
い
中

を
青
春
時
代
生
き
て
来
た
私
達

の
根
強
さ
か
ら
か
と
し
み
じ
み

感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
何
時
迄
も
楽
し
く
出
逢
え
る

八
潮
會
で
あ
り
ま
す
事
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
6
月
21
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
同

窓
清
友
会
総
会
に
出
席
さ
れ
た

の
は
私
達
42
回
生
か
ら
は
相
田

秀
子
様
、
石
川
千
恵
子
様
、
岡

美
栄
子
様
、
国
沢
欣
子
様
、
郡

　
慶
子
様
、
松
尾
千
鶴
様
そ
し

て
私
の
7
名
で
し
た
。
出
席
し

た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
の
な
か

に
は
今
も
お
元
気
に
現
役
で
活

躍
さ
れ
て
い
て
、
仕
事
と
重
な

っ
た
り
、
ま
た
ご
本
人
の
お
体

の
不
調
、
或
い
は
ご
主
人
が
ご

病
気
と
私
た
ち
の
年
齢
に
な
る

と
か
ら
だ
の
あ
ち
こ
ち
の
部
分

も
老
朽
し
て
い
ろ
い
ろ
不
都
合

な
事
が
起
こ
っ
て
く
る
の
も
仕

方
の
な
い
事
で
す
が
、
さ
す
が

出
席
さ
れ
た
方
々
は
お
元
気
、

久
し
振
り
に
お
会
い
で
き
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
話
変
わ
っ
て
近
頃
の

若
い
人
た
ち
は
海
外
旅
行
に
あ

ま
り
興
味
を
持
た
な
い
そ
う
で

す
が
、
敬
愛
す
る
後
輩
の
若
い

人
た
ち
よ
！
ど
う
か
健
康
で
体

力
に
自
信
も
あ
り
何
事
に
も
順

応
で
き
る
頭
脳
が
や
わ
ら
か
い
間
、

何
事
で
も
吸
収
で
き
、
鋭
い
感

受
性
を
持
っ
て
い
る
間
に
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
っ
て
で
も
海
外
を

見
て
き
て
く
だ
さ
い
。
特
に
途

上
国
に
行
け
ば
日
本
に
生
ま
れ

住
む
こ
と
の
出
来
る
幸
せ
を
実

感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
我
が

日
本
で
は
言
論
は
自
由
、
貴
重

な
飲
み
水
に
使
え
る
水
で
車
を

洗
い
、
洗
濯
、
打
ち
水
、
風
呂

等
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
途
上
国
の
人
達
、

特
に
子
供
が
不
潔
な
水
を
飲
ん

で
5
歳
く
ら
い
ま
で
に
亡
く
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
を
思
う
と
、
こ

の
日
本
国
で
世
界
中
の
料
理
が

食
べ
ら
れ
、
食
料
自
給
率
が
40

%
台
な
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
料

が
又
凄
い
量
、
こ
ん
な
矛
盾
を
、

自
覚
し
て
毎
日
感
謝
し
て
生
活

し
新
し
い
希
望
に
満
ち
た
祖
国
、

日
本
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

い
づ
み
会
 

　
　
　
　
本
43
回
　
奥
村
悠
紀
子

傘
寿
記
念
紫
苑
会
 

　
　
　
　
本
44
回
　
川
村
　
鈴
子

　
傘
寿
を
迎
え
た
昨
年
で
同
窓

会
を
終
え
る
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
多
数
の
方
の
御
要
望
で

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
幹
事
の
引
き
受
け
手
が
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
断
り
切

れ
ず
お
受
け
し
ま
し
た
。 

　
5
月
15
日
（
金
）
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
大
阪
鶴
寿
の
間
で
、
出
席

者
46
名
。
宮
田
さ
ん
の
開
会
の

辞
の
あ
と
物
故
者
の
冥
福
を
祈

り
、
岡
本
さ
ん
の
御
挨
拶
、
笠

松
さ
ん
の
「
乾
杯
！
」
で
和
や

か
に
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
々

に
運
ば
れ
る
お
料
理
を
頂
き
乍

ら
、
各
自
立
ち
上
が
っ
て
旧
姓

を
名
乗
り
、
昔
の
面
影
を
残
し

た
ま
ま
の
顔
を
ご
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
、
早
春
賦
、
幸
の

花
を
、
女
学
生
に
戻
っ
て
若
々

し
く
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

幸
い
来
年
の
幹
事
も
決
ま
り
、

澤
さ
ん
の
閉
会
の
辞
で
楽
し
く

二
時
間
半
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
語
り
足
り
な
い
八
十

媼
も
、
会
場
外
で
名
残
を
惜
し

み
、
三
々
五
々
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

　
昨
年
、
会
を
続
け
る
よ
う
賛

同
の
第
一
声
を
挙
げ
ら
れ
た
二

村
さ
ん
が
、
会
の
間
際
に
体
調

を
崩
さ
れ
や
む
な
く
欠
席
さ
れ

た
こ
と
は
、
本
人
は
勿
論
い
づ

み
会
全
員
残
念
に
思
い
ま
し
た
。 

　
今
日
出
席
で
き
た
人
は
、
元

気
な
方
の
パ
ワ
ー
を
貰
い
楽
し

い
一
日
を
語
り
あ
え
た
事
、
何

よ
り
の
幸
せ
と
感
謝
、
感
謝
！
 

　
皆
様
来
年
も
頑
張
っ
て
楽
し

く
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。 

　
幹
事
　
宮
田
（
野
中
）、
澤
、

　
　
　
　
中
井
、
奥
村
（
島
津
） 

か
ん
な
 

お
う
な
 

　
4
月
2
日
　
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
、
87
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
花
開
き
傘
寿
を
祝
ふ
紫
苑
会
 

　
　
相
集
ふ
人
皆
美
し
き
 

　
　
　
島
田
和
子
（
城
戸
）
さ
ん
の
歌
 

　
晶
子
の
歌
を

寸
借
し
た
と
の

事
で
す
が
、
慥

か
に
80
歳
と
は

見
え
ぬ
程
皆
様

若
々
し
く
て
華

や
か
で
し
た
。

今
回
は
傘
寿
の
記
念
事
業
と
し

て
全
員
の
執
筆
に
よ
る
記
念
誌

を
出
版
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
在
学
中
の
学
校
行
事
や
級
友

の
面
影
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な

ど
の
貴
重
な
写
真
を
収
録
し
、

戦
中
戦
後
の
変
動
の
時
代
を
清

水
谷
生
と
し
て
生
き
抜
い
た
私

達
な
ら
で
は
の
歴
史
が
語
ら
れ

て
後
世
の
人
達
に
伝
え
た
い
200

頁
に
及
ぶ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

記
念
誌
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

会
長
の
生
駒
節
子
さ
ん
の
熱
い

想
い
に
5
人
の
幹
事
が
協
力
し
、

5
ヵ
月
が
か
り
で
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。
企
画
・
校
正
・
編
集

す
べ
て
生
駒
さ
ん
の
卓
越
し
た

お
力
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
紫

苑
会
は
、
こ
の
方
あ
り
て
こ
そ
、

こ
こ
ま
で
歩
ん
で
こ
れ
た
と
思

う
の
で
す
。
同
窓
会
当
日
の
司

会
は
、
名
調
子
の
平
野
淑
子
（
岡

村
）
さ
ん
。
傘
寿
幕
開
明
け
を

祝
っ
て
、
お
目
出
度
い
謡
曲
を

生
駒
節
子
（
妹
尾
）、
井
上
道
子
、

池
田
喜
久
子
（
亀
田
）
さ
ん
三

人
の
共
演
で
ス
タ
ー
ト
。
成
田
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本
45
回
　
大
東
　
須
賀

　
今
年
の
「
し
い
の
実
会
」
は

11
月
11
日
上
本
町
の
ミ
ヤ
コ

ホ
テ
ル
で
催
し
ま
し
た
。
出
席

約
50
名
。
ご
長
寿
の
氏
田
先
生
、

谷
口
先
生
は
ご
欠
席
で
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
同
伴
で
出
席
さ

れ
た
人
も
居
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
上
六
の
地
は
何
と
な
く

懐
か
し
い
。
私
達
が
高
女
1
、

2
年
の
頃
、
近
鉄
の
高
安
に
清

水
谷
の
農
園
が
あ
り
谷
脇
先
生

が
担
当
で
し
た
。
あ
る
時
、
突

然
「
あ
ん
た
方
は
、
え
え
と
こ
の
、

か
し
こ
い
お
嬢
さ
ん
か
し
ら
ん

け
ど
、
こ
の
農
園
で
は
ほ
ん
ま

に
役
に
立
た
ん
」
と
大
層
ご
立

腹
！
今
で
は
遠
い
思
い
出
で
す
。 

　
高
女
3
年
の
春
、
米
軍
に
よ

る
大
阪
大
空
襲
、
5
ヵ
月
の
後
、

遂
に
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。
思

え
ば
夢
の
よ
う
で
す
が
、
私
達

は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
同
窓
会
ご
案
内
に
つ
い

て
の
返
信
で
は
「
膝
、
腰
が
悪

く
て
」「
家
族
の
介
護
で
」
等
の

近
況
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長

年
コ
キ
使
っ
て
来
た
足
（
ば
か

り
で
は
な
い
）
で
す
も
の
、
無

理
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
も
同

じ
覚
え
が
お
有
り
か
も
。 

　
今
年
の
同
窓
会
は
、
い
組
の

当
番
で
和
食
を
楽
し
み
、
も
ろ

も
ろ
の
お
し
ゃ
べ
り
の
花
を
咲

か
せ
て
和
や
か
に
終
り
ま
し
た
。

次
回
も
ぜ
ひ
気
軽
に
お
出
ま
し

下
さ
い
ま
せ
。 

　
氏
田
芳
夫
先
生
は
本
年
1
月

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
は
私
達
卒
業
後
も
、
本
当

に
お
親
し
く
長
く
お
つ
き
合
い

下
さ
い
ま
し
た
。
心
を
こ
め
て
「
先

生
さ
よ
う
な
ら
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」。 

し
い
の
実
会 

　
　
　
　
高
5
回
　
原
田
　
愼
三

　
私
達
5
回
生
は
今
年
「
後
期

高
齢
者
」
に
な
る
。
同
窓
会
で

そ
の
話
を
し
た
ら
「
末
期
高
齢

者
」
だ
と
言
う
者
が
居
た
。
そ

れ
ら
の
言
葉
は
余
り
実
感
が
湧

か
な
い
ほ
ど
皆
元
気
溌
剌
と
し

て
い
る
。「
元
気
な
奴
だ
け
が
出

て
来
る
か
ら
さ
」
と
言
う
。 

　
社
会
人
に
な
っ
て
大
阪
を
離

れ
40
年
余
り
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
大
阪
に
11
回
目
の
引
っ
越
し

で
舞
い
戻
っ
た
。
永
い
間
、
高

校
の
同
窓
会
を
疎
遠
に
し
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
せ
め
て
も
の

罪
滅
ぼ
し
に
卒
業
50
周
年
と

55
周
年
に
は
お
世
話
役
を
し
た
。

50
周
年
の
お
世
話
役
を
一
緒
に

し
た
藤
田
萬
子
さ
ん
が
そ
の
翌

年
春
、
病
で
突
然
亡
く
な
ら
れ

る
と
い
う
悲
し
い
こ
と
が
起
き
た
。

親
し
く
楽
し
く
ご
一
緒
し
た
人

だ
け
に
真
に
辛
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
死
に
顔
は
此
が
病
で
斃
れ

た
人
か
と
思
う
ほ
ど
美
し
か
っ
た
。

「
人
生
な
ん
て
他
愛
な
く
あ
っ
け

な
い
も
の
ね
」
と
語
り
か
け
て

い
る
様
に
思
わ
れ
た
。
後
期
高

齢
者
を
待
た
ず
に
他
界
さ
れ
た
。 

　
高
校
時
代
大
喧
嘩
を
し
て
俺

の
頭
を
こ
っ
ぴ
ど
く
殴
っ
た
奴

が
い
る
。
卒
業
少
し
前
お
互
い

手
を
握
り
あ
っ
て
又
逢
お
う
な
、

と
言
っ
て
別
れ
た
。
又
人
知
れ

ず
秘
か
に
憧
れ
て
い
た
人
が
居
た
。

結
局
何
も
特
別
に
は
お
話
も
せ

ず
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
二
人
に

は
同
窓
会
の
度
に
会
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
出
掛
け
た
が
未
だ

に
会
え
な
い
。
然
し
こ
の
ご
婦

人
に
つ
い
て
は
会
っ
た
時
の
科

白
は
既
に
決
め
て
あ
る
。「
別
嬪

さ
ん
は
歳
取
ら
ん
と
言
う
け
ど

ほ
ん
ま
や
な
―
」
と
。
だ
が
こ

の
原
稿
を
読
ま
れ
て
し
ま
え
ば

こ
の
科
白
も
無
効
に
な
る
。
新

し
い
殺
し
文
句
を
考
え
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。 

後
期
高
齢
者 

　
　
　
　
高
6
回
　
牧
野
　
豊
野

　
去
る
平
成
21
年
3
月
22
日

（
日
）
正
午
よ
り
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ

ー
ナ
大
阪
に
て
、
同
期
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
恩
師
八
木
、

岡
竹
両
先
生
の
ご
出
席
を
賜
り
、

70
数
名
の
参
加
で
、
盛
大
に
安

江
貞
夫
さ
ん
か
ら
清
友
会
の
報

告
を
頂
き
、
岡
田
正
さ
ん
の
講

演
「
こ
れ
か
ら
行
く
道
―
痴
呆
症
」

が
あ
り
、
終
始
な
ご
や
か
に
話

に
花
を
咲
か
せ
、
校
歌
を
熱
唱

し
、
二
次
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
岡
田
正
さ
ん
は
長
年
医
療
に

専
念
さ
れ
、
名
医
と
し
て
の
信

頼
も
深
く
今
も
現
役
で
ご
活
躍

中
で
、
痴
呆
症
（
認
知
症
）
の

お
話
を
わ
か
り
や
す
く
、
ど
う

云
う
事
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
か

等
聞
か
せ
て
頂
き
、
そ
の
途
上

に
あ
る
、
と
の
立
場
も
痛
感
致
し
、

有
意
義
な
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
会
は
2
年
毎
に
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
願
い

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の

出
会
い
を
約
束
し
、
又
お
会
い

出
来
る
楽
し
み
を
胸
に
、
そ
れ

ぞ
れ
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

高
6
回
生
　
同
窓
会 

　
　
　
　
高
7
回
　
阪
井
　
信
夫

　
何
時
の
頃
か
ら
、
ど
の
様
な

動
機
（
動
気
）
か
ら
同
窓
会
『
清

七
会
』（
高
7
回
）
が
発
足
し

た
の
か
、
確
た
る
も
の
は
不
明

で
あ
る
が
、
出
身
地
、
男
女
を

問
わ
ず
、
然
も
、
改
め
て
リ
ー

ダ
ー
長
の
選
任
も
せ
ず
、
ご
互

い
が
金
の
糸
、
赤
い
糸
、
白
い

糸
で
結
ば
れ
、
今
日
多
方
面
に

亘
る
グ
ル
ー
プ
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
が
、
現
状
で
あ
る
。

（
活
動
内
容
の
一
端
）
一
、
春
秋

年
2
回
の
歩
こ
う
会
　
一
、
年

末
の
お
楽
し
み
忘
年
会
　
一
、

年
2
〜
3
回
の
ゴ
ル
フ
会
　
一
、

清
友
会
行
事
へ
の
積
極
参
加
（
イ
）

総
会
・
懇
親
会
（
ロ
）
新
年
互

礼
会
（
ハ
）
公
開
セ
ミ
ナ
ー
 

　
極
め
つ
け
は
先
般
実
施
さ
れ

た
清
友
コ
ー
ラ
ス
記
念
演
奏
会

に
団
員
　
　を
占
め
る
男
女
12
名

が
参
加
、
出
演
す
る
。 

　
又
、
同
窓
会
行
事
を
出
来
る

限
り
継
続
実
施
（
定
期
化
）
を

図
る
意
図
で
有
志
に
よ
る
準
備

委
員
会
（
仮
称
）
を
不
定
期
な

が
ら
実
施
し
、
メ
モ
リ
ア
ル
年

次
を
遂
一
企
画
、
運
営
す
る
こ

と
と
す
る
。 

一
、
卒
業
30
年
、
40
〜
50
年
 

一
、
入
学
30
年
、
40
〜
50
年
 

を
加
え
、
平
均
的
に
は
、
3
年

間
隔
で
開
催
さ
れ
る
事
に
よ
っ

て
、
お
互
の
絆
を
よ
り
緊
密
な

も
の
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
関
東
地
区
在

住
の
皆
様
が
発
意
さ
れ
、
清
七

会
東
京
支
部
が
結
成
さ
れ
、
毎

年
友
愛
の
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

　
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
、 

趣
味
を
生
か
し
た
、
展
示
発
表

会
、
刊
行
が
あ
り
、
お
互
い
が

連
繋
の
基
成
果
を
讃
え
合
う
機

会
に
も
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。
 

清
七
会
の
絆 

　
　
　
　
高
2
回
　
山

　
和
子

か
ら
ご
出
席
の
藤
崎
素
子（
池
田
）

さ
ん
の
本
格
派
歌
唱
に
は
、
流

石
と
感
動
。
亡
師
を
偲
ぶ
追
悼

で
は
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
合
唱
。

53
名
の
物
故
者
に
は
懇
ろ
に
追

悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。
続
い

て
遠
来
出
席
者
の
一
言
挨
拶
。

小
林
理
子
（
三
島
）
さ
ん
の
シ

ャ
ン
ソ
ン
と
盛
り
上
が
り
、
最

後
に
祝
傘
寿
と
書
い
た
う
ち
わ

を
片
手
に
「
お
ひ
な
祭
」「
校
歌
」

を
唱
っ
た
時
に
は
将
に
絶
高
潮

で
胸
が
震
え
ま
し
た
。
固
い
絆

で
結
ば
れ
て
激
動
の
中
を
生
き

抜
い
た
私
達
は
、
こ
こ
に
傘
寿

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
老
い
の
道
に
パ
ワ

ー
を
貰
っ
た
一
日
で
し
た
。
当

日
は
朝
日
新
聞
社
が
取
材
に
来

て
、
大
阪
市
内
版
ト
ッ
プ
で
、「
傘

寿
語
る
・
戦
中
・
戦
後
」
と
大

文
字
で
掲
載
さ
れ
た
事
を
書
き

添
え
て
お
き
ま
す
。 

〃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
定
年
な
し
〃 

　
―

喜
寿
に
し
て
道
半
ば
― 

　
草
の
根
レ
ベ
ル
の
ユ
ニ
ー
ク

な
異
文
化
交
流
を
神
戸
を
中
心

と
す
る
関
西
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
は
全
国
規
模
で
展

開
し
て
い
る
”
神
戸
ク
ロ
ス
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
“
が
、

今
年
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
。

過
日
、
6
月
11
日
と
12
日
の

2
日
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
の
国
際
交
流
団
体
、
大

阪
神
戸
駐
在
の
各
国
総
領
事
館
、

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
学
校
や
マ
リ

ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ス
な
ど
の
国
際

学
校
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
計

24
の
団
体
を
束
ね
て
の
”
国
際

寺
子
屋
展
“
―
創
立
30
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
―
が
国
際
色
豊
か

に
、
兵
庫
県
立
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
。（
多
彩
な
民
族
音
楽
や

舞
踊
、
世
界
民
族
衣
裳
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ま
た
、
南
米

の
モ
ラ
刺
繍
で
再
現
し
た
源
氏

物
語
絵
巻
物
に
つ
い
て
の
異
文

化
談
義
な
ど
が
、
全
館
に
展
示

さ
れ
た
”寺
子
“
た
ち
に
よ
る

世
界
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ハ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
の
500
点
近
い
作
品
と
共

に
3
0
0
0
人
近
い
参
加
者
を

魅
了
し
た
）。
そ
の
仕
掛
け
人
で

も
あ
り
、
全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
し
た
の
が
私
達
、
清
水
谷

高
校
2
回
生
の
佳
野
和
子
さ
ん

（
旧
姓
　
岡
田
和
子
）
で
あ
っ
た
。

京
都
大
学
か
ら
N
H
K
の
テ
レ

ビ
局
開
局
と
同
時
に
教
養
番
組

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
女
性
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
第
一
号
）
と
し

て
就
職
し
、
新
し
い
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
可
能
性
を
索
め
て
、
女

性
や
子
供
に
焦
点
を
当
て
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
京
大
山
岳

隊
の
ア
ジ
ア
探
検
の
足
跡
を
辿

る
先
駆
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
は

た
ま
た
世
界
の
民
族
衣
裳
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
ス
タ
ジ
オ

一
杯
に
繰
り
広
げ
て
中
継
す
る

な
ど
画
期
的
な
番
組
を
数
々
残

し
た
。
1
9
6
0
年
に
結
婚
後

は
、
商
社
員
の
ご
主
人
の
赴
任

地
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル

ボ
ル
ン
に
10
年
間
駐
在
、
生
ま

れ
た
二
人
の
子
供
さ
ん
の
子
育

て
を
す
る
傍
ら
、
当
時
ま
だ
貧

し
く
て
列
強
の
仲
間
入
り
さ
え

出
来
な
か
っ
た
母
国
”日
本
“と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
真
の
理

解
を
育
む
交
流
活
動
（Japan 

　M
ovie Festival 

―
黒
澤
映
画

を
中
心
）
―
J
A
P
A
N
 

N
I
G
H
T
（
等
身
大
の
日
本

の
紹
介
展
）
に
精
魂
を
傾
け
、

駐
在
児
童
の
た
め
の
”
週
末
日

本
語
学
校
“
の
設
立
、
運
営
に

も
全
力
投
球
し
た
。
こ
の
10
年

間
の
異
文
化
交
流
の
体
験
が
帰

国
後
、
”
異
質
排
他
的
“
な
日

本
の
社
会
を
外
に
開
か
れ
た
”

多
文
化
共
生
社
会
“
の
実
現
を

目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

立
ち
上
げ
に
繋
が
っ
た
と
の
こ
と
。 

　
当
時
、
日
本
語
講
師
を
し
て

い
た
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
A
内
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
主
導
で
1
9
8
0

年
に
神
戸
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。
し

か
し
、
”
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
超

え
て
―
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ア
ー

ズ
“
が
目
標
で
あ
っ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
当
時
の
日
本
社
会
は
、

欧
米
志
向
、
ア
ジ
ア
蔑
視
の
傾

向
が
強
い
こ
と
に
気
づ
き
、
近

い
将
来
、
国
際
交
流
の
担
い
手

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
世

界
か
ら
の
留
学
生
（
90
%
は
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
）
に
対
す
る
支

援
活
動
を
官
学
民
一
体
の
組
織

に
纏
め
上
げ
”
留
学
生
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
“
（
Ｎ

Ｐ
O
）
と
し
て
1
9
8
3
年

に
設
立
し
た
。
現
在
ま
で
の
26

年
間
に
9
5
0
0
組
（
9
3
0
0

人
の
留
学
生
と
同
数
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を
超
え
る
累
積

交
流
数
を
育
て
上
げ
、
全
国
最

大
規
模
の
活
動
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。 

　
2
0
0
3
年
に
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
A

か
ら
独
立
し
て
、
神
戸
市
の
国

際
活
動
の
一
部
”
神
戸
ア
ジ
ア

交
流
プ
ラ
ザ
“
の
運
営
も
受
託

し
、
”
近
く
て
遠
か
っ
た
ア
ジ

ア
“
へ
の
理
解
と
協
働
を
目
指

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
留
学

生
を
主
導
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特

に
多
言
語
セ
ン
タ
ー
〈
16
ヵ
国
語
〉

は
大
き
な
柱
と
な
り
つ
つ
あ
る
）

で
強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
活

動
を
支
え
る
会
員
は
現
在

2
0
0
0
人
を
超
え
、
う
ち
約

4
割
が
70
ヵ
国
を
超
え
る
外
国

人
市
民
（
留
学
生
を
含
む
）
で

あ
る
。
活
動
の
原
則
は
、
多
様

な
文
化
を
持
つ
人
た
ち
と
、
草

の
根
の
”
体
験
“
を
共
有
し
合

う
こ
と
。
”
異
文
化
理
解
な
ん

て
、
頭
で
判
る
も
の
で
は
な
く
、

体
に
叩
き
つ
け
、
刻
み
込
ん
で

い
く
も
の
“
と
言
う
の
が
持
論
。

で
も
こ
の
30
年
間
で
”
同
質
志

向
“
だ
っ
た
日
本
人
が
多
様
な

文
化
や
人
々
に
寛
容
に
な
り
、

ア
ジ
ア
の
人
々
へ
の
親
近
感
も

深
ま
っ
て
来
て
い
る
。
”も
う
ひ

と
ふ
ん
ば
り
！
人
間
同
士
と
し

て
の
共
感
を
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
て
い
け
れ
ば
―
―
“
と
住
野

さ
ん
は
眼
を
輝
か
し
て
い
る
。 

○
結
び
に
 

　
同
期
生
の
我
々
も
　
定
年
の

な
い
人
生
を
意
志
強
く
生
き
ま

し
ょ
う
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青
春
を
　
 

　
ぐ
い
と
引
き
よ
せ
　
 

　
　
奈
良
の
秋
　
 

　
　
　
　
高
13
回
　
藤
岡
田
鶴
子

　
奈
良
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
　

鹿
も
待
っ
て
る
よ
！
　
 

　
こ
ん
な
呼
び
か
け
で
私
達
高

１３
回
生
は
、
平
成
２０
年
１１
月
１６

日
〜
１７
日
　
２
年
ぶ
り
に
同
窓

会
を
奈
良
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
正
倉
院
展
が
終
了
し
た
日
の

翌
日
で
す
。
参
加
者
は
５５
名
で

偶
然
男
女
比
が
ほ
ぼ
同
数
。
１６

日
（
日
）
は
午
後
か
ら
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
夕
食
ま
で
周

辺
を
散
策
。
少
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
方
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

　
夕
食
は
ホ
テ
ル
の
大
広
間
で
。

幹
事
の
挨
拶
の
あ
と
、
２２
名
の

逝
去
さ
れ
た
方
々
を
偲
ん
で
黙

祷
。
少
し
し
ん
み
り
し
ち
ゃ
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
近
況
や

ら
何
や
ら
で
盛
り
上
が
り
、
２

次
会
で
は
更
に
酒
量
も
Ｕ
Ｐ
し
、

予
算
オ
ー
バ
ー
の
お
ま
け
ま
で
。 

１７
日
（
月
）
早
朝
散
歩
で
飛
火

野
へ
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
っ

た
通
り
朝
霧
の
中
に
鹿
が
現
れ

感
激
。
薬
師
寺
で
は
僧
侶
の
お

話
の
あ
と
、
西
塔
の
中
を
特
別

拝
観
、
平
山
郁
夫
画
伯
の
玄
奘

三
蔵
展
も
拝
観
。
東
大
寺
で
は
、

こ
の
日
珍
し
い
「
奈
良
千
僧
法
要
」

が
行
わ
れ
、
ホ
ラ
貝
の
音
と
と

も
に
色
と
り
ど
り
の
袈
裟
姿
の

僧
侶
の
行
進
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
依
水
園
」
で
昼
食

の
あ
と
、
庭
園
散
策
、
お
抹
茶

で
く
つ
ろ
ぎ
、
再
会
を
約
束
し

て
解
散
。 

　
秋
の
２
日
間
、
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
紅
葉
も
見
頃
だ
っ
た
し
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
見
て
も
み
ん

な
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
、
ま
る

で
修
学
旅
行
。 

　
冒
頭
の
句
は
、
中
村
よ
志
美

さ
ん
が
下
さ
っ
た
色
紙
に
書
か

れ
た
も
の
で
す
が
、
ま
さ
に
青

春
を
ぐ
い
と
引
き
よ
せ
た
２
日

間
で
し
た
。 

　
今
回
、
幹
事
の
西
口
さ
ん
は

は
る
ば
る
埼
玉
か
ら
何
度
も
来

阪
し
て
、
打
ち
合
わ
せ
、
下
見

を
し
ま
し
た
。
梶
井
さ
ん
、
市

口
さ
ん
、
布
藤
さ
ん
も
お
疲
れ

様
で
し
た
！
　
 

　
真
青
な
セ
ー
ラ
ー
服
の
衿
が

空
の
青
に
溶
け
込
み
桜
の
花
が

大
き
な
楠
の
緑
と
重
な
る
中
、

私
達
は
谷
校
生
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
50
年
を

経
て
、
今
年
も
天
王
寺
都
ホ
テ

ル
で
第
23
回
の
学
年
会
を
開
き

ま
し
た
。
八
木
先
生
か
ら
は
「
一

生
勉
強
」
の
お
言
葉
、
在
校
当

時
の
八
木
節
で
す
。
北
野
公
造

ド
ク
タ
ー
か
ら
は
「
膝
の
為
に

も
う
少
し
減
量
を
！！
」
対
照
的

に
寡
黙
な
西
先
生
の
乾
杯
の
音

頭
。
同
級
生
と
見
ま
ご
う
ば
か

り
若
々
し
い
印
象
で
し
た
。
い

つ
で
も
気
が
向
い
た
時
に
出
席

し
て
も
ら
え
る
事
が
、
リ
ー
ダ

ー
の
三
好
国
三
郎
さ
ん
の
願
い

で
す
。
毎
年
開
催
の
功
が
奏
し

て
第
1
回
の
参
加
以
来
22
年

振
り
の
築
山
明
雄
さ
ん
、
あ
ち

こ
ち
で
再
会
を
喜
び
合
う
声
が

往
き
交
い
ま
し
た
。
関
東
か
ら

か
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
盛
山
さ
ん
、

永
井
さ
ん
、
山
下
さ
ん
、「
大
阪

弁
は
や
っ
ぱ
り
え
え
な
あ
」
と

高
城
さ
ん
の
弁
。
舞
台
稽
古
の

間
を
縫
っ
て
6
年
振
り
の
参
加

の
大
村
マ
ス
子
さ
ん
、
ダ
ン
ス

で
鍛
え
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に

う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
10
月
5

日
に
公
演
を
控
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

石
井
（
岸
田
）
さ
ん
は
「
年
を

と
る
の
は
淋
し
い
事
じ
ゃ
な
い

出
会
い
を
大
切
に
楽
し
ん
で
い
る
」

目
下
コ
ー
ラ
ス
に
没
頭
と
の
事

で
す
。
年
々
上
手
に
な
っ
て
ま
す
。

「
学
び
の
友
に
栄
あ
れ
」
は
本
当

に
美
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
互
い
に
健
康
を
祝
し
祈
っ
て

来
年
の
再
会
を
約
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
加
齢
と
共
に
内
に
籠

り
勝
ち
な
生
活
を
一
掃
、
前
向

き
に
出
向
か
う
機
会
を
提
供
出

来
れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
高
10
回
　
岡
本
　
和
夫

　
高
１０
回
生
東
京
地
域
の
会
「
東

期
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
古
希
を

迎
え
皆
さ
ん
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。 

　
2
0
0
9
年
2
月
3
日
遅

め
の
新
年
会
は
高
１２
回
生
が
営

む
小
料
理
屋
「
雅
亀
」（
場
所
は

亀
有
）
に
19
名
が
集
い
ま
し
た
。

今
回
は
少
し
趣
向
を
凝
ら
し
近

く
の
「
寅
さ
ん
」
で
お
な
じ
み

の
「
柴
又
帝
釈
天
」
に
お
参
り
し
、

「
矢
切
り
の
渡
し
」
で
は
、
節
分

で
特
別
運
行
し
て
い
た
の
で
渡

し
船
に
乗
り
大
変
楽
し
い
新
年

会
と
な
り
ま
し
た
。「
雅
亀
」
で

は
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
、
大

阪
か
ら
も
２
名
出
席
し
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
４
月
２１
日
に
は
春
の
ハ
イ
キ

ン
グ
と
し
て
、
秩
父
に
あ
る
芝

桜
で
有
名
な
羊
山
公
園
に
行
き

ま
し
た
。
丘
陵
一
面
が
ピ
ン
ク

と
白
の
花
の
絨
毯
の
す
ば
ら
し

い
景
色
で
し
た
。
帰
路
温
泉
を

求
め
休
息
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

歓
談
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
１０
月
２５
日
に
開
催
さ
れ

た
同
窓
清
友
会
東
京
支
部
総
会

で
は
ダ
ン
ト
ツ
多
数
の
同
期
の

出
席
で
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

本
科
生
の
出
席
が
少
な
く
な
る

中
今
後
も
盛
り
た
て
て
い
き
た

い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
１０
月
末
に
は
蓼
科
の
畑
を
中

心
と
し
た
有
志
の
集
り
「
蓼
科

浪
漫
倶
部
」
の
収
穫
祭
（
い
も

煮
会
）
に
有
志
の
者
や
東
西
の

同
期
が
菜
園
に
集
ま
り
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀

り
を
楽
し
み
収
穫
し
、
即
焼
き

イ
モ
に
し
て
食
べ
た
り
、
畑
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
ホ
タ
テ
、

鮭
の
料
理
、
芋
煮
鍋
と
盛
り
沢

山
で
皆
さ
ん
食
欲
が
旺
盛
で
し

た
。 

　
翌
日
の
ゴ
ル
フ
で
頑
張
っ
て

優
勝
し
た
人
に
は
、
大
型
の
ズ

ッ
キ
ー
ニ
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
大
き
さ
は
長

さ
６０ 
ｃｍ
太
さ
直
径
10
〜
１3 
ｃｍ
の

超
大
型
ズ
ッ
キ
ー
ニ
で
し
た
。 

　
古
希
を
迎
え
る
年
齢
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
、
農
作
業
に
い
そ

し
み
、
ふ
と
我
に
返
っ
て
空
を

仰
ぐ
と
茜
色
に
染
ま
る
夕
日
が

ア
ル
プ
ス
連
山
に
沈
む
荘
厳
な

一
瞬
、
大
自
然
の
営
み
の
素
晴

し
さ
に
感
動
す
る
こ
の
頃
で
す
。 

　
今
年
１０
月
７
日
「
古
希
の
会
」

が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大

阪
と
東
京
の
沢
山
の
同
期
が
仲

良
く
楽
し
く
交
流
で
き
れ
ば
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
友
を
２
人
も
ガ
ン
で

亡
く
し
ま
し
た
。
会
え
る
と
き

に
会
い
ま
し
ょ
う
…
元
気
な
う

ち
に
会
い
ま
し
ょ
う
…
と
・
皆

さ
ん
暗
黙
の
了
解
で
も
あ
る
か

の
よ
う
に
行
事
に
は
積
極
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
期
会
の
活
動 

　
　
　
　
高
14
回
　
西
尾
美
智
恵

清
朋
会 

　
　
　
　
高
19
回
　
森
口
　
二
郎

第
19
期
「
友
々
倶
楽
部
」 

　
　
　
　
高
11
回
　
森
下
　
悦
明

東
京
地
区
観
桜
同
期
会 

（
高
11
回
）便
り 

　
　
　
　
高
10
回
　
柑
本
　
　
進

　
昨
年
初
夏
に
開
催
さ
れ
た
卒

業
50
周
年
記
念
同
期
会
は
実
行

委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、
多

数
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
得
、

卒
後
50
年
に
相
応
し
い
心
に
深

く
残
る
大
盛
会
で
し
た
。
こ
の

記
念
同
期
会
を
節
目
と
し
て
、

今
後
の
10
期
生
の
集
い
に
向
け

た
「
運
営
事
務
局
」
の
設
立
提

案
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

　
新
規
に
ク
ラ
ス
代
表
と
し
て

選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
今
回
、

私
達
10
期
生
の
動
静
把
握
や
連

絡
、
同
期
会
の
企
画
、
運
営
等

を
推
進
す
る
事
務
局
的
組
織
と

し
て
「
運
営
幹
事
会
」
を
発
足

さ
せ
、
ま
ず
、
清
水
谷
高
校
第

10
期
生
会
を
「
清
水
谷
10
期
会
」

と
略
称
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
組
織
体
制
や
基
本
事

項
等
を
決
定
し
、
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
同
期
の
集
い
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
の
程
度
の
頻
度

で
開
催
す
る
の
が
良
い
か
、
意

見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
古
稀
の
会
」
の
要
望
が
強
く
、

今
秋
の
10
月
7
日
、
宿
泊
可

能
な
「
エ
ク
シ
ブ
京
都
八
瀬
離
宮
」

で
開
催
し
ま
す
。
日
帰
り
も
で

き
る
よ
う
に
昼
間
に
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
う
他
、
翌
日
に
は
希
望

者
へ
ゴ
ル
フ
や
京
都
散
策
を
提

供
す
る
な
ど
、
計
画
を
詰
め
て

い
ま
す
。 

　
い
ま
や
、
古
稀
は
人
生
の
新

た
な
出
発
点
、
仲
良
し
の
清
水

谷
10
期
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て

今
後
を
元
気
よ
く
過
ご
し
て
い

く
結
団
の
場
に
し
よ
う
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
清
水
谷
10
期
会
に

は
関
東
在
住
の
仲
間
を
中
心
と

し
た
非
常
に
活
発
な
「
東
期
会
」、

故
平
井
先
生
の
ク
ラ
ス
か
ら
広

が
っ
た
「
カ
バ
の
会
」
等
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
会
に
も
皆
さ
ん
が
参

加
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
行

き
ま
す
。 

新
た
な 

「
清
水
谷
10
期
会
」へ 

　
1
月
24
日
の
還
暦
記
念
同

窓
会
の
後
、
有
志
10
名
（
男

3
人
、
女
7
人
）
に
よ
る
第

一
回
文
化
鑑
賞
ツ
ア
ー
を
4
月
 

　
今
春
も
4
月
4
日
に
千
鳥

が
淵
で
の
観
桜
同
期
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

　
毎
年
4
月
の
第
一
土
曜
日
に

千
鳥
が
淵
で
開
催
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
は
や
今
年
で
5

回
目
と
な
る
。
お
濠
端
を
気
ま

ま
に
談
笑
し
な
が
ら
の
花
見
園

遊
の
あ
と
、
半
蔵
門
で
懇
親
ラ

ン
チ
会
を
開
く
の
が
変
わ
ら
ぬ

コ
ー
ス
な
の
だ
が
、
満
開
の
時

期
に
い
つ
も
遭
遇
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
だ
堅
い
つ
ぼ
み
も

少
な
く
な
か
っ
た
り
、
す
で
に

ハ
ラ
ハ
ラ
散
り
始
め
て
い
て
、

お
堀
の
水
面
の
花
筏
を
観
賞
す

る
こ
と
に
な
っ
た
り
も
す
る
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
新
鮮
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
と
、
時
期
を

逸
し
た
と
き
は
言
い
訳
し
て
き
た
。

で
も
、
今
春
は
初
め
て
満
開
で
、

お
濠
端
で
競
い
合
う
染
井
吉
野

の
絢
爛
さ
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら

え
た
。
こ
れ
ま
で
最
多
の
24
名

も
の
清
友
紳
士
淑
女
が
参
加
し

て
く
れ
た
お
か
げ
だ
ろ
う
。
Ｋ

さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
の
初
参
加
も
あ

っ
た
。
友
が
お
互
い
誘
い
合
っ

て
く
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な

い
親
睦
会
で
は
自
然
と
い
く
つ

も
の
談
笑
の
輪
が
で
き
る
。
Ｋ

君
は
親
睦
会
の
盛
り
上
が
り
を

写
真
で
見
事
に
表
現
し
、
配
信

し
て
く
れ
る
。
み
ん
な
が
幹
事

を
し
て
く
れ
る
の
で
、
い
つ
も

感
謝
し
て
い
る
。
初
参
加
の
Ｋ

さ
ん
か
ら
”
高
校
生
に
戻
っ
た

よ
う
で
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
を

機
会
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た

い
“
と
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

花
は
あ
く
ま
で
脇
役
で
、
友
と

の
懇
親
は
今
年
も
春
爛
漫
で
あ

っ
た
。
清
高
時
代
の
感
性
と
熱

情
が
蘇
る
だ
け
で
な
く
、
過
ご

し
て
来
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の

香
り
が
織
り
成
し
、
ま
た
新
た

な
絆
が
創
生
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
同
期
会
が
目
に

見
え
な
い
精
神
的
な
つ
な
が
り

と
信
頼
の
ゆ
え
に
、
刺
激
を
受
け
、

自
分
を
高
め
て
く
れ
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
企
業
戦
士

時
代
に
は
お
よ
そ
予
期
し
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
稀
を
迎

え
る
来
春
を
”
み
ん
な
が
幹
事

の
同
期
会
“
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
た
い
も
の
だ
と
。
同
期

諸
氏
の
健
康
と
幸
せ
と
と
も
に

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。 



平成21年10月1日 （ 1 5）  府立清水谷高女・高校同窓会会報 

　
09
年
6
月
14
日
、
学
年
幹

事
会
が
開
催
さ
れ
、
還
暦
記
念

同
窓
会
に
向
け
て
の
準
備
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
還
暦
記
念

と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
企
画
も

検
討
し
ま
し
た
が
「
昼
か
ら
晩

ま
で
飲
み
つ
づ
け
る
の
は
ち
ょ

っ
と
し
ん
ど
い
」
等
の
声
が
出
て
、

宿
泊
企
画
は
、
別
に
特
別
企
画

と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
又
、
還
暦
記
念

の
一
環
と
し
て
、
文
集
の
発
行

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

60
才
を
迎
え
て
の
思
い
や
エ
ッ

セ
イ
等
、
是
非
多
く
の
同
期
生

の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
清
友
」
が
届
く
頃
に
は
、

回
生
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
「
回
生
ニ
ュ
ー
ス
」
を
お

読
み
下
さ
い
。
尚
還
暦
記
念
同

窓
会
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
の
企

画
等
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会
で

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
清
水
谷
21
回
生
還
暦
記
念
 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
つ
ど
い
 

日
時
　平
成
22
年
11
月
6
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時
 

場
所
　上
六
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
 

　
　
　
　
　
（
旧
な
に
わ
会
館
）
 

会
費
　
一
万
円
（
二
次
会
込
み
）

　
　
　
　
　
（
予
定
）
 

　
是
非
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

最
後
に
清
友
会
各
回
生
の
皆
さ

ん
の
御
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

　
　
　
　
高
21
回
　
熊
　
　
順
一

21
回
生
だ
よ
り 

　
　
　
　
高
21
回
　
宮
木
　
秀
治

体
育
祭
見
学
記
 

　
先
日
、
母
校
の
体
育
祭
を
見

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
我
々

の
頃
と
違
い
、
学
年
対
抗
で
は

な
く
、
基
本
的
に
は
各
学
年
を

三
つ
に
割
り
、
全
学
年
が
そ
れ

ぞ
れ
所
属
す
る
赤
団
・
青
団
・

黄
団
の
団
対
抗
と
い
う
形
式
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
競
技
種

目
も
当
然
変
わ
っ
て
お
り
、
伝

統
で
あ
っ
た
ム
カ
デ
競
争
や
、

男
子
が
変
に
闘
志
を
燃
や
し
た

棒
倒
し
や
騎
馬
戦
は
既
に
な
く
、

い
か
に
も
清
水
谷
ら
し
い
男
女

混
合
の
や
や
変
則
的
な
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
リ
レ
ー
や
、
棒
引
き
、

そ
し
て
ク
ラ
ス
対
抗
で
大
縄
跳

び
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
紹
介
の
後
の
ク
ラ
ブ
対

抗
リ
レ
ー
や
応
援
合
戦
は
変
わ

ら
ず
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
男
女
の
各

リ
レ
ー
で
し
ょ
う
。
走
る
ほ
う

も
応
援
す
る
ほ
う
も
若
さ
を
前

面
に
、
全
力
を
出
し
切
る
姿
に
、

私
も
現
役
時
代
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
私
が

最
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
最
後
に

勝
者
を
表
彰
す
る
生
徒
自
治
会

の
存
在
で
し
た
。
校
歌
と
と
も

に
♪
「
若
き
日
の
理
想
高
く
持

ち
、
こ
こ
に
集
う
我
等
〜
」
♪

と
未
だ
に
歌
え
る
自
治
会
歌
。

私
は
自
治
会
の
役
員
で
も
な
ん

で
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
治

会
と
い
う
響
き
に
誇
り
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
も
生

徒
自
治
会
と
い
う
呼
称
で
続
い

て
い
た
の
で
す
。
清
水
谷
の
自

由
闊
達
・
自
主
独
立
精
神
を
育

ん
で
き
た
一
つ
の
理
由
が
こ
こ

に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
話
は

脱
線
し
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
母
校
の
体
育
祭
や
文
化
祭

を
見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。 

　
　
　
　
高
22
回
　
小
川
　
佳
秀

高
22
回
生 

同
窓
会 

（
北
京
同
窓
会
）を
終
え
て 

　
　
　
　
高
59
回
　
柏
倉
　
寛
至

　
母
校
を
卒
業
し
て
2
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
皆
、
大
学
や
社

会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
59
期
生
は
、
今
年
の
1
月

に
成
人
式
を
迎
え
、
社
会
人
と

し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
何
か
の
節
目
を
迎
え

ま
す
と
、
昔
が
懐
か
し
く
思
え

て
く
る
も
の
で
す
。
そ
の
想
い

は
み
ん
な
同
じ
で
、
各
ク
ラ
ス

の
同
窓
会
委
員
と
有
志
を
中
心

と
し
て
、
今
年
1
月
3
日
に

大
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
年
の
忙
し
い
時
期
に
も
関
わ

ら
ず
、
約
100
名
の
旧
友
が
集
ま

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
元

生
徒
会
長
の
巧
み
な
司
会
、
旧

友
3
人
に
よ
る
歌
、
人
気
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
模
し
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
ダ
ン
ス
部
の

飛
び
入
り
参
加
な
ど
に
よ
り
、

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
又
、

最
後
に
は
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
が
放
映
さ
れ
、
皆
、
懐

し
い
日
々
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

明
日
へ
の
活
力
を
得
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
次
回
は
2
0
1
0
年

の
夏
、
再
び
合
う
こ
と
を
約
束
し
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

　
59
期
生
は
、
特
に
ク
ラ
ス
及

び
全
体
の
繋
が
り
が
強
い
学
年

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
だ

に
ク
ラ
ス
旅
行
や
ク
ラ
ス
会
を

頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
し
、
あ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、

100
名
を
超
え
る
旧
友
が
日
々
や

り
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
母
校
の
強
い
絆
を
有

し
て
い
る
59
期
生
が
、
新
成
人

と
な
っ
て
も
、
そ
の
絆
を
弱
め

る
こ
と
な
く
、
母
校
の
教
え
に

基
づ
い
て
、
今
後
、
社
会
を
担

っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
末
尾

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

成
人
と
な
っ
て 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て

開
催
地
の
名
前
を
つ
け
る
4
年

毎
の
高
22
回
同
窓
会
は
昨
年

11
月
2
日
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
、
恩
師
2
名

と
同
級
生
83
名
の
参
加
に
よ
り

本
当
に
楽
し
く
、
か
な
り
騒
が

し
く
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回

は
2
年
生
時
の
ク
ラ
ス
を
ベ
ー

ス
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
の
で

す
が
、
齢
の
せ
い
か
記
憶
力
が

悪
い
の
か
「
本
当
に
○
組
あ
っ

た
？
」
と
言
う
人
達
が
と
て
も

多
く
、
幹
事
を
困
ら
せ
て
い
た

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
高

２
の
ク
ラ
ス
仲
間
は
、
高
１
・

高
３
に
比
べ
記
憶
に
薄
い
と
い

う
確
か
な
統
計
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。 

親
し
く
話
し
て
い
る
の
に
、
お

互
い
が
体
型
・
イ
メ
ー
ジ
共
、

昔
（
約
40
年
前
）
と
随
分
変
わ

っ
て
い
て
、
心
の
中
で
「
こ
の

人
の
名
前
は
何
と
言
っ
た
か
な
？
」

と
思
っ
て
い
る
人
達
が
た
く
さ

ん
い
た
様
で
す
。
悪
趣
味
と
非

難
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
同
窓
会

の
真
ん
中
で
冷
静
に
仲
間
を
見

る
の
も
面
白
い
も
の
で
す
。 

　
さ
て
、
同
窓
会
を
き
っ
か
け

に
、
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
数

年
前
、
新
聞
で
　
易
経
「
君
子

豹
変
し
て
、
内
な
る
自
分
と
出

会
う
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
読
み

ま
し
た
。
以
下
は
抜
粋
で
す
。 

　「
君
子
豹
変
す
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
コ
ロ
コ
ロ
と
態
度
を

変
え
る
…
悪
い
意
味
で
使
わ
れ

が
ち
な
言
葉
だ
が
、
本
来
は
違
う
。

豹
の
毛
が
季
節
に
合
わ
せ
て
抜

け
変
わ
り
美
し
い
斑
文
と
な
る

こ
と
か
ら
、
君
子
は
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
自
分
を
素
早
く

的
確
に
変
え
て
い
け
る
と
の
意

味
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
君
子

は
た
と
え
過
ち
を
犯
し
て
も
素

早
く
善
に
立
ち
戻
れ
る
な
ど
の

意
味
も
生
ま
れ
た
。
一
方
、
君

子
で
な
い
者
は
ど
う
な
の
か
。

実
は
「
君
子
豹
変
す
」
の
後
に

は
「
小
人
（
し
ょ
う
じ
ん
）
は

面
（
お
も
て
）
を
革
（
あ
ら
た
）

む
」
と
続
く
。
小
人
も
”
変
わ

れ
る
“
が
、
そ
れ
は
「
表
面
的

な
も
の
」
に
と
ど
ま
る
と
い
う

の
だ
。
確
か
に
、
私
た
ち
は
過

去
の
過
ち
や
自
分
の
こ
だ
わ
り

に
引
っ
張
ら
れ
て
意
識
や
態
度
、

生
き
方
を
す
ぐ
に
変
え
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。「
こ
う
あ
り
た

い
」「
あ
あ
な
り
た
い
」
と
思
い

な
が
ら
も
、
結
局
同
じ
よ
う
な

毎
日
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

で
は
、
そ
ん
な
自
分
が
大
き
く

変
わ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
最
も
効
果
的
な
の
は
「
環

境
の
激
変
」
の
利
用
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
者
た
ち
の
「
大
学

生
デ
ビ
ュ
ー
」。
高
校
時
代
の
自

分
を
知
る
人
が
少
な
い
こ
と
を

利
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

か
ら
「
こ
う
あ
り
た
い
自
分
へ
」

豹
変
し
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
。

高
校
時
代
に
地
味
だ
っ
た
少
女

が
一
気
に
派
手
な
女
に
な
っ
た

り
す
る
。 

　
そ
の
意
味
で
、
就
職
な
ど
は

そ
れ
こ
そ
豹
変
の
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
心
機
一
転
、
こ

れ
を
契
機
に
「
こ
う
あ
り
た
い

自
分
」
へ
の
変
身
に
挑
戦
！
…

言
う
な
ら
ば
「
社
会
人
デ
ビ
ュ
ー
」。

同
時
に
、
志
望
外
の
業
種
・
職

種
に
就
い
て
み
て
、
こ
れ
ま
で
「
こ

の
業
種
で
な
き
ゃ
だ
め
」「
こ
れ

こ
そ
私
の
進
む
道
」
と
思
っ
て

い
た
の
が
、
実
は
思
い
込
み
に

過
ぎ
な
か
っ
た
と
気
付
い
た
り

も
す
る
。
就
職
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
の
見
方
や
こ
だ
わ

り
か
ら
自
由
に
な
り
、
本
当
に

自
分
が
求
め
て
い
た
世
界
は
何

な
の
か
に
気
付
く
絶
好
の
機
会

と
も
言
え
る
…
…
 

　
ど
う
で
し
ょ
う
？
こ
う
い
う

事
も
考
え
な
が
ら
「
同
窓
会
の

中
心
で
青
春
時
代
の
清
水
谷
を

叫
ぶ
」
と
言
う
の
も
我
々
に
と

っ
て
面
白
い
と
思
う
の
で
す
が

…
？
 

　
さ
あ
次
回
は
「
高
22
回
倫
敦

同
窓
会
」
で
す
。
我
が
22
回
生

は
全
員
「
還
暦
」
で
す
。
そ
れ

ま
で
に
、
も
う
一
度
”豹
変
“し

て
も
可
笑
し
く
は
な
い
で
し
ょ

う
。
２
０
１
２
年
に
、
乞
う
ご

期
待
を
！
 

25
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
大
阪
駅
に
集
合
し
、
ＪＲ
宝

塚
線
で
相
野
駅
下
車
、
バ
ス
で

篠
山
市
今
田
町
立
杭
に
あ
る
兵

庫
県
陶
芸
美
術
館
へ
。
九
州
古

陶
磁
器
の
名
品
を
集
め
た
「
田

中
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
学

芸
員
の
解
説
付
き
で
鑑
賞
し
た

後
、
丹
波
焼
の
窯
元
で
陶
芸
体

験
を
し
ま
し
た
。
陶
芸
は
初
体

験
と
い
う
人
も
い
て
、
先
生
の

指
導
の
も
と
に
に
ぎ
や
か
に
楽

し
く
、
し
か
も
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
小
鉢
、
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
、
花
器
、
皿
、
茶
碗
な

ど
に
挑
戦
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
楽
し
い
3
時
間
で
し
た
。

乾
燥
、
素
焼
き
、
釉
が
け
、
本

焼
き
を
経
て
一
ヵ
月
後
に
作
品

は
焼
き
上
り
、
そ
の
品
評
会
を

兼
ね
た
昼
食
懇
談
会
が
、
去
る

6
月
28
日
（
日
）
に
「
梅
の
花
・

本
町
店
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

日
程
の
都
合
で
ツ
ア
ー
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
も
含
め
て
、

あ
わ
せ
て
14
人
の
参
加
者
が
あ

り
、
作
品
を
品
評
し
な
が
ら
話

に
華
が
咲
き
ま
し
た
。
作
品
の

出
き
映
え
は
思
っ
た
以
上
に
小

さ
く
な
っ
て
い
て
、
中
鉢
を
作

っ
た
つ
も
り
が
”
小
鉢
“
に
な

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
釉
薬

を
か
け
ら
れ
た
作
品
を
見
る
と
、

見
違
え
る
よ
う
な
出
来
映
え
に

皆
大
感
激
し
ま
し
た
。
作
っ
た

人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
素
敵
な
還
暦
記
念
品
と

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
企
画
を
、
今
後
も
定

期
的
に
続
け
同
期
の
輪
を
広
げ

て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 
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俳
句
講
座（
清
友
こ
で
ま
り
会
） 

 

●
平
成
20
年
9
月
〜
平
成
21
年
5
月
入
選
句
よ
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
敦
子
選
 

 

夫
の
宿
痾
小
康
を
得
て
御
慶
か
な
　
　
　
井
田
　
幸
子 

陶
工
の
眼
差
き
び
し
里
若
葉
　
　
　
　
　
片
岡
　
良
子 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
と
ふ
初
日
見
ま
ほ
し
く
　
金
森
　
信
子 

秋
惜
し
む
こ
こ
頼
朝
の
挙
兵
の
地
　
　
　
栗
谷
　
嘉
野 

老
母
の
母
の
日
朝
を
茶
房
に
居
　
　
　
　
寺
井
　
久
子 

小
春
日
や
忘
却
も
ま
た
生
き
る
術
　
　
　
西
山
加
代
子 

描
き
終
へ
て
印
す
落
款
涼
新
た
　
　
　
　
本
多
　
正
子 

み
く
ま
の
の
千
古
の
風
に
散
る
桜
　
　
　
松
本
千
恵
子 

地
の
熱
の
焔
の
ご
と
き
曼
珠
沙
華
　
　
　
間
宮
　
和
子 

波
音
に
師
の
声
耳
朶
に
櫻
貝
　
　
　
　
　
宮
崎
　
　
良 

色
に
出
し
南
天
の
実
の
雨
と
ど
め
　
　
　
芳
井
　
貞
子 

 

春
立
つ
と
傘
寿
と
米
寿
の
あ
は
ひ
の
身
　
大
橋
　
敦
子 

水
仙
の
風
雅
の
真
を
香
り
け
り
　
　
　
　
大
橋
　
敦
子 

入会随時　　場所：済美館　 

俳
　
句 

第
二
火
曜
日
　
午
後
二
時
〜
四
時 

指
　
導
　
大
橋
敦
子
姉
（
本
39
回
） 

　
　
　
　
　
俳
誌
『
雨
月
』
主
宰 

会
　
費
　
一
ヵ
月
　
二
千
円 

編
　
物

第
一
、
第
三
月
曜
日
　
正
午
十
二
時
〜
四
時 

指
　
導
　
辻
志
津
子
姉
（
高
3
回
） 

会
　
費
　
一
ヵ
月
　
四
千
円 

　
　
　    

六
号
又
は
八
号
棒
針
及
鍵
針
持
参 

　
　
　
　
の
こ
と 

紅
型
染 

第
二
、
第
四
火
曜
日
　
午
前
十
時
〜
四
時 

指
　
導
　
森
田
良
子
姉
（
本
44
回
） 

会
　
費
　
一
ヵ
月
　
三
千
円
と
材
料
費 

コ
ー
ラ
ス 

第
一
、
第
三
土
曜
日
　
午
後
二
時
〜
四
時 

指
　
導
　
湯
浅
富
士
郎
兄
（
高
13
回
） 

会
　
費
　
一
ヵ
月
　
三
千
円
と
楽
符
代 

毛
筆
画 

第
二
、
第
四
金
曜
日
　
午
後
一
時
半
〜
四
時 

指
　
導
　
樋
上
千
哲
兄
（
高
7
回
） 

染
色
造
形
家
・
京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会
理
事 

会
　
費
　
一
ヵ
月
　
六
千
円
　 

　 
 

清
友
ゴ
ル
フ
会

コ
ー
ラ
ス

清
友
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
の
お
誘
い

清
友
コ
ー
ラ
ス

コ
ー
ラ
ス
部
代
表
 

本
43
回
　
岡
本
　
和
子

清
友
コ
ー
ラ
ス

　
　
10
周
年
記
念
演
奏
会

文化講座ご案内 

m
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清
友
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
は
昭

和
６３
年
１１
月
３０
日
が
第
１
回
で
、

今
年
の
春
で
第
４２
回
を
迎
え
ま

し
た
。 

　
さ
る
４
月
１５
日
伏
尾
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
・
コ

ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
２７
名
。
７
組
で
し
た
。
東

南
コ
ー
ス
と
西
東
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

前
日
の
雨
は
上
が
り
、
フ
ロ
ン

ト
ナ
イ
ン
は
曇
り
空
で
し
た
が
、

バ
ッ
ク
ナ
イ
ン
は
申
し
分
の
な

い
好
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

団
体
戦
も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

ス
ル
ー
ザ
グ
リ
ー
ン
は
ノ
ー
タ

ッ
チ
で
、
パ
ッ
ト
は
オ
ー
ケ
ー

な
し
の
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
、

競
技
を
行
い
ま
し
た
。 

　
個
人
戦
の
優
勝
は
、
前
川
寛

子
さ
ん
（
１０
回
生
）
で
、
東
５６

・
南
５１
の
グ
ロ
ス
１０７
、
ハ
ン
デ

ィ
３３
・
６
、
ネ
ッ
ト
７３
・
４
で

回
り
ま
し
た
。
１
・
４
オ
ー
バ

ー
の
成
績
で
し
た
。
前
々
回
も

優
勝
し
て
お
り
、
こ
れ
で
３
回

目
の
優
勝
を
飾
り
、
日
根
野
文

三
理
事
長
寄
贈
の
清
友
会
理
事

長
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。
２
位

は
武
上
昌
子
さ
ん
（
８
回
生
）

で
し
た
。
グ
ロ
ス
１０７
の
同
一
ス

コ
ア
で
、
ハ
ン
デ
ィ
３２
・
４
、

ネ
ッ
ト
７４
・
６
の
わ
ず
か
の
差

で
し
た
。
３
位
は
織
田
勲
さ
ん

（
８
回
生
）
で
、
グ
ロ
ス
９８
、
ネ

ッ
ト
７５
・
２
で
し
た
。
ベ
ス
グ

ロ
は
前
回
と
同
様
、
大
槻
一
弘

さ
ん
（
１５
回
生
）
で
、
東
４２
・

西
４１
の
グ
ロ
ス
８３
で
し
た
。 

団
体
戦
は
、
今
回
は
、
同
一
学

年
で
３
人
以
上
参
加
し
た
の
は

５
回
生
・
６
回
生
・
８
回
生
・

１５
回
生
・
２２
回
生
の
５
チ
ー
ム
で
、

こ
の
う
ち
、
６
回
生
と
８
回
生

を
除
く
、
３
チ
ー
ム
が
団
体
戦

に
参
加
し
ま
し
た
。
成
績
の
よ

い
上
位
３
人
の
ネ
ッ
ト
の
合
計

数
で
順
位
を
決
め
ま
す
。
そ
の

結
果
、
１
位
は
２２
回
生
、
２
位

は
１５
回
生
、
３
位
は
５
回
生
に

な
り
ま
し
た
。
２２
回
生
が
賞
金

９
０
０
０
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

次
回
の
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
は
平

成
２１
年
１０
月
２１
日
（
水
）
伏
尾

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
す
。 

 　
連
絡
方
法
　
従
来
は
①
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
②
郵
便
で
し
た
が
、
メ

ー
ル
で
の
案
内
を
希
望
さ
れ
る

方
が
多
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

③
メ
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
す
。
メ
ー
ル
の
案
内
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
　
　
 

 ま
で
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
件
名
を
「
清
友
ゴ
ル

フ
会
メ
ー
ル
案
内
希
望
」
に
し

て
頂
き
、
本
文
に
は
回
生
・
氏

名
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
が

完
了
し
ま
し
た
ら
、
登
録
完
了

メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、

携
帯
メ
ー
ル
で
の
登
録
は
で
き

ま
せ
ん
。
　
　
　
 

　
清
友
ゴ
ル
フ
会
世
話
人
　
 

　
　
松
宮
　
清
隆
（
高
16
回
） 

  　
平
成
21
年
2
月
22
日
、こ
の
日

「
い
づ
み
ホ
ー
ル
」
全
館
は
、
ま

さ
に
清
水
谷
一
色
、
喜
び
と
感

謝
に
満
ち
溢
れ
、
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。 

　
副
理
事
長
、
岡
本
和
子
さ
ん

（
本
43
回
）
を
中
核
に
、
同
窓

の
絆
に
固
く
結
ば
れ
た
、
老
若

男
女
の
清
冽
な
集
い
「
清
友
コ

ー
ラ
ス
」
は
、
10
年
の
歳
月
に

技
と
心
を
磨
き
、
目
を
見
張
る

ば
か
り
、
美
し
い
歌
声
を
聴
か

せ
て
く
れ
た
。 

　
私
た
ち
聴
衆
は
、
魂
を
ゆ
さ

ぶ
ら
れ
る
程
の
感
動
に
、
思
わ

ず
胸
が
熱
く
な
り
、
涙
ぐ
ん
だ
。 

　
こ
の
度
、
超
一
流
の
大
ホ
ー

ル
で
開
催
で
き
た
の
は
、
同
窓

の
よ
し
み
と
て
、
格
別
の
ご
尽

力
を
頂
戴
で
き
た
お
か
げ
で
あ
り
、

更
に
は
指
揮
者
も
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
も
、
又
、
プ
ロ
と
し
て
ご
活

躍
中
の
方
々
の
ご
熱
演
を
も
い

た
だ
け
た
の
は
、
こ
れ
す
べ
て

母
校
を
共
に
す
る
嬉
し
い
嬉
し

い
ご
縁
が
、
基
盤
に
あ
っ
た
な

れ
ば
こ
そ
と
、
改
め
て
深
謝
申

し
上
げ
た
い
。 

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
す
ば
ら
し

い
、
温
か
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
得

る
同
窓
会
を
、
私
は
他
に
知
ら

な
い
。 

　
あ
の
日
、
深
い
母
校
愛
を
私

た
ち
一
人
一
人
の
心
に
注
入
し

て
く
れ
た
「
清
友
コ
ー
ラ
ス
」
は
、

清
友
会
全
般
に
、
更
な
る
大
き

な
輝
き
と
、
豊
か
な
夢
と
、
希

望
の
虹
を
、
鮮
や
か
に
描
い
て

み
せ
て
く
れ
た
。 

　「
慶
び
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ン

ザ
ー
イ
」 

　
平
成
11
年
母
校
創
立
100
周

年
の
記
念
式
典
に
於
い
て
演
奏

す
る
べ
く
、
高
13
回
湯
浅
富
士

郎
先
生
を
中
心
に
、
伴
奏
者
に

高
31
回
中
村
佳
世
子
先
生
、
澤

田
淳
子
先
生
、
部
員
全
て
同
窓

で
結
成
さ
れ
た
清
友
コ
ー
ラ
ス

が
（
今
年
迎
え
る
）
結
成
10

周
年
を
記
念
し
て
演
奏
会
を
と

い
う
団
員
の
希
望
の
も
と
、
ま

ず
会
場
探
し
か
ら
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、

初
代
館
長
を
務
め
ら
れ
た
高
6

回
藤
井
則
彦
氏
の
ご
縁
で
、
い

づ
み
ホ
ー
ル
で
開
催
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
関
西
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
い
わ
れ
る
会
場
で

演
奏
会
を
開
け
る
と
い
う
喜
び

と
共
に
、
一
番
の
不
安
は
800
余

の
席
を
満
席
に
で
き
る
か
否
か

―
で
も
チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
出
し

て
み
る
と
2
ヵ
月
で
完
売
し
改

め
て
同
窓
の
絆
の
強
さ
に
感
激

致
し
ま
し
た
。 

　
演
奏
曲
目
は
大
中
恩
作
曲
「
お

し
ま
ず
き
」
偏
も
冠
も
な
く
「
几
」

と
い
う
枠
の
あ
る
字
ば
か
り
凪
、

風
、
凧
、
凩
、
鳳
凰
と
六
章
よ

り
成
る
組
曲
。
日
本
語
の
深
さ

す
ば
ら
し
さ
を
、
改
め
て
感
じ

さ
せ
る
歌
詞
乍
ら
大
変
な
難
曲

で
年
末
も
27
日
迄
。
年
明
け
も

早
々
か
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

湯
浅
先
生
始
め
、
創
設
時
か
ら

ご
指
導
頂
い
て
い
る
湯
浅
契
先

生
、
高
29
回
田
中
友
輝
子
先
生
、

高
40
回
小
川
は
じ
め
先
生
方
の

ご
指
導
の
も
と
、
猛
練
習
を
重

ね
る
日
日
、
創
部
以
来
と
い
っ

て
い
い
程
、
真
剣
に
と
り
く
ん

だ
数
ヵ
月
で
し
た
。 

　
当
日
は
会
場
全
体
が
暖
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
中
、
高
7

回
斎
藤
秋
子
様
の
司
会
で
、
清

水
谷
高
女
の
校
歌
で
始
ま
っ
た

演
奏
会
、
一
部
は
部
員
の
「
几
」

二
部
は
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方

始
め
客
演
の
田
中
勉
先
生
、
湯

浅
契
先
生
と
プ
ロ
の
先
生
方
の

す
ば
ら
し
い
演
奏
、
ひ
き
続
い

て
三
部
は
全
員
で
「
ア
イ
ー
ダ
」

「
大
地
讃
頌
」
等
10
曲
。
充
実

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
客
席
も
も

り
上
が
り
、
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
終
わ
る
頃
に
は
、

短
い
冬
の
日
は
と
っ
ぷ
り
暮
れ
、

私
達
は
心
地
よ
い
満
足
感
に
包

ま
れ
乍
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し

た
。
 

　
同
窓
の
絆
で
結
ば
れ
た
清
友

コ
ー
ラ
ス
。
毎
回
、
笑
い
の
絶

え
な
い
和
気
藹
々
と
し
た
、
勿
論
、

技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
の
練

習
時
間
。
こ
れ
が
清
友
コ
ー
ラ

ス
の
特
色
で
、
今
後
、
多
く
の

後
輩
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
い
て
、

清
友
会
文
化
活
動
の
大
き
な
柱

と
な
っ
て
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

清
友
会
　
相
談
役
 

本
37
回
　
尾
　
　
公
子
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回
生
代
表
会
議
長

　
高
7
回
　
内
田
　
房
男

回
生
代
表
会
だ
よ
り

　
　
お
　
詫
　
び
 

 　
平
成
20
年
10
月
1
日
付
会

報
、「
ク
ラ
ブ
代
表
会
だ
よ
り
」

の
記
事
で
陸
上
競
技
部
OB
・
OG

会
会
長
　
高
4
回
「
坂
本
　
孝

信
」
さ
ん
は
「
友
安
　
正
夫
」

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。 

器
械
体
操
部
　
高
13
回
「
新
美

　
哲
之
」
さ
ん
は
「
新
美
　
啓
之
」

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。 

　
美
し
く
咲
い
て
い
る
草
花
、

旬
の
野
菜
や
果
物
、
魚
貝
な
ど
、

ご
く
身
近
に
在
る
自
然
の
産
物

を
新
た
な
目
で
よ
く
見
直
し
て

み
る
と
、
今
ま
で
気
付
か
な
か

っ
た
そ
の
か
た
ち
が
、
面
白
く

美
し
く
心
に
響
い
て
き
ま
す
。

そ
の
わ
く
わ
く
し
た
感
動
を
素

直
に
描
き
ま
す
。 

　
和
紙
に
毛
筆
で
墨
と
顔
彩
絵

の
具
を
使
っ
て
、
眼
の
前
の
モ

チ
ー
フ
か
ら
感
じ
と
っ
た
新
鮮

な
「
気
」
を
技
法
や
上
手
下
手

に
拘
わ
ら
ず
伸
び
や
か
に
自
分

流
で
表
現
し
て
み
ま
す
。
何
枚

か
描
く
う
ち
に
乗
っ
て
き
て
「
気
」

の
入
っ
た
佳
作
が
生
ま
れ
ま
す
。

創
作
の
喜
び
と
自
分
自
身
の
良

い
個
性
が
再
発
見
さ
れ
ま
す
。

因
み
に
6
月
は
賀
茂
な
す
を
描

き
ま
し
た
。
そ
の
レ
シ
ピ
の
話
に
、

ま
た
花
が
咲
き
一
石
三
鳥
。
楽

し
く
充
実
し
た
ひ
と
時
を
仲
間

の
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
ま
す
。

同
窓
生
以
外
の
お
友
達
も
歓
迎

し
ま
す
。 

 毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
後

ご
自
由
に
見
学
も
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

毛
筆
画
教
室

編
物
講
座

紅
型
染
講
座

　
”
紅
型
染
と
編
物
“
記
念
展

示
会
を
4
月
23
日
よ
り
28
日

ま
で
心
斎
橋
小
大
丸
画
廊
に
て

開
催
さ
せ
て
頂
き
そ
の
節
に
は

清
友
会
高
3
回
生
を
初
め
大
勢

の
方
々
が
お
い
で
下
さ
い
ま
し

て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
書

面
を
お
か
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
総
会
の

時
に
生
駒
先
生
よ
り
「
文
化
講

座
の
紅
型
染
開
講
25
周
年
そ
し

て
傘
寿
の
お
祝
い
で
作
品
を
出

す
の
に
編
物
も
ご
一
緒
に
出
し

ま
せ
ん
か
」
と
お
誘
い
頂
き
ま

し
た
。
”
編
物
の
作
品
展
“
思

い
も
か
け
な
い
事
で
し
た
。
ふ

り
か
え
り
ま
す
と
文
化
講
座
に

編
物
講
座
を
入
れ
て
頂
い
て
早

く
も
28
年
も
続
い
て
お
り
ま
し

た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

開
催
の
時
は
、
書
道
、
英
語
教

室
、
和
歌
、
俳
句
、
謡
曲
、
編

物
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
28

年
ず
っ
と
続
け
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
本
38
回
淀
井
洋

子
様
は
一
番
初
め
よ
り
来
て
下

さ
り
、
本
37
回
清
水
美
知
子
様

も
楽
し
ん
で
お
い
で
下
さ
っ
て

お
り
ま
す
。
高
3
回
丸
尾
歌
子

様
も
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
け
い
こ
に
来
ら
れ
て
い
る
方

は
少
な
い
の
で
す
が
こ
の
度
の

展
示
会
に
は
30
着
あ
ま
り
出
品

し
て
頂
き
ま
し
た
。
編
物
の
お

友
達
も
見
に
来
て
下
さ
い
ま
し

て
全
部
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
作
品

だ
っ
た
と
ほ
め
て
頂
き
ま
し
た
。

私
も
習
っ
て
来
て
す
ぐ
に
皆
様

に
お
伝
え
出
来
て
編
ん
で
下
さ

っ
た
事
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
6
月
よ
り
20
年
ぶ

り
に
高
6
回
塚
本
由
利
子
様
が

来
て
下
さ
り
私
自
身
も
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
本
44
回
森
田
良
子
先
生
、

同
生
駒
節
子
先
生
、
そ
し
て
紅

型
染
に
出
品
さ
れ
た
お
姉
様
方
々

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書
面
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
厚

く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

高
3
回
　
辻
　
志
津
子

高
7
回
　
樋
上
　
千
哲

本
44
回
　
生
駒
　
節
子

　
結
婚
の
た
め
東
京
に
お
住
ま

い
に
な
っ
た
森
田
良
子
様
（
本

44
回
）
が
、
紅
型
染
の
第
一
人

者
で
フ
ァ
ン
も
多
い
芹
沢
　
介

先
生
が
ご
近
所
に
い
ら
っ
し
ゃ

た
の
で
、
50
年
前
か
ら
入
門
さ

れ
主
婦
の
傍
ら
紅
型
染
を
楽
し

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
昭
和
59
年
に
ご
実
父
の
ご
逝

去
に
伴
い
帰
阪
さ
れ
た
の
を
機

に
私
達
と
の
ご
縁
が
出
来
た
の

で
す
。 

　
折
し
も
清
友
会
で
は
、
昭
和

56
年
済
美
館
の
改
修
工
事
に
よ

り
3
階
で
各
種
の
文
化
講
座
が

開
講
さ
れ
、
編
物
、
謡
曲
、
俳
句
、

短
歌
、
英
会
話
な
ど
の
多
彩
な

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

早
速
59
年
7
月
よ
り
森
田
様

に
お
願
い
し
て
紅
型
染
の
ご
指

導
を
仰
ぐ
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

　
当
初
18
名
の
会
員
が
毎
月
第

二
第
四
の
火
曜
日
、
10
時
か
ら

4
時
ま
で
嬉
々
と
し
て
充
実
し

た
日
を
過
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
25
年
、
先
輩
や
同

級
生
で
も
亡
く
な
っ
た
り
、
体

調
を
崩
さ
れ
た
り
遠
方
へ
移
転

な
さ
っ
た
方
も
あ
り
11
名
の
会

員
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
9
名
は
こ
と
し
幸
い
に
も
傘

寿
を
迎
え
る
年
令
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
25
周
年
の
記
念
の
作

品
展
示
会
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
場
は
昔
な
つ
か
し

い
心
斎
橋
小
大
丸
の
画
廊
、
期

日
は
4
月
23
日
〜
28
日
、
百

余
点
に
及
ぶ
作
品
を
並
べ
ま
し

た
と
こ
ろ
連
日
参
観
者
の
絶
え

る
こ
と
の
な
い
盛
況
で
、
画
廊

の
方
が
驚
か
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
し
た
。 

　
清
友
会
か
ら
は
理
事
長
を
は

じ
め
事
務
局
の
多
大
の
ご
声
援

を
頂
き
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。 

　
25
年
間
の
趣
味
の
成
果
を
80

才
近
く
に
な
っ
て
皆
様
に
ご
披

露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
に
一
同
ほ
っ
と
す
る
気
持
と

ま
だ
ま
だ
あ
と
10
年
は
つ
づ
け

た
い
と
の
意
欲
を
新
た
に
致
し

ま
し
た
。 

　
結
構
な
お
稽
古
場
を
お
貸
し

下
さ
っ
て
い
る
清
友
会
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

わ
が
ま
ま
な
生
徒
達
を
献
身
的

に
ご
指
導
下
さ
っ
て
い
る
森
田

良
子
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

を
一
同
ひ
た
す
ら
お
願
い
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

　
前
回
の
回
生
代
表
会
議
で
 

　
¡
総
会
・
懇
親
会
 

　
¡
新
年
互
礼
会
 

　
¡
公
開
セ
ミ
ナ
ー
 

　
¡
フ
ェ
ス
タ
清
友
 

　
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
ご

提
案
を
い
た
だ
き
理
事
会
に

報
告
、
一
部
提
案
は
実
行
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
各
種
事
業
に
つ
い
て

は
、
110
周
年
を
機
会
に
検
討

す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い

う
意
見
で
し
た
。 

　
さ
て
創
立
110
周
年
も
平
成

23
年
を
「
創
立
110
周
年
事
業

年
」
と
し
て
記
念
事
業
を
行

う
こ
と
に
決
定
し
100
周
年
と

は
こ
と
な
り
、
清
友
会
（
同

窓
会
）
Ｐ
Ｔ
A
・
後
援
会
、

学
校
と
三
位
一
体
と
な
り
事

業
を
行
う
べ
く
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

　
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
記
念
誌
発
行
、
記
念
式
典
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
、
在
校
生
支

援
、
記
念
募
金
活
動
な
ど
で

す
。 

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
同
窓
生

の
参
加
意
識
を
高
め
る
の
に

は
回
生
代
表
の
力
が
必
要
で

す
。 

　
現
在
も
行
わ
れ
て
き
て
い

る
同
窓
会
の
事
業
の
見
直
し

も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
前
回

の
会
議
で
見
直
し
は
110
周
年

を
機
会
に
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
会
報
発
行
後

に
は
回
生
代
表
会
議
を
開
催

し
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
出
席
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
に
若
い
方
々
の
出
席
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
最
後
に
同
窓
会
費
納
入
に

つ
い
て
で
す
が
、
初
年
度
に

比
べ
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　「
清
友
」
誌
上
だ
け
で
は
徹

底
で
き
ま
せ
ん
の
で
回
生
代

表
の
方
々
に
同
期
会
な
ど
の

集
ま
り
で
納
入
依
頼
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
近
日
中
に
は
回
生
代
表
会

議
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
出
席
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

・
・
・

　
　
　
訃
　
報
 

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
 

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
井
手
　
昂
　
先
生（
数
学
） 

　
　
平
成
19
年
4
月
10
日
 

　
児
玉
　
好
平
先
生（
数
学
） 

　
　
平
成
20
年
1
月
 

　
氏
田
　
芳
夫
先
生（
書
道
） 

　
　
平
成
21
年
1
月
19
日
 

清
友
会
だ
よ
り
に
寄
せ
て
 

　
一
言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

氏
田
　
秀
明
（
長
男
）
 

　
父
、
氏
田
芳
夫
（
菖
軒
）

は
平
成
20
年
2
月
10
日
に
自

宅
に
て
倒
れ
、
入
院
治
療
し

ま
し
た
が
、
薬
石
効
な
く
、

平
成
21
年
1
月
19
日
永
眠
（
満

92
歳
）
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
間
、
多
く
の
清
水
谷
関

係
の
方
々
か
ら
、
お
見
舞
い
、

励
ま
し
、
お
手
紙
な
ど
を
受
け
、

父
も
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

葬
儀
に
あ
た
っ
て
は
、
何
か
と

ご
多
用
の
中
、
わ
ざ
わ
ざ
お
見

送
り
ま
で
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

　
思
え
ば
昭
和
21
年
4
月
、
大

阪
府
立
清
水
谷
高
等
女
学
校
に

赴
任
し
て
以
来
、
実
に
36
年
の

長
き
に
わ
た
り
在
籍
し
、
学
校

で
は
生
き
字
引
と
ま
で
言
わ
れ

て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
父
は
倒
れ
る
ま
で
書
作
家
活

動
と
書
の
指
導
を
続
け
、
生
涯

現
役
を
貫
い
た
人
生
で
し
た
。
 

沢
山
の
方
々
か
ら
慕
わ
れ
、
多

く
の
方
々
に
囲
ま
れ
て
、
幸
せ

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
皆
様
方
の
温
か
い

ご
厚
情
を
い
た
だ
い
た
か
ら
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
清
友
会

だ
よ
り
の
場
を
お
か
り
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

 

・
・
・
・
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ク
ラ
ブ
代
表
会
議
長
 

　
高
28
回
　
橋
谷
　
吉
郎
 

　
こ
の
度
、
ク
ラ
ブ
代
表
会
議

長
は
前
任
の
藤
井
則
彦
氏
が
勇

退
さ
れ
、
後
任
に
高
28
回
の
橋

谷
吉
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。 
世

代
交
代
の
流
れ
で
大
役
を
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
 
 

一
、
発
足
の
趣
旨
 

　
平
成
17
年
4
月
に
同
窓
清
友

会
が
設
立
さ
れ
た
の
と
軌
を
一

に
し
て
「
ク
ラ
ブ
代
表
会
」
が

発
足
し
、
そ
れ
以
来
各
ク
ラ
ブ

O
B
・
O
G
会
の
縦
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
同
窓
会
の
年
代
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
活
動
を
活
発
に
繰
り
広
げ
て

お
り
ま
す
。 

二
、
構
成
メ
ン
バ
ー
 
　
 

　
現
在
は
次
の
16
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
（
順
不
同
）
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
運
動
部
】
陸
上
競
技
・
硬
式
テ

ニ
ス
・
軟
式
テ
ニ
ス
・
硬
式
野
球
・

軟
式
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ラ
グ
ビ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

器
械
体
操
・
サ
ッ
カ
ー
・
水
泳
・

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
【
文
化
部
】

コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ギ
タ
ー
・
落
語
研
究
 
 

三
、
活
動
状
況
 
 

a
、
発
足
以
来
、年
4
回
、今
日

ま
で
21
回
に
わ
た
っ
て
会
合

を
開
き
、
積
極
的
な
意
見
交
換
、

提
案
、
決
議
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
 

b
、
一
つ
は
、
昨
年
の
第
四
回

に
続
い
て
こ
の
会
報
の
20
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
フ
ェ

ス
タ
清
友
」
の
企
画
・
実
施
を

全
員
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

代
表
者
の
下
部
機
関
と
し
て
実

行
委
員
会
を
設
け
、
具
体
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

c
.
次
い
で
、
各
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
の
組
織
化
や
規
約
制
定
、

活
動
推
進
な
ど
に
つ
い
て
相
互

の
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
推

進
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 
 

四
、
各
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会

　
　
の
活
動
状
況
 
 

　
昨
年
か
ら
会
報
に
各
O
B
・

O
G
会
の
活
動
状
況
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 
 

五
、
組
織
化
と
新
規
加
入
の
お

　
　
す
す
め
 
 

　
ま
だ
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会

を
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
や
、
組
織
化
さ
れ
て
い
て
も

こ
の
代
表
会
に
参
画
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
清
友
会
事
務
局

宛
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
く
存
じ
ま
す
。 
 

 
今
後
、『
ク
ラ
ブ
代
表
会
』『
フ

ェ
ス
タ
清
友
』
と
も
に
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
す
。
ま
た
皆
様
の
 

ご
提
案
、
ご
意
見
等
も
ど
し
ど

し
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
9
月
27
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
る
『
第
五
回
フ
ェ
ス
タ

清
友
』
に
是
非
多
数
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
高
4
回
の
友
安
正
夫
会
長
を

中
心
に
清
水
谷
高
校
陸
上
競
技

部
O
B
・
O
G
会
が
平
成
19
年

に
発
足
し
て
2
年
が
経
過
し
ま

し
た
。 

　
活
動
の
基
礎
で
あ
る
会
則
の

制
定
・
名
簿
の
整
理
が
進
み
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
現
役
へ
の

支
援
が
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
昨
年
か
ら
O
B
・
O
G
会
活

動
と
会
計
報
告
に
加
え
現
役
部

員
の
活
動
結
果
と
新
年
度
の
活

動
予
定
、
併
せ
て
毎
年
3
月
に

現
役
支
援
金
の
要
請
案
内
を
現

役
部
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
会

員
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
会
則
に
則
り
、
会
の
役

員
会
を
年
2
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
、
通
算
3
回
を
数
え
ま
し

た
。
親
睦
を
図
り
つ
つ
今
後
の

活
動
を
話
し
合
う
場
と
し
て
、

こ
の
役
員
会
が
意
義
あ
る
も
の

と
し
て
続
け
て
行
く
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

　
本
年
も
我
々
陸
上
競
技
部
O
 

B
・
O
G
会
発
足
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
「
第
5
回
フ
ェ
ス
タ

清
友
」
が
9
月
27
日
（
日
）
に

母
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
日

午
前
11
時
か
ら
役
員
会
・
打
合

会
を
開
催
し
、
来
年
の
第
2
回

総
会
を
確
認
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。
役
員
の
方
並
び
に
多

数
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
母
校
陸
上
競
技
部
を
巣

立
っ
て
い
く
新
会
員
を
加
え
な

が
ら
今
後
末
永
く
O
B
・
O
G

会
が
継
続
発
展
す
る
よ
う
願
っ

て
い
る
次
第
で
す
。
　
 

ク
ラ
ブ
代
表
会
だ
よ
り
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ラ
グ
ビ
ー
部
の
関
係
者
の
皆

様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
昨

年
度
、
開
催
出
来
な
か
っ
た
総

会
を
今
年
７
月
１８
日
（
土
）
に

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
会

員
相
互
の
親
睦
や
顧
問
及
び
現

役
生
徒
と
の
懇
親
を
深
め
る
場

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
Ｏ
Ｂ

会
唯
一
の
活
動
で
す
。
今
後
も

多
数
の
先
輩
・
後
輩
の
方
々
の

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
各
回

生
の
ま
と
め
役
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
当

時
の
キ
ャ
プ
テ
ン
等
を
中
心
に

ま
と
め
役
を
決
め
て
頂
き
連
絡

先
等
を
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
で
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、

Ｏ
Ｂ
会
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
立
ち
上
げ
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

方
の
連
絡
を
併
せ
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
現
役
に
つ
い
て
は
、

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

厳
し
さ
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、

部
員
数
が
１５
人
前
後
だ
と
聴
い

て
お
り
ま
す
。
今
も
上
町
の
大

地
で
、
我
々
と
同
じ
グ
ラ
ン
ド

で
と
き
に
は
苦
し
く
、
と
き
に

は
楽
し
い
想
い
を
体
験
し
、
若

い
汗
を
流
し
て
い
る
現
役
生
に

今
後
も
支
援
し
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
あ
て
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
 

　
我
が
清
水
谷
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
O
B
会
は
今
年
で
創
部
62
年

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
毎
年
恒

例
と
な
り
ま
し
た
11
月
23
日
に

 
行
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
部
O
B

総
会
は
去
年
で
22
回
を
数
え
ま

し
た
。
歴
代
の
顧
問
の
先
生
、

O
B
の
方
で
は
3
回
の
山
岸
氏

を
は
じ
め
、
今
年
卒
業
の
60
回

生
ま
で
住
所
確
認
で
き
て
い
る

全
O
B
の
427
名
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
し
た
。
総
会
は
例
年
通

り
1
部
は
清
水
谷
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
現
役
生
と
の
交
流
試

合
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
ジ
ャ

ー
ジ
他
（
記
念
品
は
マ
フ
ラ
ー

タ
オ
ル
） 
贈
呈
、
2
部
は
ア
ー

ク
ホ
テ
ル
に
所
を
移
し
、
総
会

＆
懇
親
会
と
賑
々
し
い
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。
上
中
会
長
の
モ

ッ
ト
ー
で
も
あ
る
「
継
続
は
力

な
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
い
つ

ま
で
も
健
康
と
感
謝
を
感
じ
、

23
回
目
の
今
回
も
一
人
で
も
多

く
の
O
B
の
方
が
来
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 
今
年
の
主
な
活
動
は
2
月
15

日
に
あ
の
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
会
場
に
も
な
っ
た
長
居
ス

タ
ジ
ア
ム
で
サ
ッ
カ
ー
が
出
来

た
こ
と
が
最
大
の
思
い
出
で
あ

り
ま
す
。
最
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

芝
生
で
ボ
ー
ル
を
蹴
れ
た
こ
と

は
サ
ッ
カ
ー
人
生
で
こ
の
上
な

い
幸
せ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

3
月
15
日
に
は
高
槻
の
陸
上
競

技
場
で
現
役
生
と
の
交
流
試
合

を
し
ま
し
た
。
現
役
生
は
芝
生

の
上
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ
と

が
少
な
い
と
聞
き
、
良
い
経
験

が
出
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
清
水
谷
高
校
以
外
で
 

の
交
流
試
合
も
新
鮮
で
し
た
。 

　
O
B
会
の
チ
ー
ム
、
S
O
S

ク
ラ
ブ
は
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
大
阪
府
サ
ッ
カ
ー
協
議
会
の

40
歳
以
上
の
リ
ー
グ
で
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
去
年
は
成
績
は

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
て
お

り
ま
す
。
参
加
者
も
随
時
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
も
う
一
度

サ
ッ
カ
ー
し
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
方
は
是
非
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  　
ま
た
、
9
月
27
日
に
第
5

回
目
の
フ
ェ
ス
タ
清
友
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
お
越

し
下
さ
い
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
方

と
の
交
流
は
人
生
の
幸
せ
の
幅
、

深
み
を
よ
り
一
層
高
め
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も
O
B

の
皆
様
と
笑
顔
で
再
会
し
、
サ

ッ
カ
ー
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
祈

念
し
ま
す
。
そ
し
て
清
水
谷
高

校
同
窓
会
の
益
々
の
隆
昌
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
高
3
回
生
の
大
先
輩
か
ら
始

ま
っ
た
、
テ
ニ
ス
部
O
B
会
の

伝
統
は
、
61
回
生
へ
と
引
き
継

が
れ
、
総
勢
8
5
0
名
の
大
所

帯
に
育
ち
ま
し
た
。
物
故
者
や
、

住
所
不
明
を
除
き
、
約
5
5
0

名
の
方
に
行
事
案
内
を
発
送
し

て
い
ま
す
。 

1
、「
春
の
平
井
・
井
上
杯
争
奪

ダ
ブ
ル
ス
戦
」
及
び
O
B
総
会

を
兼
ね
た
新
O
B
歓
迎
会
。 

2
、「
秋
の
団
体
戦
」
在
校
生
と

O
B
と
の
交
流
を
深
め
る
対
抗
戦
。 

3
、
秋
に
、
O
B
会
員
に
よ
る
「
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」 

　
こ
の
3
つ
の
行
事
を
中
心
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
、
現
役
諸

君
へ
の
援
助
を
目
的
と
し
た

O
B
会
組
織
で
す
。
在
校
生
に

は
技
術
指
導
や
、
ボ
ー
ル
、
ネ

ッ
ト
等
の
寄
付
を
続
け
て
来
ま

し
た
。
悩
み
は
、
限
ら
れ
た
有

志
の
年
会
費
だ
け
で
は
、
通
信

費
に
消
え
て
し
ま
い
、
会
の
運

営
が
困
難
に
な
る
事
で
す
。
又
、

近
年
の
若
い
O
B
達
の
参
加
が

低
調
で
、
盛
り
上
げ
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
無
関
心
を
決
め
て

い
る
O
B
の
皆
様
、
一
度
母
校

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
見
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
 

　
7
月
12
日
に
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
を
2
年
振

り
に
行
い
ま
し
た
。
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
約
300
通
の
案
内
状

を
発
送
し
ま
し
た
が
、
20
通
以

上
が
宛
先
不
明
で
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
年
配
の
方
は
そ
う
で
も

な
い
の
で
す
が
、
若
い
人
は
や

は
り
仕
事
の
都
合
か
転
居
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
、
不
明
率
が

高
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ま
る

っ
き
り
住
所
が
分
か
ら
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
特
に
48

回
か
ら
51
回
ま
で
は
名
前
す
ら

判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

今
回
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た

Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
回
生
、
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

等
を
、
清
友
会
事
務
局
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
名
簿
が
完

成
す
れ
ば
、
3
回
生
か
ら
今
年

卒
業
の
61
回
生
ま
で
含
め
て
、

約
四
百
名
に
な
る
予
定
で
す
。

　
　
ま
た
今
年
か
ら
新
し
い
試

み
と
し
て
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ
に
も
参
加
を
求

め
て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
と
同
じ
よ
う
に
男
女
が
別
々

の
ク
ラ
ブ
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
女
子

の
名
簿
も
確
立
し
て
い
て
、
男

女
一
緒
に
開
催
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
、
ま
ず
は

名
簿
作
り
か
ら
、
分
か
る
範
囲

で
ボ
チ
ボ
チ
や
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
同
じ
く
清
友
会
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

　
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
の

み
な
さ
ん
、
お
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
（
2
0
0
8

年
）
春
（
5
/
24
）
に
開
き
ま

し
た
懇
親
会
に
引
き
続
き
、
秋

（
10
/
4
）
に
現
役
諸
君
と
の
交

流
を
兼
ね
た
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
会
を

開
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
母

校
に
来
ら
れ
た
方
も
居
ら
れ
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。
午
前
中
は
（
現
役
と
の
） 

http://hom
epage2.nifty.com

/ 
shim
izudani-soccerob/ 　

 

高
10
回
　
坂
本
　
孝
信
 

会
長
　
高
31
回
　
岩
本
　
高
明
 

硬
式
テ
ニ
ス
部
O
B
会
 

ラ
ク
ビ
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部
Ｏ
Ｂ
会
 

会
長
　
高
24
回
　
中
西
　
修
一
 

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
 

　
　
　
高
28
回
　
橋
谷
　
吉
郎
 

陸
上
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技
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・
Ｏ
Ｇ
会
 

高
10
回
　
中
山
　
隆
司
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ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
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長
　
　
高
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回
　
黒
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満
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庭
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ソ
フ
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テ
ニ
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Ｏ
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Ｏ
Ｇ
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
O
B
・
Ｏ
Ｇ
会

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
部
は
、
こ
こ
数
年
、
入
部

希
望
者
が
と
っ
て
も
多
く
現
在

95
名
で
み
ん
な
が
や
る
気
を
持

っ
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
ん
な
現
役
生
に
対

し
て
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
会
で
は
、
楽

器
の
貸
し
出
し
や
、
資
金
面
で

の
援
助
な
ど
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
援
助
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
会
の
交
流
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
部
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
会
は
、

あ
ま
り
目
立
っ
た
活
動
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。 

　
そ
こ
で
今
年
は
、
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ

Ｇ
会
の
活
動
状
況
を
変
え
、
現

役
生
に
と
っ
て
も
、
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ

Ｇ
に
と
っ
て
も
、
有
益
な
活
動

を
し
て
い
け
る
よ
う
に
見
直
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
活
動
し
や
す
い
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ

会
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。 

会
長
　
高
60
回
　
溝
尻
安
佐
子

　
た
た
み
の
有
る
部
室
が
消
え

た
日
、
上
方
落
語
研
究
会
は
、

事
実
上
消
滅
の
道
を
た
ど
り
ま

し
た
。 

　
清
笑
亭
と
い
う
屋
号
の
元
、

30
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
歴
史

が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。 

　
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
は
使
え

て
も
お
箸
の
持
て
な
い
日
本
人
、

ス
ー
ツ
は
着
れ
て
も
帯
の
結
べ

な
い
男
性
、
清
水
谷
高
校
も
す

ば
ら
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校

舎
は
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
間

記
念
館
は
取
り
壊
さ
れ
、
た
た

み
敷
き
の
高
座
も
な
く
な
り
ま

し
た
。 

　
で
も
ま
だ
希
望
は
捨
て
て
い

ま
せ
ん
。
部
屋
が
取
り
壊
さ
れ

る
日
、
後
輩
達
か
ら
私
達
Ｏ
Ｂ

の
元
に
部
誌
や
ア
ル
バ
ム
な
ど

数
々
の
資
料
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
 

　
落
研
恒
例
の
忘
年
会
に
は
12

月
30
日
年
末
慌
し
い
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
30
余
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。 

　
ど
う
か
こ
の
会
報
を
ご
覧
の

皆
様
方
の
中
で
上
方
落
語
に
興

味
を
持
つ
在
校
生
と
ご
縁
を
お

持
ち
の
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

是
非
ご
一
報
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
Ｏ
Ｂ
結
束
の
上
全
力
で
現
役

を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
何
と
ぞ
落
語
研
究

会
再
興
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。 

 ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

合
同
練
習
、

午
後
か
ら

対
抗
戦
を

行
い
、
解

散
後
は
各
々

期
別
で
二

次
会
へ
と

向
か
い
ま

し
た
。 

　
次
回
は

来
年
（
2
0
1
0
年
）
春
、
総

会
を
兼
ね
て
開
催
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
の
ご
参
加
御
願
い
い
た
し

ま
す
。 

〔
御
願
い
〕
Ｏ
Ｂ
/
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
及
び
皆
さ
ん
の
周
り
の
方

の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

〔
特
に
５５
、
５８
、
６０
期
の
男
性

諸
氏
、
５６
、
５７
、
５９
期
の
方
〕 

＊
連
絡
先
 

takenaka@
sundoll.jp

落
語
研
究
部
O
B
・
Ｏ
Ｇ
会

高
36
回
　
横
田
　
宏
之
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釜
　
下
　
延
　
子
 

本
３５
　
芳
　
崎
　
節
　
子
 

本
３７
　
尾
　
崎
　
公
　
子
 

本
３８
　
三
　
枝
　
妙
　
子
 

本
３９
　
岩
　
田
　
郁
　
子
 

本
４０
　
本
　
田
　
博
　
子
 

本
４１
　
大
　
中
　
幸
　
子
 

本
４２
　
城
　
口
　
多
嘉
子
 

本
４３
　
林
　
　
　
幸
　
子
 

本
４３
　
澤
　
　
 
希
代
子
 

本
４４
　
川
　
村
　
鈴
　
子
 

本
４５
　
加
　
藤
　
登
母
子
 

高
２
　
山
　
崎
　
和
　
子
 

高
３
　
村
　
尾
　
し
げ
子
 

高
４
　
深
　
田
　
隆
　
三
 

高
４
　
久
　
保
　
洋
　
子
 

高
５
　
岡
　
島
　
邦
　
治
 

高
５
　
白
　
石
　
怜
　
子
 

高
５
　
北
　
村
　
秀
　
子
 

高
６
　
塩
　
川
　
俊
　
男
 

  

高
７
　
石
　
崎
　
龍
　
平
 

高
７
　
内
　
田
　
房
　
男
 

高
７
　
木
　
下
　
栄
　
子
 

高
８
　
吉
　
岡
　
　
 
武
 

高
８
　
松
　
尾
　
明
　
子
 

高
９
　
森
　
田
　
　
 
勉
 

高
１０
　
村
　
田
　
明
　
美
 

高
１０
　
山
　
本
　
喜
一
郎
 

高
１１
　
森
　
竹
　
　
　
健
 

高
１２
　
田
　
中
　
良
　
二
 

高
１２
　
大
　
社
　
康
　
男
 

高
１２
　
杉
　
野
　
利
　
彦
 

高
１３
　
新
　
美
　
啓
　
之
 

高
１３
　
吉
　
永
　
洋
　
輔
 

高
１４
　
三
　
好
 
国
三
郎
 

高
１５
　
清
　
水
　
　
　
宏
 

高
１６
　
釜
　
野
　
篤
　
実
 

高
１７
　
山
王
丸
 
由
紀
子
 

高
１７
　
小
　
池
　
憲
　
彦
 

高
１８
　
三
　
木
　
完
　
二
 

高
１８
　
鈴
　
木
　
晴
　
美
 

高
１９
　
高
　
津
　
章
　
史
 

高
１９
　
森
　
口
　
二
　
郎
 

高
２０
　
塩
　
見
　
一
　
仁
 

高
２１
　
熊
　
　
　
順
　
一
 

高
２２
　
小
　
川
　
佳
　
秀
 

高
２３
　
伝
　
馬
　
美
　
弘
 

高
２３
　
田
　
坂
　
京
　
子
 

高
２４
　
畑
　
中
　
康
　
之
 

高
２５
　
松
　
澤
　
敬
　
二
 

高
２６
　
野
　
村
　
重
　
之
 

高
２７
　
笹
　
田
　
教
　
彰
 

高
２８
　
中
　
才
　
敏
　
之
 

高
２９
　
田
　
中
　
友
輝
子
 

高
２９
　
松
　
原
　
と
も
子
 

高
３０
　
高
　
下
　
誠
　
史
 

高
３０
　
中
　
野
　
ひ
と
み
 

高
３１
　
大
　
野
　
昌
　
彦
 

高
３２
　
上
　
善
　
恒
　
雄
 

高
３３
　
堤
　
　
　
容
　
子
 

高
３３
　
明
　
石
　
敏
　
江
 

高
３４
　
巽
　
　
　
美
由
紀
 

高
３４
　
前
　
原
　
寛
　
子
 

高
３５
　
横
　
路
　
貴
　
美
 

高
３６
　
中
　
嶋
　
謙
　
治
 

高
３７
　
川
　
西
　
宏
　
和
 

 

高
３８
　
北
　
　
　
伸
　
光
 

高
４０
　
植
　
田
　
素
　
行
 

高
４０
　
八
　
木
　
　
　
滋
 

高
４１
　
戸
　
倉
　
信
　
昭
 

高
４２
　
井
　
上
　
雅
　
之
 

高
４２
　
榎
　
本
　
さ
や
子
 

高
４３
　
木
　
村
　
芳
　
浩
 

高
４４
　
阪
　
本
　
真
　
司
 

高
４４
　
原
　
田
　
恵
　
子
 

高
４５
　
寺
　
農
　
　
　
聡
 

高
４５
　
米
　
岡
　
真
由
美
 

高
４６
　
榛
　
木
　
　
 
竜
 

高
４６
　
　
　
越
　
愛
　
子
 

高
４７
　
三
　
宅
　
隆
　
志
 

高
４７
　
新
　
　
　
光
　
世
 

高
４８
　
笹
　
田
　
　
　
淳
 

高
５０
　
岩
　
田
　
　
　
徹
 

高
５０
　
小
　
津
　
奈
々
絵
 

高
５１
　
峯
　
　
　
宏
　
昌
 

高
５２
　
善
　
積
　
司
　
行
 

高
５２
　
高
　
月
 
真
由
美
 

高
５３
　
阪
　
田
　
裕
　
亮
 

高
５３
　
高
　
田
　
直
　
子
 

高
５４
　
坂
　
口
　
修
　
一
 

高
５４
　
江
　
藤
 
真
理
亞
 

高
５５
　
辰
　
巳
　
知
　
里
 

高
５５
　
香
　
坂
　
基
　
行
 

高
５６
　
竹
　
田
　
理
　
愛
 

高
５６
　
中
　
本
　
卓
　
弘
 

高
５７
　
谷
　
　
　
　
　
僚
 

高
５７
　
野
　
山
　
和
　
純
 

高
５８
　
有
　
薗
　
公
　
輝
 

高
５８
　
野
　
坂
　
悠
　
乃
 

高
５９
　
柏
　
倉
　
寛
　
至
 

高
５９
　
中
　
村
　
和
　
子
 

高
６０
　
信
　
賀
　
哲
　
和
 

高
６０
　
井
　
上
　
彩
　
衣
 

高
６１
　
荒
　
木
　
翔
　
平
 

高
６１
　
高
　
田
　
梨
　
沙
 

 　
　
事
務
局
 

 高
２２
　
厚
　
見
　
彰
　
子
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事
務
局
だ
よ
り 

 

　
今
号
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
先
輩
！
」
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
連
載
を
始
め
ま
し
た
。
  
 

　
得
が
た
い
経
験
、
母
校
へ
の
熱
き
思
い
を
お

伝
え
出
来
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
  
 

　
会
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
）
 

¡
編
集
後
記
¡

◎
全
会
員
の
名
簿
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
平
成
４
年
版
以
降
発
行
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
各
回
生
で
名
簿
が
必
要
な
場
合
は
原

簿
「
コ
ピ
ー
」
ま
た
は
「
宛
名
シ
ー
ル
」
を

頒
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
個
人
情
報
保

護
法
に
則
り
使
用
目
的
に
関
す
る
誓
約
書
の

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
住
所
・
氏
名
の
変
更
や
ご
逝
去
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
葉
書
又
は
F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
清
友
会
ま
た
は
回
生
代
表
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
　

◎
送
金
、
払
込
み
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　

　
ご
送
金
は
郵
便
振
替
の
み
と
さ
せ
て
頂
い

　
て
い
ま
す
。
（
会
費
の
納
入
は
同
封
の
払

　
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
）
　
　
　
　
　

　
　
郵
便
振
替
口
座
（
会
費
納
入
専
用
）
　

　
0
0
9
1
0
―
6
―
1
0
1
4
8
9
　

　
　
　
　
「
同
窓
　
清
友
会
」
　
　
　
　
　

◎
回
生
代
表
の
変
更
が
あ
れ
ば
、 

　
毎
年
六
月
末
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

　
下
さ
い
。 

◎
同
窓
会
館
「
済
美
館
」
の
使
用
及
び
母
校

　
校
舎
見
学
に
つ
い
て 

　
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

◎
事
務
局
へ
の
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ

　
毎
週
火
・
金
曜
日
　
１０
時
か
ら
１６
時
ま
で
　

　
済
美
館
一
階
　
厚
見
姉
ま
で
。 

　
電
話
・
F
A
X
０
６
・
６
７
６
８
・
４
１
５
９

　
住
所
　
大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
２
―
４４
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
５
４
３
―
０
０
１
１
）
　

　
　
　
　
清
水
谷
高
校
内
「
清
友
会
」
　

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

ご
　
注
　
意

清
友
会
会
員
あ
て
に
、
名
簿
出
版
社
か
ら
「
同

窓
名
鑑
」
作
成
の
た
め
の
調
査
依
頼
の
案
内
が

届
い
て
い
ま
す
が
、
清
友
会
と
は
何
ら
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

（高28回 

小体育館では卓球台（ピン球・ラケット貸出）をご用意しています！ 


